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　私
の
家
の
前
に
は
小
学
校
が
あ
り
、
毎

日
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
挨
拶
を
し
て

く
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
日
々
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
報
道
で
鬱
々
と
し

て
い
る
私
の
気
持
ち
を
晴
れ
や
か
に
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　日
々
の
仕
事
に
お
い
て
も
、
お
い
し
い

お
菓
子
を
お
客
様
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
々
の
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
や
つ
ら

い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
方
々
に
癒
し
や

笑
顔
を
お
届
け
で
き
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら
作
っ
て
お
り
ま
す
。

　魚
沼
の
人
々
は
ひ
か
え
め
な
が
ら
も
、

一
度
親
し
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
親
し
く
な

れ
る
良
さ
と
、
雪
国
な
ら
で
は
の
粘
り
強

さ
と
我
慢
強
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
、
そ
の
底

力
で
、
笑
顔
と
人
々
の
温
か
さ
で
希
望
を

持
っ
て
、
感
染
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
た
暁
に

は
、
未
来
の
子
ど
も
が
住
み
た
い
と
思
え

る
魚
沼
市
に
、
高
齢
の
方
々
、
市
民
が
安

心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
魚
沼
市
に
な

る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　魚
沼
市
は
健
康
な
人
が
多
く
、
医
療
費

の
低
さ
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
聞

き
ま
す
。

　そ
の
根
っ
こ
は
、
市
民
が
健
康
に
関
心

を
も
ち
、
積
極
的
に
運
動
し
て
い
る
か
ら

で
し
ょ
う
。「
歩
け
歩
け
運
動
」
実
践
者

も
多
く
、「
若
返
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」

も
定
員
オ
ー
バ
ー
と
か
。
そ
の
ほ
か
に
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
各
種
球
技
も
盛
ん
で

す
。と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
の
で
、

財
政
面
で
も
さ
ら
な
る
充
実
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　冬
場
の
雪
を
生
か
し
た
ス
キ
ー
場
や
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、「
若

ト
レ
」
の
拡
充
、
各
地
区
公
民
館
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
卓
球
や
各
種
運
動

具
の
貸
与
等
地
域
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら

や
っ
て
も
ら
え
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
現
在
の
積
極
的
な
運
動
を
さ

ら
に
後
押
し
し
て
も
ら
え
る
な
ら
、
さ
ら

に
健
康
的
な
市
に
な
り
、
医
療
費
が
グ
ン

と
少
な
く
な
り
、
建
設
的
な
財
政
運
営
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　近
年
の
異
常
な
気
象
現
象

に
よ
る
様
々
な
分
野
で
の
影

響
に
加
え
、
昨
年
か
ら
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
る
影
響
が
大
き

く
、
経
済
活
動
や
市
民
生
活

が
制
限
さ
れ
、
先
行
き
が
大

変
心
配
さ
れ
ま
す
。

　市
議
会
は
こ
れ
ら
の
問
題

に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　６
月
に
実
施
さ
れ
る
市
民

生
活
に
直
結
す
る
重
要
な
選

挙
に
は
一
人
で
も
多
く
の
皆

様
か
ら
投
票
所
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
改
選
後
は
２
名
削
減
の

18
名
の
構
成
で
新
た
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

　こ
の
冬
の
大
雪
も
い
つ
し

か
消
え
、
早
い
春
と
な
り
ま

し
た
。
進
学
就
職
の
新
し
い

門
出
と
市
民
生
活
が
明
る
い

も
の
と
な
る
よ
う
に
願
う
ば

か
り
で
す
。（

富
永
三
千
敏
）

あ
と
が
き

市
民
の
声

健
康
で
元
気
な
市
を
目
指
し
て

親
柄

　椛
澤
い
づ
み
さ
ん

須
原

横
山
治
隆
さ
ん

今
の
状
況
に
お
い
て
思
う
こ
と

魚沼市議会
こんにちは

です
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わが校
自慢

佐藤瑠璃子さん「絵文字」魚沼北中学校　３年

市民の声を市議会へ！
「市民の声を聞く会」を開催します

　魚沼市議会では、新型コロナウイルス感染症対
策に十分留意したうえ、「市民の声を聞く会」を開
催いたします。
　市民の皆様から率直なご意見をお聴きし、今後
の議会活動に反映いたします。予約不要ですので、
直接会場にお越しください。

※マスクの着用をお願いします。
※手指の消毒をお願いします。（会場入口に消毒を設置します）
※体調不良の方はご無理なさらずに来場をお控えください。

日時：４月27日㈫ 午後７時〜午後８時40分
会場：魚沼市中央公民館
　　 （堀之内公民館）大ホール 
※当日はこの議会だよりが資料となりま
　すので、お持ちください。
　市内の感染状況によっては中止します。

感染症対策への協力のお願い

　魚
沼
北
中
の
教
育
活

動
は
、
地
域
の
方
か
ら

学
ぶ
。
生
徒
同
士
が
協

力
し
合
っ
て
学
び
を
深
め
る
。
そ
れ
を
発
表
し
、
多

く
の
賞
賛
を
受
け
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
が
基
本
と
な

っ
て
生
徒
の
自
己
肯
定
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
地

域
ぐ
る
み
で
生
徒
を
育
ん
で
い
ま
す
。

※制作時は２年生
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◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　−＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。
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議案賛否の状況

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認
第１回定例会議案等

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第１号 ◎令和2年度魚沼市一般会計補正予算（第7号）

議案
第２号 ◎令和2年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

議案
第３号 ◎令和2年度魚沼市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

議案
第４号 ◎令和2年度魚沼市工業団地造成事業特別会計補正予算（第1号）

議案
第５号 ○令和3年度魚沼市一般会計予算

議案
第６号 ○令和3年度魚沼市国民健康保険特別会計予算

議案
第７号 ○令和3年度魚沼市後期高齢者医療特別会計予算

議案
第８号 ○令和3年度魚沼市介護保険特別会計予算

議案
第９号 ◎令和3年度魚沼市工業団地造成事業特別会計予算

議案
第10号 ○令和3年度魚沼市病院事業会計予算

議案
第11号 ○令和3年度魚沼市ガス事業会計予算

議案
第12号 ○令和3年度魚沼市水道事業会計予算

議案
第13号 ○令和3年度魚沼市下水道事業会計予算

議案
第57号 ◎令和2年度魚沼市一般会計補正予算（第8号）

議案
第58号 ◎令和2年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

予

　
　
　
　
　
　
　算

条

　
　
　
　
　
　
　例

条

　
　
　
　
　
　
　例

そ

　
　
　の

　
　
　他

議案
第30号 ◎市有財産の処分について（三渕沢生活改善センター）

議案
第31号 ◎市有財産の処分について（西名農事集会所）

議案
第32号 ◎市有財産の貸付けについて（小出スキー場）

議案
第33号 ◎市有財産の貸付けについて（薬師スキー場）

議案
第34号 ◎市有財産の貸付けについて（須原スキー場）

議案
第35号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市障害者支援施設わかあゆ社）

議案
第36号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市小出ボランティアセンター）

議案
第37号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市伊米ヶ崎デイサービスセンター）

議案
第26号 ◎

魚沼市営住宅条例の一部改正について
（市営大清水住宅を用途廃止することに伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第28号 ◎

魚沼市観光施設等条例の一部改正について
（福山峠緑のふるさと広場キャンプ場バンガロー新設に伴い、
所要の改正を行うもの）

議案
第59号 ◎和解及び損害賠償の額を定めることについて

議案
第56号 ◎

魚沼市医師等修学基金条例の一部改正について

（令和３年度中に基金が不足することから、基金の積立額の
増額を行うもの）

議案
第29号 ◎

魚沼市観光施設等条例の一部改正について

（大自然館ログハウスの用途廃止及び中峰スポーツ広場の利
用時間の見直しに伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第27号 ◎

魚沼市温泉施設等条例の一部改正について
（地域休養施設羽川荘及び農業体験実習館青雲館の用途廃止並びに
一部温泉施設の利用時間等の見直しに伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第25号 ◎

魚沼市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正について
（魚沼市景観審議会の設置に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第21号 ◎

魚沼市介護保険条例の一部改正について
（魚沼市第８期介護保険事業計画策定等に伴い、令和３年度か
ら令和５年度までの介護保険料の保険料率等の改正を行うもの）

そ

　
　
　の

　
　
　他

議案
第38号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市湯之谷デイサービスセンター）

議案
第39号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市小出老人福祉センター）

議案
第40号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市広神老人福祉センター）

議案
第45号 ◎指定管理者の指定について（上原コスモス園及び道光高原緑地公園）

議案
第46号 ◎指定管理者の指定について

（鏡ヶ池総合案内所、鏡ヶ池公園及び鷹待城址公園）

議案
第47号 ◎指定管理者の指定について（湯之谷交流センターユピオ）

議案
第48号 ◎指定管理者の指定について（神湯とふれあいの里）

議案
第49号 ◎指定管理者の指定について（自然活用総合管理施設深雪の里）

議案
第50号 ◎

指定管理者の指定について
（折立温泉運動広場及び湯之谷トレーニングセンター）

議案
第51号 ◎指定管理者の指定について（銀山平森林公園）

議案
第52号 ◎指定管理者の指定について（銀山平キャンプ場）

議案
第53号 ◎指定管理者の指定について（奥只見スロープカー）

議案
第54号 ◎指定管理者の指定について（越後ハーブ香園入広瀬）

議案
第55号 ◎

指定管理者の指定について

議案
第41号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市守門健康センター）

議案
第42号 ◎指定管理者の指定について（入広瀬自然活用センター）

議案
第43号 ◎指定管理者の指定について（月岡公園）

議案
第44号 ◎指定管理者の指定について（戸隠・渓流・歴史公園）

◎
同意
第１号

教育委員会委員の任命について人

　事 ◎
同意
第２号

教育委員会教育長の任命について

◎
発議
第１号

魚沼市議会委員会条例の一部改正について発

　議 ◎
発議
第２号

原発事故対策に関して魚沼市をＵＰＺ圏内の市町村と
同等の扱いとするよう諸計画の見直しを求める意見書

◎
請願
第４号

一部
採択

令和2年
須原スキー場及び市内スキー場の持続可能な運営につ
いて市長への提言を求める請願請

　
　
　願

◎
請願
第１号

原発事故対策に関して魚沼市をＵＰＺ圏内の市町村と
同等の扱いとするよう諸計画の見直しを求める請願

×
請願
第２号

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める」意
見書の採択を求める請願書

（薬師温泉センターゆ～パーク薬師、トレーニングセンター
「ヤッコム」、薬師テニスコート及び薬師運動広場）

議案
第22号 ◎

魚沼市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
（指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関
する基準の改正に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第24号 ◎

魚沼市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに
指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

（指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準の改正に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第23号 ◎

魚沼市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

（指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並
びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準の改正に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第14号 ◎

魚沼市地区集会施設条例の一部改正について
（地区集会施設を関係自治会に譲渡することに伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第16号 ◎

魚沼市新庁舎建設基金条例の廃止について
（新庁舎の建設が完了したため、当該条例を廃止するもの）

議案
第17号 ◎

魚沼市消防本部及び消防署設置条例の一部改正について
（魚沼市消防署上条出張所の名称変更に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第18号 ◎

魚沼市火災予防条例の一部改正について
（総務省令の改正による急速充電設備を設置する際の位置、構造
及び管理に関する基準の見直しに伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第20号 ◎

公益的法人等への魚沼市職員の派遣等に関する条例の一部改正について
（地域包括支援センターを運営する社会福祉法人魚沼福祉会
に職員を派遣するため、所要の改正を行うもの）

議案
第19号 ◎

魚沼市市民会館条例の一部改正について
（旧湯之谷庁舎の用途変更に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第15号 ◎

魚沼市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正について
（魚沼市学校運営協議会の設置に伴い、所要の改正を行うもの）

　令和３年第１回（２月）定例会が、２月24日から３月23日までの28日間の会期で開催されました。
　25日は、内田市長の所信表明があり５つの重点項目（①力強い地域経済の構築、②すそ野の広い観光振興、③郷土
愛の醸成、④安心して暮らせるまちづくりの推進、⑤感染症対策への取組）を揚げた予算案の提出がありました。
　３月９・10日には、18人の議員から市政全般にわたる一般質問が行われました。
　３月15日から４日間にわたり予算審査特別委員会による令和３年度予算の審査を行いました。３月23日の最終
日には、総額285億２千万円とする令和３年度一般会計予算など59議案を可決しました。
　市内スキー場の運営についての請願を一部採択とし、市長へ提言書を提出することとしました。
　原発事故対策に関して魚沼市をUPZ（半径５～30キロ圏内）と同等の扱いとするよう諸計画の見直しを求める
請願１件を採択し、委員会発議の意見書１件を可決、最低賃金の改善等を求める請願１件を不採択としました。また、
教育委員会教育長の任命については同意しました。
※議案の賛否の状況は２～３ページをご覧ください。

第1回定例会報告第1回定例会報告

第1回定例会補正予算第1回定例会補正予算
主　　な　　内　　容計

371億  640万円

補正額

16億 720万円

補正前の額

一般会計（第７号） 354億9,920万円

歳入：財源調整に伴う財政調整基金繰入金の減額など
歳出：湯之谷小学校第２体育館の雪庇落下による自動車破
　　　損事故の賠償金の追加、旧須原中学校寄宿舎跡地の油
　　　混り土の処理に関連する経費の全額減額など

370億6,765万5千円△3,874万5千円一般会計（第８号） 371億  640万円

療養給付費等の実績見込みに伴う所要額の追加及び財
源内訳の変更など32億6,710万円1億2,630万円国民健康保険特別会計（第２号） 31億4,080万円

33億6,330万円9,620万円国民健康保険特別会計（第３号） 32億6,710万円

各事業及び広域連合への負担金の実績見込みに伴う所
要額の減額及び財源内訳の変更８億5,740万円△1,300万円後期高齢者医療特別会計（第２号） ８億7,040万円

水の郷工業団地用地売払い実績、団地の管理及び造成工事
の実績見込みに伴う所要額の減額及び財源内訳の変更４億8,710万円△３億9,090万円工業団地造成事業特別会計（第１号） ８億7,800万円

歳入：保険給付費等交付金の実績見込みに伴う所要額の
　　　追加、コロナ対策関連の補助金増額とそれに伴う
　　　基金繰入金の減額など
歳出：療養給付費の追加及び高額療養費の減額など

歳入：国庫支出金、財産売払収入、財政調整基金繰入金の
　　　追加、市債の調整など
歳出：国の補正予算関連、市単独事業の前倒し関係の事
　　　業費、各事業の実績見込みに伴う所要額の調整及
　　　び財源内訳の変更など
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◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　−＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。
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議案賛否の状況

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認
第１回定例会議案等

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第１号 ◎令和2年度魚沼市一般会計補正予算（第7号）

議案
第２号 ◎令和2年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

議案
第３号 ◎令和2年度魚沼市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

議案
第４号 ◎令和2年度魚沼市工業団地造成事業特別会計補正予算（第1号）

議案
第５号 ○令和3年度魚沼市一般会計予算

議案
第６号 ○令和3年度魚沼市国民健康保険特別会計予算

議案
第７号 ○令和3年度魚沼市後期高齢者医療特別会計予算

議案
第８号 ○令和3年度魚沼市介護保険特別会計予算

議案
第９号 ◎令和3年度魚沼市工業団地造成事業特別会計予算

議案
第10号 ○令和3年度魚沼市病院事業会計予算

議案
第11号 ○令和3年度魚沼市ガス事業会計予算

議案
第12号 ○令和3年度魚沼市水道事業会計予算

議案
第13号 ○令和3年度魚沼市下水道事業会計予算

議案
第57号 ◎令和2年度魚沼市一般会計補正予算（第8号）

議案
第58号 ◎令和2年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

予

　
　
　
　
　
　
　算

条

　
　
　
　
　
　
　例

条

　
　
　
　
　
　
　例

そ

　
　
　の

　
　
　他

議案
第30号 ◎市有財産の処分について（三渕沢生活改善センター）

議案
第31号 ◎市有財産の処分について（西名農事集会所）

議案
第32号 ◎市有財産の貸付けについて（小出スキー場）

議案
第33号 ◎市有財産の貸付けについて（薬師スキー場）

議案
第34号 ◎市有財産の貸付けについて（須原スキー場）

議案
第35号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市障害者支援施設わかあゆ社）

議案
第36号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市小出ボランティアセンター）

議案
第37号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市伊米ヶ崎デイサービスセンター）

議案
第26号 ◎

魚沼市営住宅条例の一部改正について
（市営大清水住宅を用途廃止することに伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第28号 ◎

魚沼市観光施設等条例の一部改正について
（福山峠緑のふるさと広場キャンプ場バンガロー新設に伴い、
所要の改正を行うもの）

議案
第59号 ◎和解及び損害賠償の額を定めることについて

議案
第56号 ◎

魚沼市医師等修学基金条例の一部改正について

（令和３年度中に基金が不足することから、基金の積立額の
増額を行うもの）

議案
第29号 ◎

魚沼市観光施設等条例の一部改正について

（大自然館ログハウスの用途廃止及び中峰スポーツ広場の利
用時間の見直しに伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第27号 ◎

魚沼市温泉施設等条例の一部改正について
（地域休養施設羽川荘及び農業体験実習館青雲館の用途廃止並びに
一部温泉施設の利用時間等の見直しに伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第25号 ◎

魚沼市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正について
（魚沼市景観審議会の設置に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第21号 ◎

魚沼市介護保険条例の一部改正について
（魚沼市第８期介護保険事業計画策定等に伴い、令和３年度か
ら令和５年度までの介護保険料の保険料率等の改正を行うもの）

そ

　
　
　の

　
　
　他

議案
第38号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市湯之谷デイサービスセンター）

議案
第39号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市小出老人福祉センター）

議案
第40号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市広神老人福祉センター）

議案
第45号 ◎指定管理者の指定について（上原コスモス園及び道光高原緑地公園）

議案
第46号 ◎指定管理者の指定について

（鏡ヶ池総合案内所、鏡ヶ池公園及び鷹待城址公園）

議案
第47号 ◎指定管理者の指定について（湯之谷交流センターユピオ）

議案
第48号 ◎指定管理者の指定について（神湯とふれあいの里）

議案
第49号 ◎指定管理者の指定について（自然活用総合管理施設深雪の里）

議案
第50号 ◎

指定管理者の指定について
（折立温泉運動広場及び湯之谷トレーニングセンター）

議案
第51号 ◎指定管理者の指定について（銀山平森林公園）

議案
第52号 ◎指定管理者の指定について（銀山平キャンプ場）

議案
第53号 ◎指定管理者の指定について（奥只見スロープカー）

議案
第54号 ◎指定管理者の指定について（越後ハーブ香園入広瀬）

議案
第55号 ◎

指定管理者の指定について

議案
第41号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市守門健康センター）

議案
第42号 ◎指定管理者の指定について（入広瀬自然活用センター）

議案
第43号 ◎指定管理者の指定について（月岡公園）

議案
第44号 ◎指定管理者の指定について（戸隠・渓流・歴史公園）

◎
同意
第１号

教育委員会委員の任命について人

　事 ◎
同意
第２号

教育委員会教育長の任命について

◎
発議
第１号

魚沼市議会委員会条例の一部改正について発

　議 ◎
発議
第２号

原発事故対策に関して魚沼市をＵＰＺ圏内の市町村と
同等の扱いとするよう諸計画の見直しを求める意見書

◎
請願
第４号

一部
採択

令和2年
須原スキー場及び市内スキー場の持続可能な運営につ
いて市長への提言を求める請願請

　
　
　願

◎
請願
第１号

原発事故対策に関して魚沼市をＵＰＺ圏内の市町村と
同等の扱いとするよう諸計画の見直しを求める請願

×
請願
第２号

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める」意
見書の採択を求める請願書

（薬師温泉センターゆ～パーク薬師、トレーニングセンター
「ヤッコム」、薬師テニスコート及び薬師運動広場）

議案
第22号 ◎

魚沼市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
（指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関
する基準の改正に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第24号 ◎

魚沼市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに
指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

（指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準の改正に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第23号 ◎

魚沼市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

（指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並
びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準の改正に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第14号 ◎

魚沼市地区集会施設条例の一部改正について
（地区集会施設を関係自治会に譲渡することに伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第16号 ◎

魚沼市新庁舎建設基金条例の廃止について
（新庁舎の建設が完了したため、当該条例を廃止するもの）

議案
第17号 ◎

魚沼市消防本部及び消防署設置条例の一部改正について
（魚沼市消防署上条出張所の名称変更に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第18号 ◎

魚沼市火災予防条例の一部改正について
（総務省令の改正による急速充電設備を設置する際の位置、構造
及び管理に関する基準の見直しに伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第20号 ◎

公益的法人等への魚沼市職員の派遣等に関する条例の一部改正について
（地域包括支援センターを運営する社会福祉法人魚沼福祉会
に職員を派遣するため、所要の改正を行うもの）

議案
第19号 ◎

魚沼市市民会館条例の一部改正について
（旧湯之谷庁舎の用途変更に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第15号 ◎

魚沼市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正について
（魚沼市学校運営協議会の設置に伴い、所要の改正を行うもの）

　令和３年第１回（２月）定例会が、２月24日から３月23日までの28日間の会期で開催されました。
　25日は、内田市長の所信表明があり５つの重点項目（①力強い地域経済の構築、②すそ野の広い観光振興、③郷土
愛の醸成、④安心して暮らせるまちづくりの推進、⑤感染症対策への取組）を揚げた予算案の提出がありました。
　３月９・10日には、18人の議員から市政全般にわたる一般質問が行われました。
　３月15日から４日間にわたり予算審査特別委員会による令和３年度予算の審査を行いました。３月23日の最終
日には、総額285億２千万円とする令和３年度一般会計予算など59議案を可決しました。
　市内スキー場の運営についての請願を一部採択とし、市長へ提言書を提出することとしました。
　原発事故対策に関して魚沼市をUPZ（半径５～30キロ圏内）と同等の扱いとするよう諸計画の見直しを求める
請願１件を採択し、委員会発議の意見書１件を可決、最低賃金の改善等を求める請願１件を不採択としました。また、
教育委員会教育長の任命については同意しました。
※議案の賛否の状況は２～３ページをご覧ください。

第1回定例会報告第1回定例会報告

第1回定例会補正予算第1回定例会補正予算
主　　な　　内　　容計

371億  640万円

補正額

16億 720万円

補正前の額

一般会計（第７号） 354億9,920万円

歳入：財源調整に伴う財政調整基金繰入金の減額など
歳出：湯之谷小学校第２体育館の雪庇落下による自動車破
　　　損事故の賠償金の追加、旧須原中学校寄宿舎跡地の油
　　　混り土の処理に関連する経費の全額減額など

370億6,765万5千円△3,874万5千円一般会計（第８号） 371億  640万円

療養給付費等の実績見込みに伴う所要額の追加及び財
源内訳の変更など32億6,710万円1億2,630万円国民健康保険特別会計（第２号） 31億4,080万円

33億6,330万円9,620万円国民健康保険特別会計（第３号） 32億6,710万円

各事業及び広域連合への負担金の実績見込みに伴う所
要額の減額及び財源内訳の変更８億5,740万円△1,300万円後期高齢者医療特別会計（第２号） ８億7,040万円

水の郷工業団地用地売払い実績、団地の管理及び造成工事
の実績見込みに伴う所要額の減額及び財源内訳の変更４億8,710万円△３億9,090万円工業団地造成事業特別会計（第１号） ８億7,800万円

歳入：保険給付費等交付金の実績見込みに伴う所要額の
　　　追加、コロナ対策関連の補助金増額とそれに伴う
　　　基金繰入金の減額など
歳出：療養給付費の追加及び高額療養費の減額など

歳入：国庫支出金、財産売払収入、財政調整基金繰入金の
　　　追加、市債の調整など
歳出：国の補正予算関連、市単独事業の前倒し関係の事
　　　業費、各事業の実績見込みに伴う所要額の調整及
　　　び財源内訳の変更など
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新年度予算を審査新年度予算を審査新年度予算を審査
税金の使い道が決まりました税金の使い道が決まりました税金の使い道が決まりました

予算総額 468億3700万円はどう使われるのか。予算総額 468億3,700万円はどう使われるのか。

令和３年度予算を

チェック！

令和３年度予算を

チェック！

　３
月
定
例
会
が
２
月
24
日
か

ら
３
月
23
日
ま
で
、
28
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　定
例
会
２
日
目
に
は
、
内
田

市
長
が
施
政
方
針
を
表
明
し
、

市
政
運
営
に
あ
た
り
、
基
本
と

な
る
５
つ
の
方
針
を
掲
げ
、
関

連
す
る
取
組
に
つ
い
て
重
点
的

に
予
算
措
置
を
行
っ
た
と
し

て
、令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
な
ど
９
会
計
に
お
け

る
予
算
案
を
議
会
に
提
案
し
ま

し
た
。

　提
案
を
受
け
、
議
会
は
「
令

和
３
年
度
会
計
予
算
審
査
特
別

委
員
会
（
議
長
を
除
く
全
議
員

で
構
成
、
森
山
英
敏
委
員
長
）」

を
設
置
し
、
３
月
15
日
〜
18
日

の
４
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　本
会
議
最
終
日
に
は
、
森
山

委
員
長
が
審
査
報
告
を
し
た

後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
９
会
計

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
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グ
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、
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由
の
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明
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委
員
会
を
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委
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長
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山

　英
敏

副
委
員
長

　富
永
三
千
敏

予
算
審
査
特
別
委
員
会

※

質
疑
内
容
は
６
〜
８
ペ
ー
ジ
を

　ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
年
度
予
算
案
を
可
決

※

賛
否
状
況
に
つ
い
て
は
２
〜
３
ペ
ー

　ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3/23 3/15〜18 2/25 2/24 2 月 11 月〜１月 10 月上旬

議会で予算案に関する審査・採決 市が予算案をつくる

　一般会計は、前年度比６億7,000万円、率にし

て2.4％増額となりました。

　特別会計の予算総額は前年度比5.6％減、企業

会計の予算総額は前年度比1.7％増となり、魚沼

市全体の予算総額は、前年度比0.5％増の468億

3,700万円です。

令和３年度当初予算 一般会計前年度比2.4％増額令和３年度当初予算 一般会計前年度比2.4％増額

令和３年度予算の概況令和３年度予算の概況

　令和３年度予算書、予算編成方
針等は、市ホームページで公開し
ています。
　スマートフォン、タブレット端
末をご利用の方は、専用アプリで
ＱＲコードを読み取ってください。

一般会計歳出
（性質別）

一般会計歳出
（性質別）

一般会計歳入
（財源別）

一般会計歳入
（財源別）

一般会計

国民健康保険

特
別
会
計

企
業
会
計

事業勘定

直営診療所施設勘定

31億9,400万円

1億4,200万円

8億5,900万円

50億4,400万円

3億9,700万円

16億3,200万円

16億5,800万円

15億5,300万円

38億3,800万円

183億1,700万円特別会計・企業会計　計

下水道事業

86億8,100万円計

水道事業

ガス事業

病院事業

工業団地造成事業

96億3,600万円計

介護保険

後期高齢者医療

285億2,000万円

予算総額 468億3,700万円

①人件費 17.3％

②物件費 16.4％

③維持

　補修費

　8.9％
④扶助費

　8.4％

⑤補助費等

　13.4％

⑥普通建設事業費

　　8.7％

⑦災害復旧費

　0.1％

⑧公債費 12.0％

⑨その他

　(積立金・

　繰出金等)

　14.8％

自

依

存

財

源

※1

※1 市が自ら徴収する収入
※2 国や県から来るお金、借入

※2
源

主

財

︵
３
６
・
０
％
︶

市税 13.2％
分担金

及び負担金

0.3％

使用料

及び手数料

1.5％

その他

（寄附金・

繰入金等）

21.0％

地方交付税 38.6％

国・県支出金

13.4％

市債

7.7％

その他

（地方譲与税等）

4.3％

（64.0％）

※企業会計の予算総額は収益的支出及び資本的支出の合計額です。

5つの
重点方針
5つの
重点方針
5つの
重点方針

　地域経済の活性化や、住み

やすい地域づくりを推進する

ための方針として、５つの項

目に、重点的に予算措置がさ

れました。

　各方針からピックアップし

た事業をご紹介します。

　地域経済の活性化や、住み

やすい地域づくりを推進する

ための方針として、５つの項

目に、重点的に予算措置がさ

れました。

　各方針からピックアップし

た事業をご紹介します。

　地域経済の活性化や、住み

やすい地域づくりを推進する

ための方針として、５つの項

目に、重点的に予算措置がさ

れました。

　各方針からピックアップし

た事業をご紹介します。

令和3年度

　コシヒカリの価格の維持と品
質向上へとつなげるため、事業
拡充を行います。

　市内企業への人材確保の促進
を図るため、Ｕ・Ｉターン者の奨
学金返済支援を新設します。

力
強
い
地
域
経
済
の
構
築

１１１生産調整対策事業生産調整対策事業

7,444万3,000円

雇用対策事業雇用対策事業
6,910万円

２２２
　ワーケーションの導入の可能
性について、調査分析を実施し
ます。

　都市部の学校の受入に向けた
調整、また、新規受入れの誘致活
動を行います。

す
そ
野
の
広
い
観
光
振
興

誘客宣伝事業誘客宣伝事業

7,510万7,000円

体験型観光推進事業体験型観光推進事業
2,864万5,000円

　自主防災組織への支援を行い、
自助・共助の防災意識の醸成と地
区防災力の向上を図ります。

　高齢者世帯の熱中症対策とし
て、エアコン購入費助成制度を
新設します。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

４４４防災対策事業防災対策事業

2,445万2,000円

社会福祉管理事業社会福祉管理事業
4,347万7,000円

　小学５年生を対象に、１泊２
日で尾瀬の自然体験を通じた環
境学習を行います。

　国際交流等を通じ、グローバル
な視点・経験をもって地域の活性
化に貢献する地域人材育成を図
ります。中学生の英語検定受験料
に対して補助制度を新設します。

郷
土
愛
の
醸
成

３３３自然環境学習推進事業自然環境学習推進事業

628万9,000円

　新型コロナウイルスワクチン
の集団接種の体制整備を行い、早
期に接種できるよう準備します。

　家計への負担軽減と地域経済
の活性化を図るため、プレミア
ム付き商品券を販売します。

※写真は令和２年度に発行した商品券

感
染
症
対
策
へ
の
取
組

５５５予防接種事業予防接種事業

3億7,808万7,000円

緊急経済対策事業緊急経済対策事業

4億1,150万円

グローカル人材育成事業グローカル人材育成事業
2,896万3,000円
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６
〜
８
ペ
ー
ジ
を

　ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
年
度
予
算
案
を
可
決

※

賛
否
状
況
に
つ
い
て
は
２
〜
３
ペ
ー

　ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3/23 3/15〜18 2/25 2/24 2 月 11 月〜１月 10 月上旬

議会で予算案に関する審査・採決 市が予算案をつくる

　一般会計は、前年度比６億7,000万円、率にし

て2.4％増額となりました。

　特別会計の予算総額は前年度比5.6％減、企業

会計の予算総額は前年度比1.7％増となり、魚沼

市全体の予算総額は、前年度比0.5％増の468億

3,700万円です。

令和３年度当初予算 一般会計前年度比2.4％増額令和３年度当初予算 一般会計前年度比2.4％増額

令和３年度予算の概況令和３年度予算の概況

　令和３年度予算書、予算編成方
針等は、市ホームページで公開し
ています。
　スマートフォン、タブレット端
末をご利用の方は、専用アプリで
ＱＲコードを読み取ってください。

一般会計歳出
（性質別）

一般会計歳出
（性質別）

一般会計歳入
（財源別）

一般会計歳入
（財源別）

一般会計

国民健康保険

特
別
会
計

企
業
会
計

事業勘定

直営診療所施設勘定

31億9,400万円

1億4,200万円

8億5,900万円

50億4,400万円

3億9,700万円

16億3,200万円

16億5,800万円

15億5,300万円

38億3,800万円

183億1,700万円特別会計・企業会計　計

下水道事業

86億8,100万円計

水道事業

ガス事業

病院事業

工業団地造成事業

96億3,600万円計

介護保険

後期高齢者医療

285億2,000万円

予算総額 468億3,700万円

①人件費 17.3％

②物件費 16.4％

③維持

　補修費

　8.9％
④扶助費

　8.4％

⑤補助費等

　13.4％

⑥普通建設事業費

　　8.7％

⑦災害復旧費

　0.1％

⑧公債費 12.0％

⑨その他

　(積立金・

　繰出金等)

　14.8％

自

依

存

財

源

※1

※1 市が自ら徴収する収入
※2 国や県から来るお金、借入

※2
源

主

財

︵
３
６
・
０
％
︶

市税 13.2％
分担金

及び負担金

0.3％

使用料

及び手数料

1.5％

その他

（寄附金・

繰入金等）

21.0％

地方交付税 38.6％

国・県支出金

13.4％

市債

7.7％

その他

（地方譲与税等）

4.3％

（64.0％）

※企業会計の予算総額は収益的支出及び資本的支出の合計額です。

5つの
重点方針
5つの
重点方針
5つの
重点方針

　地域経済の活性化や、住み

やすい地域づくりを推進する

ための方針として、５つの項

目に、重点的に予算措置がさ

れました。

　各方針からピックアップし

た事業をご紹介します。

　地域経済の活性化や、住み

やすい地域づくりを推進する

ための方針として、５つの項

目に、重点的に予算措置がさ

れました。

　各方針からピックアップし

た事業をご紹介します。

　地域経済の活性化や、住み

やすい地域づくりを推進する

ための方針として、５つの項

目に、重点的に予算措置がさ

れました。

　各方針からピックアップし

た事業をご紹介します。

令和3年度

　コシヒカリの価格の維持と品
質向上へとつなげるため、事業
拡充を行います。

　市内企業への人材確保の促進
を図るため、Ｕ・Ｉターン者の奨
学金返済支援を新設します。

力
強
い
地
域
経
済
の
構
築

１１１生産調整対策事業生産調整対策事業

7,444万3,000円

雇用対策事業雇用対策事業
6,910万円

２２２
　ワーケーションの導入の可能
性について、調査分析を実施し
ます。

　都市部の学校の受入に向けた
調整、また、新規受入れの誘致活
動を行います。

す
そ
野
の
広
い
観
光
振
興

誘客宣伝事業誘客宣伝事業

7,510万7,000円

体験型観光推進事業体験型観光推進事業
2,864万5,000円

　自主防災組織への支援を行い、
自助・共助の防災意識の醸成と地
区防災力の向上を図ります。

　高齢者世帯の熱中症対策とし
て、エアコン購入費助成制度を
新設します。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

４４４防災対策事業防災対策事業

2,445万2,000円

社会福祉管理事業社会福祉管理事業
4,347万7,000円

　小学５年生を対象に、１泊２
日で尾瀬の自然体験を通じた環
境学習を行います。

　国際交流等を通じ、グローバル
な視点・経験をもって地域の活性
化に貢献する地域人材育成を図
ります。中学生の英語検定受験料
に対して補助制度を新設します。

郷
土
愛
の
醸
成

３３３自然環境学習推進事業自然環境学習推進事業

628万9,000円

　新型コロナウイルスワクチン
の集団接種の体制整備を行い、早
期に接種できるよう準備します。

　家計への負担軽減と地域経済
の活性化を図るため、プレミア
ム付き商品券を販売します。

※写真は令和２年度に発行した商品券

感
染
症
対
策
へ
の
取
組

５５５予防接種事業予防接種事業

3億7,808万7,000円

緊急経済対策事業緊急経済対策事業

4億1,150万円

グローカル人材育成事業グローカル人材育成事業
2,896万3,000円
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確
保
す
る
こ
と
も
重
要
な
の
で
色
々
と
検

討
し
た
い
。

　
　
　
　今
年
度
は
、
ど
の
地
域
に
何
人

　
　
　受
け
入
れ
る
予
定
な
の
か
。

　
　
　
　須
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、

　
　
　横
根
、
福
山
新
田
地
区
で
各
１
人

継
続
受
入
れ
を
予
定
、
下
折
立
、
大
湯
温

泉
地
区
か
ら
各
１
人
の
受
入
れ
要
望
が
あ

り
、
募
集
を
開
始
し
て
い
る
。

　
　
　
　Ｊ
Ｒ
小
出
駅
前
の
送
迎
時
間
帯

　
　
　の
車
の
混
雑
は
深
刻
だ
。
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　令
和
２
年
度
に
送
迎
車
駐
車
ス

　
　
　ペ
ー
ス
を
整
備
し
た
。
今
後
効
果

を
検
証
し
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　防
犯
カ
メ
ラ
の
追
加
設
置
箇
所
は
。

　
　
　
　市
内
の
小
学
校
区
ご
と
に
１
カ

　
　
　所
ず
つ
、
計
９
カ
所
の
設
置
を
予
定
。

　
　
　
　小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　の
昇
降
機
取
り
換
え
修
繕
を
す
る

よ
う
だ
が
、
車
椅
子
１
台
が
乗
れ
る
程
度

の
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
で
も
よ

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
検
討
は
し
た

　
　
　が
、
工
事
費
が
多
額
の
た
め
、
昇

降
機
修
繕
と
し
た
。
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
、
再
検
討
し

た
い
。

　
　
　
　民
生
児
童
委
員
の
後
任
選
び
を

　
　
　任
さ
れ
た
自
治
会
役
員
は
人
選
に

苦
慮
し
て
い
る
。
市
は
対
策
を
検
討
し
て

い
る
か
。

　
　
　
　後
任
に
お
願
い
す
る
方
を
訪
問

　
　
　す
る
際
に
は
、
市
職
員
も
同
行
す

る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　
　介
護
人
材
確
保
の
困
難
さ
は
年

　
　
　々
深
刻
度
を
増
し
て
い
る
。
新
年

度
の
支
援
事
業
は
何
か
。

　
　
　
　外
国
人
人
材
導
入
を
検
討
す
る

　
　
　と
と
も
に
、
外
国
人
従
業
者
社
宅

整
備
、
介
護
人
材
確
保
の
た
め
に
奨
学
金

返
済
支
援
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　診
療
所
新
規
開
業
支
援
事
業
補

　
　
　助
金
２
，
１
２
０
万
円
は
、
何
件

の
開
業
を
見
込
ん
だ
金
額
か
。
ま
た
、
補

助
の
条
件
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　１
件
の
開
業
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　市
内
に
新
規
開
業
、
10
年
以
上
の

継
続
開
業
、
市
が
実
施
す
る
保
健
福
祉
事

業
に
積
極
的
に
協
力
で
き
る
者
、
小
千
谷

市
魚
沼
市
医
師
会
加
入
等
が
条
件
で
あ
る
。

　
　
　
　コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
順
位
に

　
　
　明
記
さ
れ
て
い
な
い
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
生
活
必
須
職
従
事
者
）

の
接
種
順
位
を
考
慮
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　国
の
指
針
に
準
じ
な
が
ら
、
接

　
　
　種
を
進
め
る
。

　
　
　
　急
激
に
増
え
て
い
る
イ
ノ
シ
シ

　
　
　へ
の
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。
他
市
で
は
、
今
夏
に
個
体
数
減
少
策

を
打
ち
立
て
多
額
の
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。
魚
沼
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
へ

　
　
　の
補
助
金
を
大
幅
に
増
額
し
、
対

策
を
進
め
る
。

　
　
　
　令
和
２
年
度
に
本
町
イ
ベ
ン
ト

　
　
　広
場
を
駐
車
場
に
整
備
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　商
店
街
買
い
物
客
の
利
用
や
、

　
　
　イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し
て
整
備
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
等

の
駐
車
場
と
し
て
も
大
い
に
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　
　事
業
費
の
内
容
は
何
か
。

　
　
　
　中
小
事
業
者
経
営
継
続
支
援
事

　
　
　業
補
助
金
に
１
億
２
，
４
０
０
万

円
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
事
業
者
負
担
軽
減

助
成
金
に
50
万
円
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
事
業
に
２
億
８
，
７
０
０
万
円
の
内

訳
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　大
人
の
体
験
型
観
光
を
担
っ
て

　
　
　い
た
中
越
大
震
災
復
興
基
金
事
業

に
代
わ
る
事
業
を
ど
う
進
め
る
か
。

　
　
　
　地
域
づ
く
り
振
興
公
社
及
び
観

　
　
　光
協
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
実

施
す
る
。

　
　
　
　指
定
管
理
制
度
へ
の
移
行
時
期

　
　
　は
い
つ
か
。

　
　
　
　令
和
４
年
度
以
降
を
予
定
し
て

　
　
　い
る
。

　
　
　
　近
年
団
体
運
営
補
助
金
が
増
え

　
　
　続
け
て
い
る
。
可
能
な
限
り
事
業

費
補
助
金
に
移
行
で
き
る
よ
う
関
係
団
体

と
の
協
議
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
協
議
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　協
議
が
停
滞
し
て
い
る
中
で
は

　
　
　あ
る
が
、
今
後
も
可
能
な
限
り
事

業
費
補
助
金
へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
交
付
団
体
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明
に

努
め
る
。

　
　
　
　外
部
監
査
制
度
を
導
入
す
る
考

　
　
　え
は
な
い
か
。

　
　
　
　必
要
に
応
じ
て
監
査
専
門
員
の

　
　
　監
査
を
実
施
し
て
い
る
。
外
部
監

査
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　
　当
市
の
財
政
調
整
基
金
は
他
市

　
　
　よ
り
高
額
に
積
み
上
が
っ
て
い

る
。
臨
時
財
政
対
策
債
は
借
り
な
く
て
も

後
年
１
０
０
％
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。
余

剰
金
を
臨
時
財
政
対
策
債
の
繰
上
げ
償
還

に
す
る
こ
と
で
長
期
的
に
政
策
的
予
算
の

確
保
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　財
政
調
整
基
金
の
積
立
残
高
と

　
　
　臨
時
財
政
対
策
債
の
繰
上
げ
償
還

の
考
え
方
は
今
後
の
検
討
と
し
た
い
。

　
　
　
　行
政
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託
の

　
　
　目
的
は
何
だ
と
考
え
る
か
。ま
た
、

業
務
委
託
や
指
定
管
理
の
民
間
委
託
の

際
、
費
用
の
算
定
に
あ
た
り
人
件
費
等
の

方
針
は
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
以
上
の

条
件
を
つ
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　目
的
は
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

　
　
　か
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

行
政
事
務
の
効
率
化
に
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
指
定
管
理
制
度
を
業
務
委
託
す
る

際
の
人
件
費
に
対
し
て
は
直
営
で
の
職
員

数
及
び
当
時
の
臨
時
職
員
の
待
遇
で
算
定

し
て
い
る
。
業
務
委
託
は
、
民
間
の
事
業

者
に
は
労
働
条
件
等
も
法
令
遵
守
は
求
め

て
い
る
が
そ
れ
以
上
の
条
件
は
つ
け
て
い

な
い
の
で
、今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　市
長
は
堀
之
内
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　の
場
所
に
、
介
護
施
設
を
つ
く
る

と
訴
え
て
い
た
が
、
そ
の
た
め
の
準
備
を

す
る
予
算
編
成
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
予

算
は
な
く
て
も
協
議
の
場
を
令
和
３
年
度

中
に
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
協
議

を
始
め
る
か
。

　
　
　
　そ
の
た
め
の
予
算
は
計
上
し
て

　
　
　い
な
い
。
令
和
３
年
度
中
に
協
議

は
始
め
た
い
。

　
　
　
　温
泉
使
用
料
は
、
温
泉
維
持
管

　
　
　理
に
必
要
な
経
費
を
反
映
し
た
使

用
料
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　か
か
っ
た
経
費
で
は
な
く
、
条

　
　
　例
で
定
め
た
使
用
料
を
徴
収
し
て

い
る
。

　
　
　
　除
雪
車
の
売
払
予
定
価
格
と
実

　
　
　勢
価
格
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
。

市
場
価
格
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　車
両
の
状
態
に
よ
り
価
格
が
大

　
　
　き
く
上
下
す
る
た
め
、
市
場
価
格

を
求
め
る
の
は
難
し
い
。
過
去
の
事
例
を

参
考
に
今
後
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　債
権
と
し
て
確
立
し
て
お
ら
ず
、

　
　
　予
算
に
計
上
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　さ
ら
な
る
精
査
を
行
う
必
要
が

　
　
　あ
り
、
行
政
事
務
継
続
の
必
要
か

ら
計
上
し
た
。

　
　
　
　最
高
裁
判
決
は
、
全
て
市
が
勝

　
　
　訴
し
て
い
る
。
瑕
疵
担
保
請
求
権

の
有
無
が
、
判
決
理
由
に
示
さ
れ
て
い
る

事
件
は
あ
る
か
。

　
　
　
　有
無
を
明
確
に
し
た
事
件
は
な
い
。

　
　
　
　裁
判
所
の
判
決
を
覆
す
対
応
は

　
　
　で
き
な
い
。
市
が
債
権
と
し
て
計

上
し
て
い
る
こ
と
に
違
法
性
は
な
い
。
市

長
は
、
行
政
の
継
続
性
を
理
由
に
来
年
度

予
算
に
計
上
し
た
と
し
て
い
る
が
、
結
論

を
出
す
時
期
と
し
て
は
決
算
議
会
前
で
あ

る
と
考
え
て
良
い
の
か
。

　
　
　そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　有
機
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
販
売
価

　
　
　格
が
以
前
に
比
べ
下
が
っ
て
い
る

が
、
原
因
は
何
か
。

　
　
　
　大
口
の
販
売
先
が
減
少
し
て
い

　
　
　る
た
め
で
あ
る
。
今
後
、Ｊ
Ａ
北

魚
沼
と
協
力
し
、
農
業
法
人
な
ど
販
売
先

確
保
に
努
め
る
。

　
　
　
　旧
須
原
中
学
寄
宿
舎
跡
地
の
油

　
　
　汚
染
問
題
に
対
し
て
、
市
が
適
切

な
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
工
事
が

大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。
市
に
対
し
違
約
金

請
求
が
発
生
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

　
　
　
　違
約
金
で
は
な
い
が
、
市
有
地

　
　
　で
あ
り
、
現
在
、
先
方
と
協
議
中

で
あ
る
。

　
　
　
　運
転
免
許
証
の
返
納
者
に
、
公

　
　
　共
交
通
で
使
え
る
タ
ク
シ
ー
券
な

ど
を
継
続
的
に
支
援
し
て
い
く
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　
　公
共
交
通
の
利
用
促
進
が
重
要

　
　
　と
考
え
て
い
る
が
、
生
活
の
足
を

総  

括

問問問問 問

問問問問問問 問

答 答答答答

答答答答答答

問問問問 問問 問 答答答答答 答答答

問問問問問問 問 答答答答答答

答

歳  

入

観
光
施
設
使
用
料5

，1
8
8
万
３
千
円

民
生
委
員
活
動
事
業

１
，４
８
１
万
円

介
護
人
材
確
保
支
援
事
業

３
９
８
万
２
千
円

物
品
売
払
収
入

１
０
４
万
１
千
円

斎
場
建
設
瑕
疵
担
保
請
求
︵
滞
納
繰
越
分
︶

２
，7
0
9
万
１
千
円

歳  

出

総

　務

　費

財
産
管
理
事
業１

億
４
３
４
万
５
千
円

民

　生

　費

社
会
福
祉
管
理
事
業

４
，３
４
７
万
７
千
円

衛

　生

　費

地
域
医
療
対
策
事
業

２
，１
７
９
万
５
千
円

農
林
水
産
業
費

農
政
管
理
事
業

８
２
９
万
７
千
円

農
林
水
産
業
費
雑
入

２
，４
７
８
万
４
千
円

予
防
接
種
事
業

３
億
７
，８
０
８
万
７
千
円

一

般

会

計

予
算
審
査

　特
別
委
員
会

予
算
審
査

　特
別
委
員
会

予
算
審
査

　特
別
委
員
会

質
疑
質
疑
質
疑

各
議
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
行
っ
た
質
疑
を

抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

森山英敏委員長
予算審査特別委員会

公
共
交
通
総
合
連
携
事
業

１
億
１
，５
３
６
万
６
千
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
受
入
事
業

３
，２
０
０
万
９
千
円

交
通
安
全
対
策
事
業

１
，６
１
７
万
３
千
円

防
犯
対
策
事
業

４
０
４
万
円

商

　工

　費

商
工
業
施
設
管
理
運
営
事
業

２
８
２
万
８
千
円

緊
急
経
済
対
策
事
業

４
億
１
，１
５
０
万
円

体
験
型
観
光
推
進
事
業

２
，８
６
４
万
５
千
円

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
こ
ま
み
管
理
運
営
事
業

６
，８
２
４
万
７
千
円
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確
保
す
る
こ
と
も
重
要
な
の
で
色
々
と
検

討
し
た
い
。

　
　
　
　今
年
度
は
、
ど
の
地
域
に
何
人

　
　
　受
け
入
れ
る
予
定
な
の
か
。

　
　
　
　須
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、

　
　
　横
根
、
福
山
新
田
地
区
で
各
１
人

継
続
受
入
れ
を
予
定
、
下
折
立
、
大
湯
温

泉
地
区
か
ら
各
１
人
の
受
入
れ
要
望
が
あ

り
、
募
集
を
開
始
し
て
い
る
。

　
　
　
　Ｊ
Ｒ
小
出
駅
前
の
送
迎
時
間
帯

　
　
　の
車
の
混
雑
は
深
刻
だ
。
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　令
和
２
年
度
に
送
迎
車
駐
車
ス

　
　
　ペ
ー
ス
を
整
備
し
た
。
今
後
効
果

を
検
証
し
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　防
犯
カ
メ
ラ
の
追
加
設
置
箇
所
は
。

　
　
　
　市
内
の
小
学
校
区
ご
と
に
１
カ

　
　
　所
ず
つ
、
計
９
カ
所
の
設
置
を
予
定
。

　
　
　
　小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　の
昇
降
機
取
り
換
え
修
繕
を
す
る

よ
う
だ
が
、
車
椅
子
１
台
が
乗
れ
る
程
度

の
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
で
も
よ

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
検
討
は
し
た

　
　
　が
、
工
事
費
が
多
額
の
た
め
、
昇

降
機
修
繕
と
し
た
。
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
、
再
検
討
し

た
い
。

　
　
　
　民
生
児
童
委
員
の
後
任
選
び
を

　
　
　任
さ
れ
た
自
治
会
役
員
は
人
選
に

苦
慮
し
て
い
る
。
市
は
対
策
を
検
討
し
て

い
る
か
。

　
　
　
　後
任
に
お
願
い
す
る
方
を
訪
問

　
　
　す
る
際
に
は
、
市
職
員
も
同
行
す

る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　
　介
護
人
材
確
保
の
困
難
さ
は
年

　
　
　々
深
刻
度
を
増
し
て
い
る
。
新
年

度
の
支
援
事
業
は
何
か
。

　
　
　
　外
国
人
人
材
導
入
を
検
討
す
る

　
　
　と
と
も
に
、
外
国
人
従
業
者
社
宅

整
備
、
介
護
人
材
確
保
の
た
め
に
奨
学
金

返
済
支
援
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　診
療
所
新
規
開
業
支
援
事
業
補

　
　
　助
金
２
，
１
２
０
万
円
は
、
何
件

の
開
業
を
見
込
ん
だ
金
額
か
。
ま
た
、
補

助
の
条
件
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　１
件
の
開
業
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　市
内
に
新
規
開
業
、
10
年
以
上
の

継
続
開
業
、
市
が
実
施
す
る
保
健
福
祉
事

業
に
積
極
的
に
協
力
で
き
る
者
、
小
千
谷

市
魚
沼
市
医
師
会
加
入
等
が
条
件
で
あ
る
。

　
　
　
　コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
順
位
に

　
　
　明
記
さ
れ
て
い
な
い
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
生
活
必
須
職
従
事
者
）

の
接
種
順
位
を
考
慮
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　国
の
指
針
に
準
じ
な
が
ら
、
接

　
　
　種
を
進
め
る
。

　
　
　
　急
激
に
増
え
て
い
る
イ
ノ
シ
シ

　
　
　へ
の
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。
他
市
で
は
、
今
夏
に
個
体
数
減
少
策

を
打
ち
立
て
多
額
の
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。
魚
沼
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
へ

　
　
　の
補
助
金
を
大
幅
に
増
額
し
、
対

策
を
進
め
る
。

　
　
　
　令
和
２
年
度
に
本
町
イ
ベ
ン
ト

　
　
　広
場
を
駐
車
場
に
整
備
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　商
店
街
買
い
物
客
の
利
用
や
、

　
　
　イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し
て
整
備
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
等

の
駐
車
場
と
し
て
も
大
い
に
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　
　事
業
費
の
内
容
は
何
か
。

　
　
　
　中
小
事
業
者
経
営
継
続
支
援
事

　
　
　業
補
助
金
に
１
億
２
，
４
０
０
万

円
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
事
業
者
負
担
軽
減

助
成
金
に
50
万
円
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
事
業
に
２
億
８
，
７
０
０
万
円
の
内

訳
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　大
人
の
体
験
型
観
光
を
担
っ
て

　
　
　い
た
中
越
大
震
災
復
興
基
金
事
業

に
代
わ
る
事
業
を
ど
う
進
め
る
か
。

　
　
　
　地
域
づ
く
り
振
興
公
社
及
び
観

　
　
　光
協
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
実

施
す
る
。

　
　
　
　指
定
管
理
制
度
へ
の
移
行
時
期

　
　
　は
い
つ
か
。

　
　
　
　令
和
４
年
度
以
降
を
予
定
し
て

　
　
　い
る
。

　
　
　
　近
年
団
体
運
営
補
助
金
が
増
え

　
　
　続
け
て
い
る
。
可
能
な
限
り
事
業

費
補
助
金
に
移
行
で
き
る
よ
う
関
係
団
体

と
の
協
議
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
協
議
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　協
議
が
停
滞
し
て
い
る
中
で
は

　
　
　あ
る
が
、
今
後
も
可
能
な
限
り
事

業
費
補
助
金
へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
交
付
団
体
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明
に

努
め
る
。

　
　
　
　外
部
監
査
制
度
を
導
入
す
る
考

　
　
　え
は
な
い
か
。

　
　
　
　必
要
に
応
じ
て
監
査
専
門
員
の

　
　
　監
査
を
実
施
し
て
い
る
。
外
部
監

査
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　
　当
市
の
財
政
調
整
基
金
は
他
市

　
　
　よ
り
高
額
に
積
み
上
が
っ
て
い

る
。
臨
時
財
政
対
策
債
は
借
り
な
く
て
も

後
年
１
０
０
％
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。
余

剰
金
を
臨
時
財
政
対
策
債
の
繰
上
げ
償
還

に
す
る
こ
と
で
長
期
的
に
政
策
的
予
算
の

確
保
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　財
政
調
整
基
金
の
積
立
残
高
と

　
　
　臨
時
財
政
対
策
債
の
繰
上
げ
償
還

の
考
え
方
は
今
後
の
検
討
と
し
た
い
。

　
　
　
　行
政
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託
の

　
　
　目
的
は
何
だ
と
考
え
る
か
。ま
た
、

業
務
委
託
や
指
定
管
理
の
民
間
委
託
の

際
、
費
用
の
算
定
に
あ
た
り
人
件
費
等
の

方
針
は
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
以
上
の

条
件
を
つ
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　目
的
は
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

　
　
　か
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

行
政
事
務
の
効
率
化
に
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
指
定
管
理
制
度
を
業
務
委
託
す
る

際
の
人
件
費
に
対
し
て
は
直
営
で
の
職
員

数
及
び
当
時
の
臨
時
職
員
の
待
遇
で
算
定

し
て
い
る
。
業
務
委
託
は
、
民
間
の
事
業

者
に
は
労
働
条
件
等
も
法
令
遵
守
は
求
め

て
い
る
が
そ
れ
以
上
の
条
件
は
つ
け
て
い

な
い
の
で
、今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　市
長
は
堀
之
内
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　の
場
所
に
、
介
護
施
設
を
つ
く
る

と
訴
え
て
い
た
が
、
そ
の
た
め
の
準
備
を

す
る
予
算
編
成
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
予

算
は
な
く
て
も
協
議
の
場
を
令
和
３
年
度

中
に
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
協
議

を
始
め
る
か
。

　
　
　
　そ
の
た
め
の
予
算
は
計
上
し
て

　
　
　い
な
い
。
令
和
３
年
度
中
に
協
議

は
始
め
た
い
。

　
　
　
　温
泉
使
用
料
は
、
温
泉
維
持
管

　
　
　理
に
必
要
な
経
費
を
反
映
し
た
使

用
料
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　か
か
っ
た
経
費
で
は
な
く
、
条

　
　
　例
で
定
め
た
使
用
料
を
徴
収
し
て

い
る
。

　
　
　
　除
雪
車
の
売
払
予
定
価
格
と
実

　
　
　勢
価
格
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
。

市
場
価
格
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　車
両
の
状
態
に
よ
り
価
格
が
大

　
　
　き
く
上
下
す
る
た
め
、
市
場
価
格

を
求
め
る
の
は
難
し
い
。
過
去
の
事
例
を

参
考
に
今
後
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　債
権
と
し
て
確
立
し
て
お
ら
ず
、

　
　
　予
算
に
計
上
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　さ
ら
な
る
精
査
を
行
う
必
要
が

　
　
　あ
り
、
行
政
事
務
継
続
の
必
要
か

ら
計
上
し
た
。

　
　
　
　最
高
裁
判
決
は
、
全
て
市
が
勝

　
　
　訴
し
て
い
る
。
瑕
疵
担
保
請
求
権

の
有
無
が
、
判
決
理
由
に
示
さ
れ
て
い
る

事
件
は
あ
る
か
。

　
　
　
　有
無
を
明
確
に
し
た
事
件
は
な
い
。

　
　
　
　裁
判
所
の
判
決
を
覆
す
対
応
は

　
　
　で
き
な
い
。
市
が
債
権
と
し
て
計

上
し
て
い
る
こ
と
に
違
法
性
は
な
い
。
市

長
は
、
行
政
の
継
続
性
を
理
由
に
来
年
度

予
算
に
計
上
し
た
と
し
て
い
る
が
、
結
論

を
出
す
時
期
と
し
て
は
決
算
議
会
前
で
あ

る
と
考
え
て
良
い
の
か
。

　
　
　そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　有
機
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
販
売
価

　
　
　格
が
以
前
に
比
べ
下
が
っ
て
い
る

が
、
原
因
は
何
か
。

　
　
　
　大
口
の
販
売
先
が
減
少
し
て
い

　
　
　る
た
め
で
あ
る
。
今
後
、Ｊ
Ａ
北

魚
沼
と
協
力
し
、
農
業
法
人
な
ど
販
売
先

確
保
に
努
め
る
。

　
　
　
　旧
須
原
中
学
寄
宿
舎
跡
地
の
油

　
　
　汚
染
問
題
に
対
し
て
、
市
が
適
切

な
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
工
事
が

大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。
市
に
対
し
違
約
金

請
求
が
発
生
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

　
　
　
　違
約
金
で
は
な
い
が
、
市
有
地

　
　
　で
あ
り
、
現
在
、
先
方
と
協
議
中

で
あ
る
。

　
　
　
　運
転
免
許
証
の
返
納
者
に
、
公

　
　
　共
交
通
で
使
え
る
タ
ク
シ
ー
券
な

ど
を
継
続
的
に
支
援
し
て
い
く
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　
　公
共
交
通
の
利
用
促
進
が
重
要

　
　
　と
考
え
て
い
る
が
、
生
活
の
足
を

総  

括

問問問問 問

問問問問問問 問

答 答答答答

答答答答答答

問問問問 問問 問 答答答答答 答答答

問問問問問問 問 答答答答答答

答

歳  

入

観
光
施
設
使
用
料5

，1
8
8
万
３
千
円

民
生
委
員
活
動
事
業

１
，４
８
１
万
円

介
護
人
材
確
保
支
援
事
業

３
９
８
万
２
千
円

物
品
売
払
収
入

１
０
４
万
１
千
円

斎
場
建
設
瑕
疵
担
保
請
求
︵
滞
納
繰
越
分
︶

２
，7
0
9
万
１
千
円

歳  

出

総

　務

　費

財
産
管
理
事
業１

億
４
３
４
万
５
千
円

民

　生

　費

社
会
福
祉
管
理
事
業

４
，３
４
７
万
７
千
円

衛

　生

　費

地
域
医
療
対
策
事
業

２
，１
７
９
万
５
千
円

農
林
水
産
業
費

農
政
管
理
事
業

８
２
９
万
７
千
円

農
林
水
産
業
費
雑
入

２
，４
７
８
万
４
千
円

予
防
接
種
事
業

３
億
７
，８
０
８
万
７
千
円

一

般

会

計

予
算
審
査

　特
別
委
員
会

予
算
審
査

　特
別
委
員
会

予
算
審
査

　特
別
委
員
会

質
疑
質
疑
質
疑

各
議
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
行
っ
た
質
疑
を

抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

森山英敏委員長
予算審査特別委員会

公
共
交
通
総
合
連
携
事
業

１
億
１
，５
３
６
万
６
千
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
受
入
事
業

３
，２
０
０
万
９
千
円

交
通
安
全
対
策
事
業

１
，６
１
７
万
３
千
円

防
犯
対
策
事
業

４
０
４
万
円

商

　工

　費

商
工
業
施
設
管
理
運
営
事
業

２
８
２
万
８
千
円

緊
急
経
済
対
策
事
業

４
億
１
，１
５
０
万
円

体
験
型
観
光
推
進
事
業

２
，８
６
４
万
５
千
円

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
こ
ま
み
管
理
運
営
事
業

６
，８
２
４
万
７
千
円
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●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
１
年
以
上
続
き
、
令
和
３
年
度
の
市
税

予
測
は
、
８
・
５
％
マ
イ
ナ
ス
の
３
億
５
，

１
７
０
万
円
の
減
収
見
込
み
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
地
方
交
付
税
交
付
金
が
昨
年
並

み
で
、
他
に
も
コ
ロ
ナ
関
連
で
の
国
庫
支

出
金
の
増
加
等
、
年
度
当
初
予
算
に
必
要

な
財
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　市
長
は
予
算
提
案
を
前
に
所
信
表
明
に

お
い
て
５
つ
の
基
本
方
針
を
示
し
、
一
般

会
計
で
は
前
年
当
初
予
算
に
比
べ
６
億
７

千
万
円
増
の
積
極
予
算
と
し
た
。
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
で
市
内
消
費
を
喚

起
し
、
中
小
事
業
者
へ
の
経
営
継
続
支
援

と
生
活
困
窮
者
等
支
援
と
い
っ
た
切
れ
目

の
な
い
経
済
対
策
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
市
民
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
、
医
療
機
関
や
保
健
福
祉
部
門
へ
の
支

援
を
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
す
る
。

　市
民
の
大
き
な
期
待
を
背
負
っ
て
誕
生

し
た
内
田
市
長
が
編
成
し
た
予
算
の
成
果

を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
昇
降
機
の

入
れ
替
え
や
、
小
出
郷
図
書
館
改
修
事
業

費
の
高
額
改
修
費
等
を
巡
り
、
問
題
が
指

摘
さ
れ
た
も
の
の
、
市
長
が
今
後
し
っ
か

り
精
査
し
市
民
の
声
を
聴
き
、
市
議
会
へ

の
情
報
を
公
開
し
協
議
を
行
っ
て
か
ら
予

算
執
行
す
る
と
答
弁
し
た
こ
と
を
評
価
す

る
。
ま
た
、
執
行
部
側
か
ら
も
執
行
を
急

ぐ
あ
ま
り
に
議
会
へ
の
説
明
が
足
ら
な
か

っ
た
こ
と
に
対
す
る
陳
謝
が
あ
っ
た
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
４
日
に
及
ぶ
予
算

審
査
特
別
委
員
会
の
充
実
し
た
議
論
の
中

で
、
前
向
き
な
方
向
が
示
さ
れ
た
も
の
と

考
え
、
賛
成
す
る
。

●
私
た
ち
の
求
め
に
応
じ
、
ス
キ
ー
場
存

続
の
た
め
の
予
算
が
措
置
さ
れ
、
中
小
事

業
者
経
営
継
続
支
援
事
業
が
対
象
事
業
者

と
支
給
額
の
拡
充
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

就
学
支
援
事
業
の
対
象
基
準
額
の
拡
充
を

行
い
よ
り
多
く
の
世
帯
が
利
用
で
き
、
安

心
し
て
学
べ
る
環
境
と
し
た
こ
と
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与

し
た
と
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

●
農
業
で
は
米
の
転
作
作
物
助
成
を
計
画

し
、
観
光
の
振
興
で
は
、
誘
客
宣
伝
事
業
、

あ
ら
た
な
観
光
戦
略
検
討
会
議
、
体
験
型

観
光
の
推
進
で
、
地
域
づ
く
り
振
興
公
社

と
観
光
協
会
と
市
の
３
者
の
連
携
を
計
画

し
て
い
る
。

　福
祉
医
療
関
係
で
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
３
カ
所
）
の
設
置
、
出
産
育

児
応
援
給
付
金
の
支
給
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
な
ど
の
拡
充
、
そ
し
て
、
予
防
接
種

事
業
、
地
域
外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
の
設

置
な
ど
、
ま
た
、
地
域
経
済
対
策
で
は
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
、
中
小
事
業
者

の
経
営
継
続
支
援
や
金
融
対
策
事
業
な
ど

多
く
の
取
組
を
計
画
し
て
い
る
。

　コ
ロ
ナ
で
動
か
な
い
経
済
と
市
民
の
健

康
福
祉
を
重
視
し
た
事
業
を
計
画
す
る
新

年
度
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

●
職
員
給
与
費
が
高
額
で
あ
り
、
会
計

年
度
任
用
職
員
と
の
格
差
が
あ
ま
り
に
も

大
き
い
。
ま
た
、
寒
冷
地
手
当
は
廃
止
す

べ
き
で
あ
る
。
市
内
企
業
で
こ
の
よ
う
な

手
当
を
出
し
て
い
る
企
業
は
皆
無
で
あ

る
。
市
職
員
と
し
て
恥
ず
か
し
い
と
思
わ

な
い
の
か
。
職
員
の
給
料
も
一
般
財
源
で

あ
り
、
削
減
す
れ
ば
市
民
の
た
め
に
つ
か

え
る
。
自
分
た
ち
さ
え
よ
け
れ
ば
と
い
う

発
想
で
は
よ
く
な
い
。

　ま
た
、
弁
償
金
に
お
い
て
、
斎
場
建
設

瑕
疵
担
保
請
求
（
滞
納
繰
越
分
）
と
し
て
、

２
，
７
０
９
万
円
を
計
上
し
た
こ
と
は
誠

に
遺
憾
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
小
出
郷
図
書

館
改
修
事
業
に
２
億
２
，
１
７
２
万
円
を

計
上
し
た
。
３
年
前
に
１
，
６
９
０
万
円

で
購
入
し
た
建
物
に
、
そ
の
13
倍
も
の
費

用
を
か
け
て
改
修
す
る
な
ど
正
気
の
沙
汰

で
は
な
い
。
築
30
年
も
経
っ
た
建
物
に
い

く
ら
お
金
を
か
け
て
も
今
後
60
年
も
持
つ

は
ず
は
な
い
。
市
民
が
こ
ん
な
無
駄
使
い

を
諸
手
を
挙
げ
て
歓
迎
す
る
と
思
え
な

い
。
小
出
庁
舎
跡
地
に
図
書
館
を
核
と
し

た
複
合
施
設
を
建
設
す
べ
き
で
あ
る
。
　

　前
市
長
が
不
必
要
な
建
物
と
土
地
を
購

入
し
た
こ
と
が
誤
り
で
あ
り
、
そ
れ
を
正

す
べ
き
新
市
長
が
そ
の
誤
り
を
継
承
し
、

多
額
の
費
用
を
か
け
て
改
修
し
た
と
な
れ

ば
、
す
べ
て
現
市
長
の
責
任
と
な
り
、
応

援
し
た
市
民
は
落
胆
す
る
の
で
は
な
い

か
。
以
上
の
理
由
か
ら
反
対
す
る
。

●
小
出
郷
図
書
館
改
修
事
業
費
に
つ
い

て
、
自
治
体
に
と
っ
て
、
図
書
館
は
「
智
」

の
集
積
の
施
設
で
あ
り
、
極
め
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
施
設
で
あ
る
。
新
庁

舎
が
完
成
し
、
今
度
は
「
新
図
書
館
」
を

新
た
に
建
設
、
整
備
す
べ
き
時
で
あ
る
と

考
え
る
。「
教
育
は
百
年
の
大
計
」
と
言

わ
れ
、
智
育
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
現
在
の
「
小
出
郷
図
書
館
の
改
修
」

で
済
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
時
間
を
か
け
、

新
し
く
建
設
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、

反
対
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

で

16

3
対
16

3
対

で

議
案
第
５
号

令
和
３
年
度
魚
沼
市
一
般
会
計
予
算

議
案
第
５
号

令
和
３
年
度
魚
沼
市
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　市
内
ス
キ
ー
場
の
索
道
及
び
ゲ

　
　
　レ
ン
デ
整
備
車
修
繕
に
係
る
経
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
各
ス
キ
ー
場
の

額
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　須
原
３
，
４
８
６
万
円
、
小
出

　
　
　１
，
０
２
０
万
円
、
薬
師
６
６
０

万
円
、
大
湯
温
泉
６
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

　
　
　
　完
全
民
営
化
ま
で
２
年
間
と
い

　
　
　う
時
間
が
あ
る
が
、
持
続
可
能
な

ス
キ
ー
場
と
な
る
よ
う
し
っ
か
り
と
し
た

形
態
で
移
行
で
き
る
よ
う
協
議
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
議
会
に
も
透
明
性

の
あ
る
情
報
を
出
し
て
頂
き
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　そ
の
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　消
雪
パ
イ
プ
が
出
な
く
な
っ
た

　
　
　路
線
の
機
械
除
雪
が
後
回
し
で
苦

情
が
出
て
い
る
。改
善
を
求
め
た
が
ど
う
か
。

　
　
　
　水
が
出
な
く
な
る
路
線
は
、
委

　
　
　託
業
者
も
把
握
し
て
い
る
。
後
回

し
で
は
な
く
順
次
除
雪
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　今
冬
の
大
雪
で
消
雪
パ
イ
プ
が

　
　
　機
能
し
な
い
路
線
が
多
く
出
た
。

幅
員
の
狭
い
道
路
は
、
消
雪
パ
イ
プ
以
外

に
方
法
が
な
い
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
　計
画
的
に
消
雪
パ
イ
プ
の
更
新

　
　
　等
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　避
難
所
運
営
支
援
を
い
た
だ
け

　
　
　る
市
民
を
募
り
、
組
織
化
し
て
初

動
体
制
の
強
化
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　町
内
会
、
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　テ
ィ
協
議
会
な
ど
と
の
連
携
を
図

っ
て
い
く
。

　
　
　
　防
災
士
の
活
用
を
ど
う
考
え
て

　
　
　い
る
の
か
。

　
　
　
　研
修
会
な
ど
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
　
　を
図
り
、
自
主
防
災
組
織
の
訓
練

や
企
画
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　英
検
受
験
料
補
助
金
は
、
何
級

　
　
　以
上
が
対
象
と
な
り
、
１
回
の
補

助
金
額
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　５
級
以
上
で
検
定
料
の
２
分
の

　
　
　１
を
補
助
す
る
。

　
　
　
　中
学
３
年
生
で
の
３
級
以
上
の

　
　
　取
得
率
の
目
標
値
は
ど
う
か
。

　
　
　
　目
標
値
は
考
え
て
い
な
い
。
生

　
　
　徒
の
学
習
意
欲
向
上
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　
　
　
　令
和
３
年
度
は
、小
出
小
学
校
、

　
　
　堀
之
内
中
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ
へ

の
改
修
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
ほ
か
の

小
学
校
の
洋
式
化
の
計
画
は
ど
う
か
。

　
　
　
　小
学
校
は
令
和
５
年
度
ま
で
に
、

　
　
　中
学
校
は
令
和
４
年
度
ま
で
に
、

屋
外
ト
イ
レ
以
外
に
つ
い
て
１
０
０
％
の

洋
式
化
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
　特
別
教
室
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

　
　
　に
つ
い
て
は
、
ど
の
教
室
を
予
定

し
て
い
る
か
。

　
　
　
　使
用
頻
度
の
高
い
教
室
と
し
て
、

　
　
　理
科
室
、
家
庭
科
室
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　
　
　地
域
の
活
性
化
や
市
民
交
流
の

　
　
　拠
点
に
す
る
目
的
で
施
設
を
購
入

し
た
。
現
在
の
計
画
で
は
目
的
は
達
成
さ

れ
な
い
。
見
直
す
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　執
行
に
あ
た
っ
て
は
頂
い
た
意

　
　
　見
を
充
分
踏
ま
え
て
見
直
し
が
可

能
な
部
分
は
再
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
ス
キ
ー

　
　
　場
に
行
け
る
よ
う
に
、
ソ
フ
ト
支

援
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
　
　健
康
面
、
郷
土
愛
の
醸
成
等
々

　
　
　色
々
な
意
味
で
ス
キ
ー
場
は
必
要

と
考
え
る
。
早
急
に
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　そ
の
他
公
共
施
設
等
災
害
復
旧

　
　
　費
が
廃
項
と
な
っ
た
。
公
共
施
設

は
災
害
時
の
避
難
所
と
も
な
る
。
一
定
の

予
算
を
計
上
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　令
和
３
年
度
予
算
で
は
み
て
い

　
　
　な
い
が
、
対
象
を
ど
こ
ま
で
と
す

る
か
課
題
は
あ
る
が
、
次
年
度
予
算
編
成

時
に
復
活
の
検
討
を
す
る
。

　
　
　
　予
算
不
足
分
を
基
金
繰
入
で
補

　
　
　っ
た
が
、
年
度
末
に
は
基
金
が
底

を
つ
く
が
ど
う
か
。

　
　
　
　コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
保
険
税
の

　
　
　値
上
げ
は
で
き
な
い
も
の
と
判
断

し
た
。

　
　
　
　第
８
期
計
画
で
は
、
介
護
保
険

　
　
　料
を
据
え
置
い
た
が
、
老
人
介
護

福
祉
施
設
を
整
備
し
た
場
合
、
予
算
不
足

と
は
な
ら
な
い
か
。

　
　
　
　第
８
期
で
計
画
し
て
い
る
老
人

　
　
　介
護
福
祉
施
設
整
備
の
分
も
見
込

ん
だ
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

小
学
校
施
設
整
備
事
業

１
億
５
，４
３
８
万
１
千
円

中
学
校
施
設
整
備
事
業

９
，８
５
５
万
２
千
円

消
融
雪
施
設
管
理
事
業

２
億
４
，７
８
９
万
４
千
円

土

　木

　費

道
路
機
械
除
雪
事
業

12
億
２
，０
６
７
万
４
千
円

消

　防

　費

防
災
対
策
事
業

２
，４
４
５
万
２
千
円

災
害
復
旧
費

災
害
復
旧
費

︵
廃
項
︶

教

　育

　費

グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
事
業

２
，８
９
６
万
３
千
円

小
出
郷
図
書
館
改
修
事
業

２
億
２
，１
７
２
万
３
千
円

市
民
ス
ポ
ー
ツ
普
及
事
業

１
，４
４
１
万
１
千
円

そ
の
他
観
光
施
設
管
理
事
業

２
億
６
，８
４
６
万
４
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

答答 答答 問問 問問

問問問

問 問問 問

答答答

答 答答 答

問問問問 答答答答
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●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
１
年
以
上
続
き
、
令
和
３
年
度
の
市
税

予
測
は
、
８
・
５
％
マ
イ
ナ
ス
の
３
億
５
，

１
７
０
万
円
の
減
収
見
込
み
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
地
方
交
付
税
交
付
金
が
昨
年
並

み
で
、
他
に
も
コ
ロ
ナ
関
連
で
の
国
庫
支

出
金
の
増
加
等
、
年
度
当
初
予
算
に
必
要

な
財
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　市
長
は
予
算
提
案
を
前
に
所
信
表
明
に

お
い
て
５
つ
の
基
本
方
針
を
示
し
、
一
般

会
計
で
は
前
年
当
初
予
算
に
比
べ
６
億
７

千
万
円
増
の
積
極
予
算
と
し
た
。
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
で
市
内
消
費
を
喚

起
し
、
中
小
事
業
者
へ
の
経
営
継
続
支
援

と
生
活
困
窮
者
等
支
援
と
い
っ
た
切
れ
目

の
な
い
経
済
対
策
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
市
民
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
、
医
療
機
関
や
保
健
福
祉
部
門
へ
の
支

援
を
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
す
る
。

　市
民
の
大
き
な
期
待
を
背
負
っ
て
誕
生

し
た
内
田
市
長
が
編
成
し
た
予
算
の
成
果

を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
昇
降
機
の

入
れ
替
え
や
、
小
出
郷
図
書
館
改
修
事
業

費
の
高
額
改
修
費
等
を
巡
り
、
問
題
が
指

摘
さ
れ
た
も
の
の
、
市
長
が
今
後
し
っ
か

り
精
査
し
市
民
の
声
を
聴
き
、
市
議
会
へ

の
情
報
を
公
開
し
協
議
を
行
っ
て
か
ら
予

算
執
行
す
る
と
答
弁
し
た
こ
と
を
評
価
す

る
。
ま
た
、
執
行
部
側
か
ら
も
執
行
を
急

ぐ
あ
ま
り
に
議
会
へ
の
説
明
が
足
ら
な
か

っ
た
こ
と
に
対
す
る
陳
謝
が
あ
っ
た
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
４
日
に
及
ぶ
予
算

審
査
特
別
委
員
会
の
充
実
し
た
議
論
の
中

で
、
前
向
き
な
方
向
が
示
さ
れ
た
も
の
と

考
え
、
賛
成
す
る
。

●
私
た
ち
の
求
め
に
応
じ
、
ス
キ
ー
場
存

続
の
た
め
の
予
算
が
措
置
さ
れ
、
中
小
事

業
者
経
営
継
続
支
援
事
業
が
対
象
事
業
者

と
支
給
額
の
拡
充
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

就
学
支
援
事
業
の
対
象
基
準
額
の
拡
充
を

行
い
よ
り
多
く
の
世
帯
が
利
用
で
き
、
安

心
し
て
学
べ
る
環
境
と
し
た
こ
と
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与

し
た
と
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

●
農
業
で
は
米
の
転
作
作
物
助
成
を
計
画

し
、
観
光
の
振
興
で
は
、
誘
客
宣
伝
事
業
、

あ
ら
た
な
観
光
戦
略
検
討
会
議
、
体
験
型

観
光
の
推
進
で
、
地
域
づ
く
り
振
興
公
社

と
観
光
協
会
と
市
の
３
者
の
連
携
を
計
画

し
て
い
る
。

　福
祉
医
療
関
係
で
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
３
カ
所
）
の
設
置
、
出
産
育

児
応
援
給
付
金
の
支
給
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
な
ど
の
拡
充
、
そ
し
て
、
予
防
接
種

事
業
、
地
域
外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
の
設

置
な
ど
、
ま
た
、
地
域
経
済
対
策
で
は
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
、
中
小
事
業
者

の
経
営
継
続
支
援
や
金
融
対
策
事
業
な
ど

多
く
の
取
組
を
計
画
し
て
い
る
。

　コ
ロ
ナ
で
動
か
な
い
経
済
と
市
民
の
健

康
福
祉
を
重
視
し
た
事
業
を
計
画
す
る
新

年
度
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

●
職
員
給
与
費
が
高
額
で
あ
り
、
会
計

年
度
任
用
職
員
と
の
格
差
が
あ
ま
り
に
も

大
き
い
。
ま
た
、
寒
冷
地
手
当
は
廃
止
す

べ
き
で
あ
る
。
市
内
企
業
で
こ
の
よ
う
な

手
当
を
出
し
て
い
る
企
業
は
皆
無
で
あ

る
。
市
職
員
と
し
て
恥
ず
か
し
い
と
思
わ

な
い
の
か
。
職
員
の
給
料
も
一
般
財
源
で

あ
り
、
削
減
す
れ
ば
市
民
の
た
め
に
つ
か

え
る
。
自
分
た
ち
さ
え
よ
け
れ
ば
と
い
う

発
想
で
は
よ
く
な
い
。

　ま
た
、
弁
償
金
に
お
い
て
、
斎
場
建
設

瑕
疵
担
保
請
求
（
滞
納
繰
越
分
）
と
し
て
、

２
，
７
０
９
万
円
を
計
上
し
た
こ
と
は
誠

に
遺
憾
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
小
出
郷
図
書

館
改
修
事
業
に
２
億
２
，
１
７
２
万
円
を

計
上
し
た
。
３
年
前
に
１
，
６
９
０
万
円

で
購
入
し
た
建
物
に
、
そ
の
13
倍
も
の
費

用
を
か
け
て
改
修
す
る
な
ど
正
気
の
沙
汰

で
は
な
い
。
築
30
年
も
経
っ
た
建
物
に
い

く
ら
お
金
を
か
け
て
も
今
後
60
年
も
持
つ

は
ず
は
な
い
。
市
民
が
こ
ん
な
無
駄
使
い

を
諸
手
を
挙
げ
て
歓
迎
す
る
と
思
え
な

い
。
小
出
庁
舎
跡
地
に
図
書
館
を
核
と
し

た
複
合
施
設
を
建
設
す
べ
き
で
あ
る
。
　

　前
市
長
が
不
必
要
な
建
物
と
土
地
を
購

入
し
た
こ
と
が
誤
り
で
あ
り
、
そ
れ
を
正

す
べ
き
新
市
長
が
そ
の
誤
り
を
継
承
し
、

多
額
の
費
用
を
か
け
て
改
修
し
た
と
な
れ

ば
、
す
べ
て
現
市
長
の
責
任
と
な
り
、
応

援
し
た
市
民
は
落
胆
す
る
の
で
は
な
い

か
。
以
上
の
理
由
か
ら
反
対
す
る
。

●
小
出
郷
図
書
館
改
修
事
業
費
に
つ
い

て
、
自
治
体
に
と
っ
て
、
図
書
館
は
「
智
」

の
集
積
の
施
設
で
あ
り
、
極
め
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
施
設
で
あ
る
。
新
庁

舎
が
完
成
し
、
今
度
は
「
新
図
書
館
」
を

新
た
に
建
設
、
整
備
す
べ
き
時
で
あ
る
と

考
え
る
。「
教
育
は
百
年
の
大
計
」
と
言

わ
れ
、
智
育
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
現
在
の
「
小
出
郷
図
書
館
の
改
修
」

で
済
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
時
間
を
か
け
、

新
し
く
建
設
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、

反
対
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

で

16

3
対
16

3
対

で

議
案
第
５
号

令
和
３
年
度
魚
沼
市
一
般
会
計
予
算

議
案
第
５
号

令
和
３
年
度
魚
沼
市
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　市
内
ス
キ
ー
場
の
索
道
及
び
ゲ

　
　
　レ
ン
デ
整
備
車
修
繕
に
係
る
経
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
各
ス
キ
ー
場
の

額
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　須
原
３
，
４
８
６
万
円
、
小
出

　
　
　１
，
０
２
０
万
円
、
薬
師
６
６
０

万
円
、
大
湯
温
泉
６
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

　
　
　
　完
全
民
営
化
ま
で
２
年
間
と
い

　
　
　う
時
間
が
あ
る
が
、
持
続
可
能
な

ス
キ
ー
場
と
な
る
よ
う
し
っ
か
り
と
し
た

形
態
で
移
行
で
き
る
よ
う
協
議
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
議
会
に
も
透
明
性

の
あ
る
情
報
を
出
し
て
頂
き
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　そ
の
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　消
雪
パ
イ
プ
が
出
な
く
な
っ
た

　
　
　路
線
の
機
械
除
雪
が
後
回
し
で
苦

情
が
出
て
い
る
。改
善
を
求
め
た
が
ど
う
か
。

　
　
　
　水
が
出
な
く
な
る
路
線
は
、
委

　
　
　託
業
者
も
把
握
し
て
い
る
。
後
回

し
で
は
な
く
順
次
除
雪
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　今
冬
の
大
雪
で
消
雪
パ
イ
プ
が

　
　
　機
能
し
な
い
路
線
が
多
く
出
た
。

幅
員
の
狭
い
道
路
は
、
消
雪
パ
イ
プ
以
外

に
方
法
が
な
い
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
　計
画
的
に
消
雪
パ
イ
プ
の
更
新

　
　
　等
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　避
難
所
運
営
支
援
を
い
た
だ
け

　
　
　る
市
民
を
募
り
、
組
織
化
し
て
初

動
体
制
の
強
化
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　町
内
会
、
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　テ
ィ
協
議
会
な
ど
と
の
連
携
を
図

っ
て
い
く
。

　
　
　
　防
災
士
の
活
用
を
ど
う
考
え
て

　
　
　い
る
の
か
。

　
　
　
　研
修
会
な
ど
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
　
　を
図
り
、
自
主
防
災
組
織
の
訓
練

や
企
画
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　英
検
受
験
料
補
助
金
は
、
何
級

　
　
　以
上
が
対
象
と
な
り
、
１
回
の
補

助
金
額
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　５
級
以
上
で
検
定
料
の
２
分
の

　
　
　１
を
補
助
す
る
。

　
　
　
　中
学
３
年
生
で
の
３
級
以
上
の

　
　
　取
得
率
の
目
標
値
は
ど
う
か
。

　
　
　
　目
標
値
は
考
え
て
い
な
い
。
生

　
　
　徒
の
学
習
意
欲
向
上
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　
　
　
　令
和
３
年
度
は
、小
出
小
学
校
、

　
　
　堀
之
内
中
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ
へ

の
改
修
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
ほ
か
の

小
学
校
の
洋
式
化
の
計
画
は
ど
う
か
。

　
　
　
　小
学
校
は
令
和
５
年
度
ま
で
に
、

　
　
　中
学
校
は
令
和
４
年
度
ま
で
に
、

屋
外
ト
イ
レ
以
外
に
つ
い
て
１
０
０
％
の

洋
式
化
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
　特
別
教
室
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

　
　
　に
つ
い
て
は
、
ど
の
教
室
を
予
定

し
て
い
る
か
。

　
　
　
　使
用
頻
度
の
高
い
教
室
と
し
て
、

　
　
　理
科
室
、
家
庭
科
室
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　
　
　地
域
の
活
性
化
や
市
民
交
流
の

　
　
　拠
点
に
す
る
目
的
で
施
設
を
購
入

し
た
。
現
在
の
計
画
で
は
目
的
は
達
成
さ

れ
な
い
。
見
直
す
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　執
行
に
あ
た
っ
て
は
頂
い
た
意

　
　
　見
を
充
分
踏
ま
え
て
見
直
し
が
可

能
な
部
分
は
再
検
討
し
た
い
。
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。
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。
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。

　
　
　
　第
８
期
計
画
で
は
、
介
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介
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５
，４
３
８
万
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千
円

中
学
校
施
設
整
備
事
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９
，８
５
５
万
２
千
円

消
融
雪
施
設
管
理
事
業

２
億
４
，７
８
９
万
４
千
円

土

　木

　費

道
路
機
械
除
雪
事
業

12
億
２
，０
６
７
万
４
千
円

消

　防

　費

防
災
対
策
事
業

２
，４
４
５
万
２
千
円

災
害
復
旧
費

災
害
復
旧
費

︵
廃
項
︶

教

　育

　費

グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
事
業

２
，８
９
６
万
３
千
円

小
出
郷
図
書
館
改
修
事
業

２
億
２
，１
７
２
万
３
千
円

市
民
ス
ポ
ー
ツ
普
及
事
業

１
，４
４
１
万
１
千
円

そ
の
他
観
光
施
設
管
理
事
業

２
億
６
，８
４
６
万
４
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

答答 答答 問問 問問

問問問

問 問問 問

答答答

答 答答 答

問問問問 答答答答
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（公財）日本書道教育学会への
　競書の提出も行っています。　
ほかに、土曜日午後１時30分～
３時の間は、ふれあいサークル
で子どもたちと一緒に習字を楽
しんでいます。

　毎月競書を提出して、昇級や
昇段するのが楽しみです。自宅
で集中して長時間練習すること
もあります。
　現在、階級は10級から１級、
段は１段から８段あり、その上
が準会友です。小出ペン習字会
には、準会友が２名います。

　新しく入ってくれた方々が長
く続けてくれることを願ってい
ます。

V o
聞かせて！あなたの声

小出ペン習字会

持続可能なスキー場運営のために持続可能なスキー場運営のために持続可能なスキー場運営のために

魚沼市内スキー場の持続可能な運営に関する提言書

　雪国魚沼市のスキー場は、 市民にとって地域経済と冬季雇用、冬季の健康維持や学校教育に多大な貢献
をしている重要な施設です。すなわち、市内全てのスキー場においては、近年は年間約８万人来場者があり、
魚沼市にとってその経済効果は大きいものがあります。 しかし、 全てのスキー場の運営を将来にわたり継続
することには、昨今のスキー人ロ減少や趣味の多様化などの社会的背景から、非常に困難なものがあります。  
　したがって、雪国魚沼のスキー場を利雪活用施設として持続可能な施設にするためには、その多面的な
価値を見つめなおし、市民と行政がともに連携、協力しながら、その本来の目的を達成できるような取り
組みを継続することが必要と考えます。           
　民営化が成されている現在としては、行政の関わり方は教育、市民の憩いの場、雪国としての文化、ス
キー場へと市民が足を運ぶ施策の検討、経済波及効果に資する財政支援が、最も必要であると考えます。 
　また、将来は完全民営化に向け、グリーンシーズンの活用を含め、関係事業者の経営の一体化を目指し
てスキー場運営の仕組みをつくることも重要だと考えます。
　そして、これらのことがスキー場への支援となり、連携し協力していくことで魚沼市の有るべきスキー
場の姿であると考えます。よって、次のとおり提言します。

市長に提言書を提出しました市長に提言書を提出しました市長に提言書を提出しました

市 議 会

i c e

×

　昭和41年ごろ、干溝小学校に
勤務していた籠島先生が県展に
初出品し、初入選したことがき
っかけです。その後、旧小出町
役場から籠島先生と和田清先生
に書道の指導依頼がありました。
町民向けの習字サークルとして、
硬筆を籠島先生、毛筆は和田先
生が担当され、現在の形のサー
クルが始まりました。

地域で活躍する皆さんと、ざっくばら

んに語り合うコーナーです。今年度第

１回目は、小出ペン習字の方々にお話

を聞かせていただきました。

　おばあちゃん、お子さん、お
孫さんと３世代で在籍した方た
ちがいます。ふれあいサークル
の新規募集は終了しましたが、
ペン習字会へのファミリーでの
参加は大歓迎です。市民の皆さ
んが気軽に参加できる公民館活
動を推進してほしいと思います。

　令和２年12月７日に守門地域活性化委員会及
び須原スキー場活性化プロジェクトチームの２
団体の連名により、「須原スキー場及び市内スキ
ー場の持続可能な運営について市長への提言を
求める請願」が市議会に提出されました。
　請願を審査した結果、「一部採択」すべきもの
と決し、請願書に基づき議会としての提言をま
とめ、４月８日に市長へ提言書を提出しました。

　取材にお邪魔をし、真剣なまな
ざしで文字に集中している姿は素
晴らしいの一言でした。
　誰もが字がうまくなりたいとの
思いは共通していると思います。
　そんな大人の取り組んでいる
姿を、子どもたちが見て感じ得
るものは大きいと思います。そ
れが故に、多くの子どもたちが
ペン習字会へ参加することを願
っています。

「小出ペン習字会」
発足について

市議会へ一言！

活動内容について
教えてください

会員の皆さんの
楽しみは何ですか

課　題

※

議会TOP I CS

冬季の健康増進、教育、雪国文化及び経済波及

効果に資する新たなソフト支援策をつくること。

1

予算財源の確保のため、雪国スポーツ振興条例

（仮称）等を制定し、安定的かつ持続的な運営が

できる仕組みをつくること。

2

年間を通した官民協働のスキー場運営の仕組み

をつくること。

3

提　言　事　項

※競書…清書作品の優劣を競って段級
　　　　位を認定する仕組み。

　毎月１回、月曜の夜７時30分
～９時の間、各自の都合の良い時
間のみ活動しています。基本的に
は自由参加で、主にお手本「ペン
の 力」で 練 習
し、燕 市 に い
る 籠 島 先 生 に
提 出 し、月 １
回添削をしても
らっています。
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

市
道
の
登
記
に
つ
い
て

浅井　宏昭

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組

を
伺
う

教
員
採
用
の
魚
沼
枠
に
つ

い
て

　
　
　２
０
２
０
年
の
公
立
小
学
校
の
教

員
の
採
用
倍
率
は
全
国
平
均
２
・
７
倍
と

過
去
最
低
だ
っ
た
こ
と
が
文
部
科
学
省
の

調
べ
で
分
か
っ
た
。
優
秀
な
教
員
の
確
保

が
教
育
行
政
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　２
０
１
１
年
か
ら
制
度
化
し
た
教
員
採

用
の
魚
沼
枠
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の
採

用
数
は
ど
う
か
。

　
　
　採
用
数
及
び
倍
率
に
つ
い
て
は
、

県
教
育
委
員
会
は
非
公
開
と
し
て
い
る

が
、
高
い
水
準
で
選
考
倍
率
が
推
移
し
て

お
り
、
能
力
の
高
い
教
員
が
採
用
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

　
　
　教
育
委
員
会
と
し
て
、
魚
沼
枠
の

成
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
今
後
の
教
育

行
政
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。

　
　
　魚
沼
枠
採
用
に
よ
り
、
本
市
に
お

い
て
一
定
数
の
教
員
確
保
、
さ
ら
に
２
〜

３
校
目
の
割
合
が
高
く
、
各
校
に
お
い
て

中
堅
教
員
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
る
こ
と
を
大
き
な
成
果
と
捉
え

て
い
る
。
児
童
生
徒
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
た
め
、
採
用
者
の
増
加
は
困
難
で
あ
る

が
、教
員
の
安
定
的
な
配
置
を
図
る
た
め
、

今
後
も
魚
沼
枠
採
用
の
継
続
に
つ
い
て
県

に
働
き
か
け
て
い
く
。
特
に
、
中
学
校
に

お
け
る
技
術
科
、
家
庭
科
、
美
術
科
の
正

規
教
員
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
採
用
拡
大

を
要
望
し
た
い
。

民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に

　
　
　今
後
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
在
り
方

も
含
め
、
市
有
施
設
を
今
後
ど
の
よ
う
に

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。
　

　
　
　全
て
の
公
共
施
設
を
維
持
更
新
し

て
い
く
こ
と
は
財
政
上
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
魚
沼
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
で
は
、
施
設
の
多
機
能
集
約
化
や

統
廃
合
等
に
よ
り
、
公
共
施
設
の
総
量
の

縮
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
や
民
間
へ
の
譲
渡
も
進
め

て
い
く
。
な
お
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
施
設

を
含
め
、
個
々
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は

建
設
当
初
の
目
的
や
市
民
ニ
ー
ズ
、
施
設

の
耐
用
度
を
考
慮
し
つ
つ
、
活
用
方
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
市
長
の
考
え
る
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
﹂
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答

問問

問

答答 　
　
　行
政
は
究
極
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ

る
と
い
う
が
、
職
員
の
人
事
配
置
や
人
材

育
成
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　若
い
職
員
に
は
、
様
々
な
職
場
を

知
り
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
数
年
で
の
異
動
と
し
て
い
る
。
職

員
個
々
の
能
力
や
適
性
を
活
か
す
た
め
に

適
材
適
所
へ
の
配
置
や
、
専
門
性
を
高
め

社
会
環
境
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
的
確

に
把
握
し
対
応
で
き
る
職
員
の
育
成
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
て
い
る
市
内

の
商
工
業
者
へ
の
支
援
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　中
小
事
業
者
経
営
継
続
支
援
事
業

の
さ
ら
な
る
拡
充
に
よ
り
、
市
内
事
業
者

の
経
営
継
続
支
援
を
引
き
続
き
行
う
ほ

か
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
再
度
の

実
施
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　裾
野
が
広
い
経
済
振
興
策
と
し

て
、
観
光
振
興
計
画
を
作
成
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
く
の
か
。

　
　
　観
光
誘
客
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
具

体
的
な
行
動
計
画
を
含
む
「
魚
沼
市
観
光

戦
略
プ
ラ
ン
」
を
作
成
す
る
方
向
で
調
整

し
て
い
る
。
５
月
に
は
、
約
10
名
の
策
定

委
員
の
人
選
を
行
い
、
３
回
程
度
の
委
員

会
を
予
定
し
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
も
経
た
中
で
、
令
和
３
年
度
中
に
策

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　水
の
郷
工
業
団
地
へ
農
産
物
を
貯

蔵
す
る
雪
中
貯
蔵
施
設
を
建
設
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　市
で
施
設
を
建
設
す
る
考
え
は
な

い
が
、
工
業
団
地
内
の
進
出
企
業
に
お
い

て
雪
中
貯
蔵
施
設
を
建
設
す
る
場
合
、「
雪

冷
熱
利
活
用
施
設
導
入
事
業
補
助
金
」
に

よ
り
、設
置
費
用
の
助
成
が
可
能
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
に
は
、
魚
沼
醸
造
㈱
が
こ
の

補
助
金
を
活
用
し
、
雪
中
貯
蔵
庫
を
建
設

し
て
い
る
。

　
　
　市
内
温
泉
施
設
を
全
て
指
定
管
理

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は

ど
う
か
。

　
　
　現
在
市
内
に
あ
る
９
つ
の
温
泉
施

設
の
う
ち
、
６
施
設
は
す
で
に
指
定
管
理

施
設
で
あ
る
。
残
り
の
寿
和
温
泉
、
こ
ま

み
及
び
栃
尾
又
温
泉
セ
ン
タ
ー
は
、
直
営

ま
た
は
、
管
理
委
託
施
設
と
な
っ
て
い
る

が
、
寿
和
温
泉
は
改
修
方
法
の
協
議
を
進

め
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
管
理
方
法
に
つ
い

て
も
検
討
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
２
施
設

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
指
定
管
理
ま
た
は
、

譲
渡
に
向
け
た
準
備
を
進
め
た
い
。

答答

問問問

問問

答答答

　
　
　日
本
政
府
は
２
０
５
０
年
ま
で
に

C
O
2 

排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
国
際

公
約
を
し
た
。
魚
沼
市
に
も
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　市
庁
舎
、
小
中
学
校
校
舎
、
体
育
館
の

外
壁
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、
昼

間
消
費
電
力
を
相
殺
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　現
在
、
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置

す
る
計
画
は
な
い
が
、
今
後
、
国
県
の
動

向
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　
　
　自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
２
０
３
５

年
ま
で
に
ガ
ソ
リ
ン
車
製
造
を
終
了
す
る

計
画
だ
。
公
用
車
を
Ｅ
Ｖ
化
す
る
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　今
年
度
２
台
の
Ｅ
Ｖ
車
を
配
置
し

た
。
今
後
の
公
用
車
の
入
れ
替
え
に
つ
い

て
も
、公
用
車
の
用
途
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　市
の
業
務
委
託
先
で
使
用
し
て
い

る
車
両
台
数
も
多
い
。支
援
策
は
ど
う
か
。

　
　
　脱
炭
素
社
会
を
推
進
す
る
う
え

で
、
重
要
な
取
組
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
の
検
討
材
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　車
両
の
Ｅ
Ｖ
化
を
進
め
る
に
は
、

急
速
充
電
設
備
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

庁
舎
駐
車
場
に
も
必
要
だ
が
ど
う
か
。

　
　
　本
庁
舎
の
公
用
車
車
庫
に
普
通
充

電
設
備
を
設
置
し
て
い
る
が
、
ほ
か
の
市

有
駐
車
場
へ
の
設
置
計
画
は
な
い
。今
後
、

市
内
の
Ｅ
Ｖ
車
両
の
普
及
状
況
を
踏
ま
え

検
討
す
る
。

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
要
望
す
る

　
　
　羽
根
川
始
発
・
終
点
の
バ
ス
路
線

を
市
役
所
新
庁
舎
ま
で
延
伸
で
き
な
い
か
。

　
　
　利
用
者
や
地
元
等
の
意
向
を
確
認

し
な
が
ら
利
便
性
向
上
に
向
け
て
交
通
事

業
者
等
と
引
き
続
き
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　
　上
越
線
、
只
見
線
の
運
休
が
多
発

し
て
い
る
。改
善
を
求
め
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
　冬
期
間
に
お
け
る
安
定
し
た
鉄
道

運
行
の
確
保
に
つ
い
て
、
新
潟
県
鉄
道
整

備
促
進
協
議
会
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新

潟
支
社
へ
要
望
し
て
い
る
。

答答答

問問問

問問問

答答答 　
　
　

 

市
内
の
市
道
の
敷
地
内
に
は
、

道
路
の
拡
幅
や
利
用
を
先
行
し
た
た
め
、

市
へ
の
所
有
権
移
転
が
未
了
と
な
っ
て
い

る
未
登
記
道
路
が
存
在
し
て
い
る
。

　地
目
が
公
衆
用
道
路
に
な
っ
て
い
な
い

市
内
の
未
登
記
道
路
の
数
は
把
握
し
て
い

る
か
。

　
　
　未
登
記
道
路
の
数
に
つ
い
て
は
、

把
握
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　市
内
全
域
で
考
え
た
ら
と
ん
で
も

な
い
数
の
未
登
記
道
路
が
予
想
さ
れ
る

が
、
市
と
し
て
今
ま
で
未
登
記
道
路
の
解

消
に
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　未
登
記
道
路
の
把
握
の
た
め
の
費

用
に
つ
い
て
は
、
見
当
も
つ
か
な
い
状
況

で
あ
る
た
め
、
近
隣
の
市
町
村
や
先
進
の

自
治
体
が
ど
の
よ
う
に
未
登
記
道
路
を
解

消
し
た
か
を
調
査
し
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
。

　
　
　未
登
記
道
路
の
中
で
、
道
路
部
分

が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
と

聞
く
が
、
市
内
に
何
カ
所
あ
る
か
。

　
　
　非
課
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
土
地

は
、
約
90
筆
あ
る
。

　
　
　未
登
記
道
路
の
場
合
は
、
固
定
資

産
税
が
長
期
間
に
わ
た
り
誤
っ
て
徴
収
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　市
が
道
路
用
地
と
認
識
し
て
い
る

部
分
は
、
道
路
と
区
分
し
、
非
課
税
と
し

て
適
正
に
措
置
し
て
い
る
。

　
　
　同
じ
未
登
記
道
路
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
と
非
課
税
と
な

っ
て
い
る
方
が
い
て
は
、
土
地
の
所
有
者

は
非
常
に
不
公
平
と
感
じ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
　ご
指
摘
の
と
お
り
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
課
税
台
帳
縦
覧
や
課
税
明
細
の

送
付
時
等
を
利
用
し
て
、
土
地
所
有
者
か

ら
の
申
出
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
調
査

を
進
め
な
が
ら
、
適
切
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　長
期
計
画
で
未
登
記
道
路
を
法
務

局
へ
登
記
し
、
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
理

想
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　長
期
計
画
で
整
理
し
て
い
く
こ
と

は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
費

用
も
か
か
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
市

民
か
ら
の
申
し
出
が
あ
っ
た
道
路
に
つ
い

て
、
優
先
的
に
予
算
の
範
囲
内
で
順
次
進

め
る
。

答答答

問問問

問問問

答答答

森島　守人

佐藤　　肇

岡部　計夫

※QRコードにて「魚沼市議会YouTubeチャンネル」をご覧になれます。
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

市
道
の
登
記
に
つ
い
て

浅井　宏昭

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組

を
伺
う

教
員
採
用
の
魚
沼
枠
に
つ

い
て

　
　
　２
０
２
０
年
の
公
立
小
学
校
の
教

員
の
採
用
倍
率
は
全
国
平
均
２
・
７
倍
と

過
去
最
低
だ
っ
た
こ
と
が
文
部
科
学
省
の

調
べ
で
分
か
っ
た
。
優
秀
な
教
員
の
確
保

が
教
育
行
政
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　２
０
１
１
年
か
ら
制
度
化
し
た
教
員
採

用
の
魚
沼
枠
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の
採

用
数
は
ど
う
か
。

　
　
　採
用
数
及
び
倍
率
に
つ
い
て
は
、

県
教
育
委
員
会
は
非
公
開
と
し
て
い
る

が
、
高
い
水
準
で
選
考
倍
率
が
推
移
し
て

お
り
、
能
力
の
高
い
教
員
が
採
用
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

　
　
　教
育
委
員
会
と
し
て
、
魚
沼
枠
の

成
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
今
後
の
教
育

行
政
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。

　
　
　魚
沼
枠
採
用
に
よ
り
、
本
市
に
お

い
て
一
定
数
の
教
員
確
保
、
さ
ら
に
２
〜

３
校
目
の
割
合
が
高
く
、
各
校
に
お
い
て

中
堅
教
員
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
る
こ
と
を
大
き
な
成
果
と
捉
え

て
い
る
。
児
童
生
徒
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
た
め
、
採
用
者
の
増
加
は
困
難
で
あ
る

が
、教
員
の
安
定
的
な
配
置
を
図
る
た
め
、

今
後
も
魚
沼
枠
採
用
の
継
続
に
つ
い
て
県

に
働
き
か
け
て
い
く
。
特
に
、
中
学
校
に

お
け
る
技
術
科
、
家
庭
科
、
美
術
科
の
正

規
教
員
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
採
用
拡
大

を
要
望
し
た
い
。

民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に

　
　
　今
後
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
在
り
方

も
含
め
、
市
有
施
設
を
今
後
ど
の
よ
う
に

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。
　

　
　
　全
て
の
公
共
施
設
を
維
持
更
新
し

て
い
く
こ
と
は
財
政
上
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
魚
沼
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
で
は
、
施
設
の
多
機
能
集
約
化
や

統
廃
合
等
に
よ
り
、
公
共
施
設
の
総
量
の

縮
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
や
民
間
へ
の
譲
渡
も
進
め

て
い
く
。
な
お
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
施
設

を
含
め
、
個
々
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は

建
設
当
初
の
目
的
や
市
民
ニ
ー
ズ
、
施
設

の
耐
用
度
を
考
慮
し
つ
つ
、
活
用
方
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
市
長
の
考
え
る
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
﹂
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答

問問

問

答答 　
　
　行
政
は
究
極
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ

る
と
い
う
が
、
職
員
の
人
事
配
置
や
人
材

育
成
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　若
い
職
員
に
は
、
様
々
な
職
場
を

知
り
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
数
年
で
の
異
動
と
し
て
い
る
。
職

員
個
々
の
能
力
や
適
性
を
活
か
す
た
め
に

適
材
適
所
へ
の
配
置
や
、
専
門
性
を
高
め

社
会
環
境
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
的
確

に
把
握
し
対
応
で
き
る
職
員
の
育
成
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
て
い
る
市
内

の
商
工
業
者
へ
の
支
援
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　中
小
事
業
者
経
営
継
続
支
援
事
業

の
さ
ら
な
る
拡
充
に
よ
り
、
市
内
事
業
者

の
経
営
継
続
支
援
を
引
き
続
き
行
う
ほ

か
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
再
度
の

実
施
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　裾
野
が
広
い
経
済
振
興
策
と
し

て
、
観
光
振
興
計
画
を
作
成
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
く
の
か
。

　
　
　観
光
誘
客
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
具

体
的
な
行
動
計
画
を
含
む
「
魚
沼
市
観
光

戦
略
プ
ラ
ン
」
を
作
成
す
る
方
向
で
調
整

し
て
い
る
。
５
月
に
は
、
約
10
名
の
策
定

委
員
の
人
選
を
行
い
、
３
回
程
度
の
委
員

会
を
予
定
し
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
も
経
た
中
で
、
令
和
３
年
度
中
に
策

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　水
の
郷
工
業
団
地
へ
農
産
物
を
貯

蔵
す
る
雪
中
貯
蔵
施
設
を
建
設
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　市
で
施
設
を
建
設
す
る
考
え
は
な

い
が
、
工
業
団
地
内
の
進
出
企
業
に
お
い

て
雪
中
貯
蔵
施
設
を
建
設
す
る
場
合
、「
雪

冷
熱
利
活
用
施
設
導
入
事
業
補
助
金
」
に

よ
り
、設
置
費
用
の
助
成
が
可
能
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
に
は
、
魚
沼
醸
造
㈱
が
こ
の

補
助
金
を
活
用
し
、
雪
中
貯
蔵
庫
を
建
設

し
て
い
る
。

　
　
　市
内
温
泉
施
設
を
全
て
指
定
管
理

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は

ど
う
か
。

　
　
　現
在
市
内
に
あ
る
９
つ
の
温
泉
施

設
の
う
ち
、
６
施
設
は
す
で
に
指
定
管
理

施
設
で
あ
る
。
残
り
の
寿
和
温
泉
、
こ
ま

み
及
び
栃
尾
又
温
泉
セ
ン
タ
ー
は
、
直
営

ま
た
は
、
管
理
委
託
施
設
と
な
っ
て
い
る

が
、
寿
和
温
泉
は
改
修
方
法
の
協
議
を
進

め
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
管
理
方
法
に
つ
い

て
も
検
討
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
２
施
設

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
指
定
管
理
ま
た
は
、

譲
渡
に
向
け
た
準
備
を
進
め
た
い
。

答答

問問問

問問

答答答

　
　
　日
本
政
府
は
２
０
５
０
年
ま
で
に

C
O
2 

排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
国
際

公
約
を
し
た
。
魚
沼
市
に
も
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　市
庁
舎
、
小
中
学
校
校
舎
、
体
育
館
の

外
壁
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、
昼

間
消
費
電
力
を
相
殺
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　現
在
、
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置

す
る
計
画
は
な
い
が
、
今
後
、
国
県
の
動

向
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　
　
　自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
２
０
３
５

年
ま
で
に
ガ
ソ
リ
ン
車
製
造
を
終
了
す
る

計
画
だ
。
公
用
車
を
Ｅ
Ｖ
化
す
る
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　今
年
度
２
台
の
Ｅ
Ｖ
車
を
配
置
し

た
。
今
後
の
公
用
車
の
入
れ
替
え
に
つ
い

て
も
、公
用
車
の
用
途
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　市
の
業
務
委
託
先
で
使
用
し
て
い

る
車
両
台
数
も
多
い
。支
援
策
は
ど
う
か
。

　
　
　脱
炭
素
社
会
を
推
進
す
る
う
え

で
、
重
要
な
取
組
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
の
検
討
材
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　車
両
の
Ｅ
Ｖ
化
を
進
め
る
に
は
、

急
速
充
電
設
備
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

庁
舎
駐
車
場
に
も
必
要
だ
が
ど
う
か
。

　
　
　本
庁
舎
の
公
用
車
車
庫
に
普
通
充

電
設
備
を
設
置
し
て
い
る
が
、
ほ
か
の
市

有
駐
車
場
へ
の
設
置
計
画
は
な
い
。今
後
、

市
内
の
Ｅ
Ｖ
車
両
の
普
及
状
況
を
踏
ま
え

検
討
す
る
。

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
要
望
す
る

　
　
　羽
根
川
始
発
・
終
点
の
バ
ス
路
線

を
市
役
所
新
庁
舎
ま
で
延
伸
で
き
な
い
か
。

　
　
　利
用
者
や
地
元
等
の
意
向
を
確
認

し
な
が
ら
利
便
性
向
上
に
向
け
て
交
通
事

業
者
等
と
引
き
続
き
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　
　上
越
線
、
只
見
線
の
運
休
が
多
発

し
て
い
る
。改
善
を
求
め
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
　冬
期
間
に
お
け
る
安
定
し
た
鉄
道

運
行
の
確
保
に
つ
い
て
、
新
潟
県
鉄
道
整

備
促
進
協
議
会
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新

潟
支
社
へ
要
望
し
て
い
る
。

答答答

問問問

問問問

答答答 　
　
　

 

市
内
の
市
道
の
敷
地
内
に
は
、

道
路
の
拡
幅
や
利
用
を
先
行
し
た
た
め
、

市
へ
の
所
有
権
移
転
が
未
了
と
な
っ
て
い

る
未
登
記
道
路
が
存
在
し
て
い
る
。

　地
目
が
公
衆
用
道
路
に
な
っ
て
い
な
い

市
内
の
未
登
記
道
路
の
数
は
把
握
し
て
い

る
か
。

　
　
　未
登
記
道
路
の
数
に
つ
い
て
は
、

把
握
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　市
内
全
域
で
考
え
た
ら
と
ん
で
も

な
い
数
の
未
登
記
道
路
が
予
想
さ
れ
る

が
、
市
と
し
て
今
ま
で
未
登
記
道
路
の
解

消
に
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　未
登
記
道
路
の
把
握
の
た
め
の
費

用
に
つ
い
て
は
、
見
当
も
つ
か
な
い
状
況

で
あ
る
た
め
、
近
隣
の
市
町
村
や
先
進
の

自
治
体
が
ど
の
よ
う
に
未
登
記
道
路
を
解

消
し
た
か
を
調
査
し
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
。

　
　
　未
登
記
道
路
の
中
で
、
道
路
部
分

が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
と

聞
く
が
、
市
内
に
何
カ
所
あ
る
か
。

　
　
　非
課
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
土
地

は
、
約
90
筆
あ
る
。

　
　
　未
登
記
道
路
の
場
合
は
、
固
定
資

産
税
が
長
期
間
に
わ
た
り
誤
っ
て
徴
収
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　市
が
道
路
用
地
と
認
識
し
て
い
る

部
分
は
、
道
路
と
区
分
し
、
非
課
税
と
し

て
適
正
に
措
置
し
て
い
る
。

　
　
　同
じ
未
登
記
道
路
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
と
非
課
税
と
な

っ
て
い
る
方
が
い
て
は
、
土
地
の
所
有
者

は
非
常
に
不
公
平
と
感
じ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
　ご
指
摘
の
と
お
り
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
課
税
台
帳
縦
覧
や
課
税
明
細
の

送
付
時
等
を
利
用
し
て
、
土
地
所
有
者
か

ら
の
申
出
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
調
査

を
進
め
な
が
ら
、
適
切
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　長
期
計
画
で
未
登
記
道
路
を
法
務

局
へ
登
記
し
、
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
理

想
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　長
期
計
画
で
整
理
し
て
い
く
こ
と

は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
費

用
も
か
か
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
市

民
か
ら
の
申
し
出
が
あ
っ
た
道
路
に
つ
い

て
、
優
先
的
に
予
算
の
範
囲
内
で
順
次
進

め
る
。

答答答

問問問

問問問

答答答

森島　守人

佐藤　　肇

岡部　計夫

※QRコードにて「魚沼市議会YouTubeチャンネル」をご覧になれます。
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　近
年
の
米
の
需
要
状
況
は
、
人
口

減
少
な
ど
の
要
因
も
加
わ
り
、
全
国
で
毎

年
米
の
消
費
量
が
減
少
し
て
い
る
。ま
た
、

昨
年
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
で
外
食
需
要
が
大
幅
に
落

ち
込
み
、
主
食
用
米
の
需
給
環
境
は
よ
り

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　魚
沼
市
の
農
業
政
策
に
お
い
て
、
国
や

県
の
支
援
を
最
大
限
活
用
し
、
主
食
用
米

と
非
主
食
米
と
の
価
格
差
解
消
に
つ
な
が

る
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　魚
沼
市
農
業
再
生
協
議
会
を
通

じ
、
農
業
者
に
交
付
す
る
転
作
作
物
等
に

対
す
る
助
成
金
を
、
新
年
度
予
算
に
お
い

て
大
幅
に
増
額
し
た
。
令
和
３
年
産
米
の

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
米
価
下
落
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、市
の
制
度
に
加
え
、

国
や
県
の
制
度
を
最
大
限
活
用
し
、
農
業

者
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　　
　
　米
の
６
次
産
業
化
を
図
る
べ
く
、

お
に
ぎ
り
・
餅
・
味
噌
・
麹
・
米
粉
菓
子

や
酒
な
ど
で
付
加
価
値
を
付
け
た
販
売
促

進
を
図
る
た
め
、
予
算
措
置
を
行
っ
て
支

援
の
拡
充
を
求
め
た
い
。

　
　
　こ
だ
わ
り
を
持
っ
た
農
産
物
等
を

推
奨
す
る
、魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
制
度
や
、

加
工
販
売
に
お
け
る
出
口
支
援
策
と
し

て
、
新
商
品
開
発
支
援
及
び
販
路
拡
大
支

援
を
新
年
度
予
算
措
置
し
て
い
る
。
生
産

者
を
含
め
、
関
係
機
関
に
支
援
制
度
の
周

知
を
含
め
働
き
か
け
を
行
い
た
い
。

　
　
　６
次
産
業
化
製
品
を
魚
沼
市
の
特

産
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
、
広
く
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、
魚
沼
米
と
合

わ
せ
て
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
農
業

振
興
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の

見
解
を
問
う
。

　
　
　農
産
物
等
が
返
礼
品
と
な
る
こ
と

に
よ
り
、
本
市
農
業
の
魅
力
発
信
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
る
。地
産
地
消
、

販
路
拡
大
事
業
に
お
い
て
支
援
し
た
商
品

等
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
返
礼
品
の
登

録
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

答 答

問問

問

答 　
　
　国
や
県
、
そ
し
て
魚
沼
市
が
今
後

打
ち
出
す
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
の

施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
各
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
あ
く
ま
で
も
止
血
的
な
も
の
で

あ
り
、
中
長
期
の
視
点
に
立
ち
、
今
後
、

回
復
し
て
い
く
首
都
圏
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
旅
行
・
消
費
需
要
に
適
切
に
応
え
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
来
年
度
は
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
を
調
査
・
分
析
し
た
「
効
果

的
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
」
の
開
発
に
着
手

し
、
将
来
の
観
光
誘
客
に
つ
な
が
る
施
策

を
展
開
し
て
い
く
。

　
　
　魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン

の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
「
軽
ト
ラ
市
」
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
を
複
合
し
誘
客
す
る
取
組
を
行

政
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　イ
ベ
ン
ト
前
後
で
の
宿
泊
や
イ
ベ

ン
ト
実
施
に
合
わ
せ
た
物
販
の
拡
充
、
交

流
会
の
実
施
な
ど
、
観
光
誘
客
の
効
果
が

高
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、
主
催
者
で

あ
る
各
実
行
委
員
会
へ
の
働
き
か
け
を
行

っ
て
い
く
。

　
　
　イ
ン
ス
タ
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
何
千
以

上
は
リ
フ
ト
券
無
料
。
F
a
c
e
b
o
o
k

友
だ
ち
何
千
人
以
上
は
只
見
線
１
日
乗
り

放
題
な
ど
、
そ
の
条
件
と
し
て
24
時
間
以

内
に
魚
沼
市
の
魅
力
を
S
N
S
で
投
稿
し

て
い
た
だ
く
よ
う
な
企
画
を
立
て
な
い
か
。

　
　
　S
N
S
の
活
用
は
重
要
で
あ
り
、

特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
発
信
力
の
影

響
も
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
魚
沼
特

使
の
方
々
か
ら
、
積
極
的
に
情
報
発
信
を

し
て
い
た
だ
く
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
考
え
て
お
り
、
議
員
の
ご
意
見
も

参
考
に
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
市
で
も
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
F
a
c
e
b
o
o
k
を
活

用
し
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
、
ス
ピ

ー
ド
、
質
、
量
な
ど
発
信
力
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

答

問問

問

答答

　
　
　市
長
が
所
信
表
明
で
、
小
出
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
、

魚
沼
市
の
知
名
度
を
上
げ
る
た
め
に
是
非

と
も
実
現
し
た
い
と
述
べ
た
こ
と
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

　市
長
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
た

い
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
い
つ
頃
ま
で
に

変
更
し
た
い
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　令
和
６
年
度
中
の
変
更
を
目
指
し

て
、
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　堀
之
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名

称
を
変
更
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　同
様
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　市
長
は
「
魚
沼
」
の
文
字
を
入
れ

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
命

名
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
決
め
る
の
か
。

　
　
　魚
沼
地
域
全
域
で
構
成
す
る
協
議

会
を
設
立
し
、
関
係
市
町
村
等
と
協
議
を

整
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
前
段
と
し

て
市
内
で
の
議
論
や
意
向
調
査
等
を
進

め
、
本
市
と
し
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　市
民
向
け
に
説
明
ま
た
は
情
報
公

開
を
し
、
市
民
の
同
意
を
得
た
中
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
、
市
長
が
「
魚

沼
」
に
こ
だ
わ
る
意
気
込
み
は
。

　
　
　私
は
自
分
が
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
、

魚
沼
が
大
好
き
で
あ
り
、
魚
沼
と
い
う
名

称
に
愛
着
と
自
信
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

ど
う
し
て
も
「
魚
沼
」
と
い
う
名
前
を
付

け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

市
内
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

　
　
　市
長
は
持
続
可
能
な
ス
キ
ー
場
運

営
に
向
け
た
行
政
の
関
り
方
を
再
検
討
す

る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
ど
の

よ
う
な
関
り
方
を
考
え
て
い
る
か

　
　
　「人
と
四
季
が
か
が
や
く
雪
の
く

に
」
を
合
言
葉
に
合
併
を
し
た
本
市
に
お

い
て
、
観
光
、
経
済
的
側
面
だ
け
で
ス
キ

ー
場
の
価
値
を
判
断
し
、
行
政
と
し
て
の

関
り
方
を
判
断
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　私
も
市
内
に
ス
キ
ー
場
は
残
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
一
人
だ
が
、

ス
キ
ー
場
を
利
用
す
る
市
民
を
増
や
し
、

市
外
か
ら
の
誘
客
を
増
や
す
支
援
策
が
大

き
な
課
題
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　市
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、
ま
ず
は

ソ
フ
ト
支
援
、
そ
し
て
運
営
業
者
が
経
営

努
力
す
る
こ
と
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

答答答

問問問問

問問

答答答 　
　
　１

　魚
沼
市
斎
場
旧
地
権
者
に
対

す
る
弁
償
金
2
，
7
0
9
万
円
は
、
旧
地

権
者
に
示
せ
る
よ
う
な
客
観
的
な
証
拠
が

全
く
な
い
架
空
請
求
で
あ
る
と
い
う
認
識

が
あ
る
か
。

２

　旧
地
権
者
の
一
人
は
「
市
は
い
い
加

減
に
架
空
請
求
を
や
め
て
く
れ
」
と
言
っ

て
い
た
。
市
は
何
年
間
に
も
渡
り
、
旧
地

権
者
を
精
神
的
に
苦
し
め
続
け
て
い
る
。

内
田
市
長
も
前
市
長
と
同
じ
こ
と
を
続
け

る
の
か
。

３

　斎
場
建
設
瑕
疵
担
保
請
求
を
予
算
か

ら
削
除
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
所

在
を
明
ら
か
に
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

　
　
　全
体
を
通
し
て
お
答
え
す
る
が
、

質
問
の
件
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
精
査
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
私
自
身
の

考
え
を
述
べ
る
ま
で
の
段
階
に
至
っ
て
い

な
い
。

訴
訟
応
訴
に
つ
い
て
問
う

　
　
　市
長
は
、新
た
に
弁
護
士
を
立
て
、

「
令
和
２
年
（
行
ウ
）
第
12
号

　市
民
財

産
違
法
譲
渡
損
害
賠
償
事
件
」
の
訴
状
に

対
し
応
訴
し
た
。
こ
の
裁
判
は
、
前
市
長

個
人
に
対
す
る
も
の
で
、
内
田
市
長
と
は

全
く
関
係
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
が

前
市
長
個
人
を
擁
護
す
る
た
め
の
裁
判
の

弁
護
士
費
用
を
支
払
え
ば
、
利
益
供
与
と

な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　新
潟
地
方
裁
判
所
か
ら
、
魚
沼
市

及
び
魚
沼
市
長
内
田
幹
夫
宛
て
に
準
備
書

面
が
届
い
た
こ
と
か
ら
、
応
訴
し
な
け
れ

ば
敗
訴
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
応
訴
し
た

も
の
で
あ
る
。
前
市
長
に
対
す
る
利
益
供

与
に
な
る
の
で
は
、
と
の
こ
と
だ
が
、
あ

く
ま
で
も
当
該
訴
訟
の
被
告
は
魚
沼
市
及

び
魚
沼
市
長
内
田
幹
夫
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
利
益
供
与
に
な
る
も
の
と
は
考

え
て
い
な
い
。

答

問

問

答

斎
場
瑕
疵
担
保
請
求
に
つ

い
て
市
長
の
認
識
を
問
う

大平　栄治

観
光
振
興
に
お
け
る
今
後

の
施
策
に
つ
い
て

星　　直樹

小
出
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
名
称
変
更
に
つ
い
て

関矢　孝夫

令
和
３
年
産
米
対
策
に
つ

い
て
問
う

佐藤　敏雄
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　近
年
の
米
の
需
要
状
況
は
、
人
口

減
少
な
ど
の
要
因
も
加
わ
り
、
全
国
で
毎

年
米
の
消
費
量
が
減
少
し
て
い
る
。ま
た
、

昨
年
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
で
外
食
需
要
が
大
幅
に
落

ち
込
み
、
主
食
用
米
の
需
給
環
境
は
よ
り

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　魚
沼
市
の
農
業
政
策
に
お
い
て
、
国
や

県
の
支
援
を
最
大
限
活
用
し
、
主
食
用
米

と
非
主
食
米
と
の
価
格
差
解
消
に
つ
な
が

る
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　魚
沼
市
農
業
再
生
協
議
会
を
通

じ
、
農
業
者
に
交
付
す
る
転
作
作
物
等
に

対
す
る
助
成
金
を
、
新
年
度
予
算
に
お
い

て
大
幅
に
増
額
し
た
。
令
和
３
年
産
米
の

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
米
価
下
落
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、市
の
制
度
に
加
え
、

国
や
県
の
制
度
を
最
大
限
活
用
し
、
農
業

者
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　　
　
　米
の
６
次
産
業
化
を
図
る
べ
く
、

お
に
ぎ
り
・
餅
・
味
噌
・
麹
・
米
粉
菓
子

や
酒
な
ど
で
付
加
価
値
を
付
け
た
販
売
促

進
を
図
る
た
め
、
予
算
措
置
を
行
っ
て
支

援
の
拡
充
を
求
め
た
い
。

　
　
　こ
だ
わ
り
を
持
っ
た
農
産
物
等
を

推
奨
す
る
、魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
制
度
や
、

加
工
販
売
に
お
け
る
出
口
支
援
策
と
し

て
、
新
商
品
開
発
支
援
及
び
販
路
拡
大
支

援
を
新
年
度
予
算
措
置
し
て
い
る
。
生
産

者
を
含
め
、
関
係
機
関
に
支
援
制
度
の
周

知
を
含
め
働
き
か
け
を
行
い
た
い
。

　
　
　６
次
産
業
化
製
品
を
魚
沼
市
の
特

産
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
、
広
く
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、
魚
沼
米
と
合

わ
せ
て
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
農
業

振
興
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の

見
解
を
問
う
。

　
　
　農
産
物
等
が
返
礼
品
と
な
る
こ
と

に
よ
り
、
本
市
農
業
の
魅
力
発
信
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
る
。地
産
地
消
、

販
路
拡
大
事
業
に
お
い
て
支
援
し
た
商
品

等
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
返
礼
品
の
登

録
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

答 答

問問

問

答 　
　
　国
や
県
、
そ
し
て
魚
沼
市
が
今
後

打
ち
出
す
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
の

施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
各
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
あ
く
ま
で
も
止
血
的
な
も
の
で

あ
り
、
中
長
期
の
視
点
に
立
ち
、
今
後
、

回
復
し
て
い
く
首
都
圏
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
旅
行
・
消
費
需
要
に
適
切
に
応
え
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
来
年
度
は
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
を
調
査
・
分
析
し
た
「
効
果

的
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
」
の
開
発
に
着
手

し
、
将
来
の
観
光
誘
客
に
つ
な
が
る
施
策

を
展
開
し
て
い
く
。

　
　
　魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン

の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
「
軽
ト
ラ
市
」
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
を
複
合
し
誘
客
す
る
取
組
を
行

政
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　イ
ベ
ン
ト
前
後
で
の
宿
泊
や
イ
ベ

ン
ト
実
施
に
合
わ
せ
た
物
販
の
拡
充
、
交

流
会
の
実
施
な
ど
、
観
光
誘
客
の
効
果
が

高
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、
主
催
者
で

あ
る
各
実
行
委
員
会
へ
の
働
き
か
け
を
行

っ
て
い
く
。

　
　
　イ
ン
ス
タ
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
何
千
以

上
は
リ
フ
ト
券
無
料
。
F
a
c
e
b
o
o
k

友
だ
ち
何
千
人
以
上
は
只
見
線
１
日
乗
り

放
題
な
ど
、
そ
の
条
件
と
し
て
24
時
間
以

内
に
魚
沼
市
の
魅
力
を
S
N
S
で
投
稿
し

て
い
た
だ
く
よ
う
な
企
画
を
立
て
な
い
か
。

　
　
　S
N
S
の
活
用
は
重
要
で
あ
り
、

特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
発
信
力
の
影

響
も
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
魚
沼
特

使
の
方
々
か
ら
、
積
極
的
に
情
報
発
信
を

し
て
い
た
だ
く
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
考
え
て
お
り
、
議
員
の
ご
意
見
も

参
考
に
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
市
で
も
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
F
a
c
e
b
o
o
k
を
活

用
し
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
、
ス
ピ

ー
ド
、
質
、
量
な
ど
発
信
力
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

答

問問

問

答答

　
　
　市
長
が
所
信
表
明
で
、
小
出
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
、

魚
沼
市
の
知
名
度
を
上
げ
る
た
め
に
是
非

と
も
実
現
し
た
い
と
述
べ
た
こ
と
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

　市
長
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
た

い
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
い
つ
頃
ま
で
に

変
更
し
た
い
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　令
和
６
年
度
中
の
変
更
を
目
指
し

て
、
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　堀
之
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名

称
を
変
更
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　同
様
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　市
長
は
「
魚
沼
」
の
文
字
を
入
れ

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
命

名
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
決
め
る
の
か
。

　
　
　魚
沼
地
域
全
域
で
構
成
す
る
協
議

会
を
設
立
し
、
関
係
市
町
村
等
と
協
議
を

整
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
前
段
と
し

て
市
内
で
の
議
論
や
意
向
調
査
等
を
進

め
、
本
市
と
し
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　市
民
向
け
に
説
明
ま
た
は
情
報
公

開
を
し
、
市
民
の
同
意
を
得
た
中
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
、
市
長
が
「
魚

沼
」
に
こ
だ
わ
る
意
気
込
み
は
。

　
　
　私
は
自
分
が
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
、

魚
沼
が
大
好
き
で
あ
り
、
魚
沼
と
い
う
名

称
に
愛
着
と
自
信
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

ど
う
し
て
も
「
魚
沼
」
と
い
う
名
前
を
付

け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

市
内
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

　
　
　市
長
は
持
続
可
能
な
ス
キ
ー
場
運

営
に
向
け
た
行
政
の
関
り
方
を
再
検
討
す

る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
ど
の

よ
う
な
関
り
方
を
考
え
て
い
る
か

　
　
　「人
と
四
季
が
か
が
や
く
雪
の
く

に
」
を
合
言
葉
に
合
併
を
し
た
本
市
に
お

い
て
、
観
光
、
経
済
的
側
面
だ
け
で
ス
キ

ー
場
の
価
値
を
判
断
し
、
行
政
と
し
て
の

関
り
方
を
判
断
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　私
も
市
内
に
ス
キ
ー
場
は
残
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
一
人
だ
が
、

ス
キ
ー
場
を
利
用
す
る
市
民
を
増
や
し
、

市
外
か
ら
の
誘
客
を
増
や
す
支
援
策
が
大

き
な
課
題
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　市
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、
ま
ず
は

ソ
フ
ト
支
援
、
そ
し
て
運
営
業
者
が
経
営

努
力
す
る
こ
と
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

答答答

問問問問

問問

答答答 　
　
　１

　魚
沼
市
斎
場
旧
地
権
者
に
対

す
る
弁
償
金
2
，
7
0
9
万
円
は
、
旧
地

権
者
に
示
せ
る
よ
う
な
客
観
的
な
証
拠
が

全
く
な
い
架
空
請
求
で
あ
る
と
い
う
認
識

が
あ
る
か
。

２

　旧
地
権
者
の
一
人
は
「
市
は
い
い
加

減
に
架
空
請
求
を
や
め
て
く
れ
」
と
言
っ

て
い
た
。
市
は
何
年
間
に
も
渡
り
、
旧
地

権
者
を
精
神
的
に
苦
し
め
続
け
て
い
る
。

内
田
市
長
も
前
市
長
と
同
じ
こ
と
を
続
け

る
の
か
。

３

　斎
場
建
設
瑕
疵
担
保
請
求
を
予
算
か

ら
削
除
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
所

在
を
明
ら
か
に
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

　
　
　全
体
を
通
し
て
お
答
え
す
る
が
、

質
問
の
件
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
精
査
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
私
自
身
の

考
え
を
述
べ
る
ま
で
の
段
階
に
至
っ
て
い

な
い
。

訴
訟
応
訴
に
つ
い
て
問
う

　
　
　市
長
は
、新
た
に
弁
護
士
を
立
て
、

「
令
和
２
年
（
行
ウ
）
第
12
号

　市
民
財

産
違
法
譲
渡
損
害
賠
償
事
件
」
の
訴
状
に

対
し
応
訴
し
た
。
こ
の
裁
判
は
、
前
市
長

個
人
に
対
す
る
も
の
で
、
内
田
市
長
と
は

全
く
関
係
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
が

前
市
長
個
人
を
擁
護
す
る
た
め
の
裁
判
の

弁
護
士
費
用
を
支
払
え
ば
、
利
益
供
与
と

な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　新
潟
地
方
裁
判
所
か
ら
、
魚
沼
市

及
び
魚
沼
市
長
内
田
幹
夫
宛
て
に
準
備
書

面
が
届
い
た
こ
と
か
ら
、
応
訴
し
な
け
れ

ば
敗
訴
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
応
訴
し
た

も
の
で
あ
る
。
前
市
長
に
対
す
る
利
益
供

与
に
な
る
の
で
は
、
と
の
こ
と
だ
が
、
あ

く
ま
で
も
当
該
訴
訟
の
被
告
は
魚
沼
市
及

び
魚
沼
市
長
内
田
幹
夫
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
利
益
供
与
に
な
る
も
の
と
は
考

え
て
い
な
い
。

答

問

問

答

斎
場
瑕
疵
担
保
請
求
に
つ

い
て
市
長
の
認
識
を
問
う

大平　栄治

観
光
振
興
に
お
け
る
今
後

の
施
策
に
つ
い
て

星　　直樹

小
出
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
名
称
変
更
に
つ
い
て

関矢　孝夫

令
和
３
年
産
米
対
策
に
つ

い
て
問
う

佐藤　敏雄
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

公
契
約
条
例
で
人
材
の
確

保
を

高野甲子雄

　
　
　環
境
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
、
ご

み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
・
環

境
負
荷
の
低
減
な
ど
の
取
組
を
、
南
魚
沼

市
と
湯
沢
町
と
の
共
同
歩
調
で
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　平
成
28
年
度
か
ら
二
市
一
町
に
お

い
て
、
魚
沼
地
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ

ョ
ン
に
基
づ
き
、
食
品
ロ
ス
削
減
を
目
的

と
し
た
「
お
い
し
い
食
べ
き
り
運
動
」
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
、
共
同
に
よ
る

取
組
も
含
め
、
先
進
事
例
等
を
参
考
に
ご

み
の
減
量
化
や
環
境
負
荷
の
低
減
に
向
け

た
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　非
食
用
米
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ

ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ご
み
指
定
袋
の
活

用
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　バ
イ
オ
マ
ス
配
合
素
材
が
ご
み
指

定
袋
に
活
用
で
き
る
方
向
で
検
討
を
進
め
る
。

新
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

　
　
　新
た
な
展
開
に
よ
り
時
間
が
か
か

る
恐
れ
が
あ
る
。
現
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
の
長

寿
命
化
も
含
め
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　新
施
設
の
建
設
に
向
け
て
は
最
短

で
も
10
年
以
上
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
在
の
エ

コ
プ
ラ
ン
ト
を
稼
働
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
は
必

須
で
あ
る
と
考
え
、
策
定
作
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
時
代
の
地
域
雇
用
創
出
に
向
け
て

　
　
　全
国
の
民
間
人
材
か
ら
公
募
し
、

民
間
人
材
の
公
募
型
副
業
制
度
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

　
　
　私
が
目
指
す
民
間
感
覚
、
市
民
感

覚
を
持
っ
た
市
政
運
営
に
お
い
て
は
、

様
々
な
方
向
か
ら
の
研
究
、
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
の
あ
り
方

と
し
て
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　新
時
代
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
な
る
場
の
環
境
設
定

を
行
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　今
後
の
公
共
施
設
の
利
活
用
を
検

討
す
る
際
に
は
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

答答答

問問問

問問

答答

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
ご
み
袋
の
使
用
を

本田　　篤

　
　
　高
齢
化
世
帯
が
増
え
る
中
で
、
冬

場
の
除
雪
は
悩
み
の
一
つ
と
聞
く
。
特
に

門
払
い
除
雪
に
つ
い
て
は
、
市
の
軽
度
生

活
支
援
事
業
の
除
雪
援
助
の
支
援
制
度
が

あ
る
が
、
門
払
い
除
雪
の
対
応
者
が
お
ら

ず
、
介
護
や
障
害
者
送
迎
の
た
め
の
乗
車

の
際
は
、
乗
車
可
能
な
場
所
ま
で
移
動
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
市
長

の
見
解
を
問
う
。

　
　
　除
雪
者
の
確
保
は
原
則
、
利
用
者

ご
自
身
で
見
付
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

市
で
除
雪
者
の
募
集
は
行
っ
て
い
な
い
。

ご
自
身
で
見
付
け
ら
れ
な
い
場
合
に
つ
い

て
は
、
当
該
事
業
の
除
雪
援
助
を
実
施
し

て
い
る
業
者
の
名
簿
に
よ
り
相
談
を
承
っ

て
い
る
が
、
現
状
を
確
認
し
て
、
必
要
に

応
じ
て
対
応
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　道
路
除
雪
時
に
残
っ
た
路
肩
の
除

雪
や
門
払
い
除
雪
の
多
様
化
し
た
考
え
な

ど
で
、
軽
度
生
活
支
援
事
業
の
制
度
の
見

直
し
の
検
討
が
さ
れ
る
時
期
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　利
用
者
が
何
処
に
連
絡
を
し
た

ら
、
困
り
ご
と
の
対
応
が
取
れ
る
か
検
討

す
る
。
ま
た
、
業
者
に
対
し
て
も
実
態
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
対
応
を
進
め
た
い
。

若
年
層
へ
の
薬
物
流
出
問
題
に
つ
い
て

　
　
　社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
若
年
層

の
薬
物
乱
用
問
題
に
対
し
、
県
警
で
は
危

機
感
を
感
じ
て
県
内
教
育
委
員
会
に
対

し
、
学
校
で
指
導
の
強
化
を
求
め
、
要
請

が
あ
れ
ば
県
警
の
専
門
員
が
出
向
い
て
講

師
を
務
め
る
と
し
た
。
児
童
・
生
徒
そ
し

て
保
護
者
へ
薬
物
乱
用
の
怖
さ
を
知
っ
て

頂
く
よ
う
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
　前
向
き
に
検
討
し
、
学
校
に
お
け

る
薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る
指
導
の
一
層

の
充
実
に
努
め
る
。

答 答

問問

問

答

　
　
　超
高
齢
化
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
に

と
っ
て
配
慮
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
次
の

こ
と
を
質
問
し
ま
す
。

　各
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
一
日
の

平
均
利
用
人
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　各
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
平

均
利
用
人
数
に
つ
い
て
、
堀
之
内
が
平
均

６
人
、
湯
之
谷
と
広
神
が
平
均
３
人
程
度

で
あ
る
。

　
　
　高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
本
庁
担

当
課
へ
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
方
を
対
象

に
、
書
類
等
を
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
預

か
り
、
担
当
課
へ
届
け
る
シ
ス
テ
ム
を
行

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
知
ら
な
い
方
が
多

い
。
改
善
策
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　周
知
の
方
法
が
適
切
か
研
究
し
、

ど
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
も
対
応
で
き

る
よ
う
、
徹
底
を
図
り
た
い
。

多
胎
児
支
援
に
つ
い
て

　
　
　多
胎
児
家
庭
の
問
題
を
認
知
し
子

育
て
し
や
す
い
魚
沼
市
に
な
る
よ
う
次
の

こ
と
を
質
問
し
ま
す
。

　外
出
補
助
と
し
て
検
診
や
予
防
接
種
時

の
送
迎
サ
ポ
ー
タ
ー
や
タ
ク
シ
ー
利
用
の

補
助
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　養
育
支
援
訪
問
事
業
に
お
い
て
、

育
児
不
安
の
解
消
や
、
養
育
技
術
の
提
供

等
の
た
め
の
相
談
・
支
援
を
通
じ
て
実
態

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
多
胎
児
を
持
つ

保
護
者
か
ら
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、

支
援
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　多
胎
児
と
兄
弟
姉
妹
が
同
一
保
育

園
へ
入
園
で
き
る
よ
う
優
先
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　多
胎
児
を
含
む
兄
弟
姉
妹
が
、
同

一
施
設
に
既
に
入
園
し
て
い
る
場
合
や
、

同
時
に
同
一
施
設
を
希
望
す
る
場
合
に

は
、
優
先
利
用
と
し
加
点
し
て
お
り
、
同

一
保
育
園
の
利
用
と
な
る
よ
う
調
整
に
努

め
い
て
い
る
。

答答

問問

問問

答答 　
　
　「公
契
約
条
例
」
は
安
さ
だ
け
を

求
め
る
入
札
か
ら
、
従
事
す
る
建
設
労
働

者
や
委
託
労
働
者
の
賃
金
の
「
最
低
額
」

を
入
札
や
落
札
の
条
件
と
し
て
、
自
治
体

の
入
札
や
契
約
の
中
で
定
め
る
も
の
で
あ

る
。
　国
は
平
成
25
年
に
「
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
」
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
平

成
２
年
３
月
に
新
潟
県
で
は
「
普
通
作
業

員
」
は
1
8
，8
9
5
円
に
な
っ
て
い
る
。

　事
業
者
に
は
、
過
当
競
争
、
不
当
な
ダ

ン
ピ
ン
グ
な
ど
が
排
除
で
き
、
労
働
者
に

は
、
賃
金
切
り
下
げ
の
歯
止
め
に
な
り
、

市
に
と
っ
て
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

確
保
な
ど
と
税
収
の
確
保
が
図
ら
れ
る
。

３
者
に
対
し
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
「
公
契

約
条
例
」
を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

　
　
　国
に
お
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
る

公
共
工
事
の
品
質
確
保
と
そ
の
中
長
期
的

な
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
基
本
理
念
と

し
た
法
整
備
を
実
施
し
、
週
休
２
日
へ
の

取
組
、
適
切
な
履
行
期
間
の
設
定
等
を
実

施
し
、
建
設
労
働
者
の
確
保
及
び
離
職
防

止
に
努
め
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

こ
の
よ
う
な
施
策
に
準
じ
対
応
し
て
い
る

た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
公
契
約
条
例
の

制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

放
射
能
汚
染
汚
泥
の
処
分
に
つ
い
て

　
　
　福
島
第
一
原
発
事
故
で
発
生
し
た

高
濃
度
の
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
汚
泥

が
、
旧
大
沢
下
水
道
処
理
場
に
保
管
さ
れ

て
い
る
。
処
分
が
遅
れ
て
い
る
要
因
は
な

に
か
。

　
　
　国
の
指
針
で
は
基
準
値
１
㎏
当
た

り
8
，0
0
0
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
も
の
は
、

一
般
廃
棄
物
と
し
て
処
理
し
て
よ
い
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
県
内
の
処
理
業
者
か

ら
は
基
準
値
以
下
で
あ
っ
て
も
放
射
能
汚

染
さ
れ
た
汚
泥
の
処
理
を
拒
ま
れ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
県
外
の
処
理
業
者
に
つ
い

て
も
、
処
理
可
能
と
す
る
業
者
が
見
当
た

ら
な
い
状
況
が
続
い
た
こ
と
が
、
処
分
が

遅
れ
て
い
る
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
ダ
ム
建
設
に
よ
る
雪
資

源
の
活
用
と
観
光
振
興
﹂
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

答

問

問

答

高
齢
者
の
門
払
い
除
雪
対

応
に
つ
い
て

大桃　俊彦

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

の
利
用
に
つ
い
て
問
う

星野みゆき
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公
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例
で
人
材
の
確

保
を

高野甲子雄

　
　
　環
境
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
、
ご

み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
・
環

境
負
荷
の
低
減
な
ど
の
取
組
を
、
南
魚
沼

市
と
湯
沢
町
と
の
共
同
歩
調
で
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　平
成
28
年
度
か
ら
二
市
一
町
に
お

い
て
、
魚
沼
地
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ

ョ
ン
に
基
づ
き
、
食
品
ロ
ス
削
減
を
目
的

と
し
た
「
お
い
し
い
食
べ
き
り
運
動
」
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
、
共
同
に
よ
る

取
組
も
含
め
、
先
進
事
例
等
を
参
考
に
ご

み
の
減
量
化
や
環
境
負
荷
の
低
減
に
向
け

た
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　非
食
用
米
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ

ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ご
み
指
定
袋
の
活

用
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　バ
イ
オ
マ
ス
配
合
素
材
が
ご
み
指

定
袋
に
活
用
で
き
る
方
向
で
検
討
を
進
め
る
。

新
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

　
　
　新
た
な
展
開
に
よ
り
時
間
が
か
か

る
恐
れ
が
あ
る
。
現
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
の
長

寿
命
化
も
含
め
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　新
施
設
の
建
設
に
向
け
て
は
最
短

で
も
10
年
以
上
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
在
の
エ

コ
プ
ラ
ン
ト
を
稼
働
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
は
必

須
で
あ
る
と
考
え
、
策
定
作
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
時
代
の
地
域
雇
用
創
出
に
向
け
て

　
　
　全
国
の
民
間
人
材
か
ら
公
募
し
、

民
間
人
材
の
公
募
型
副
業
制
度
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

　
　
　私
が
目
指
す
民
間
感
覚
、
市
民
感

覚
を
持
っ
た
市
政
運
営
に
お
い
て
は
、

様
々
な
方
向
か
ら
の
研
究
、
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
の
あ
り
方

と
し
て
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　新
時
代
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
な
る
場
の
環
境
設
定

を
行
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　今
後
の
公
共
施
設
の
利
活
用
を
検

討
す
る
際
に
は
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

答答答

問問問

問問

答答

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
ご
み
袋
の
使
用
を

本田　　篤

　
　
　高
齢
化
世
帯
が
増
え
る
中
で
、
冬

場
の
除
雪
は
悩
み
の
一
つ
と
聞
く
。
特
に

門
払
い
除
雪
に
つ
い
て
は
、
市
の
軽
度
生

活
支
援
事
業
の
除
雪
援
助
の
支
援
制
度
が

あ
る
が
、
門
払
い
除
雪
の
対
応
者
が
お
ら

ず
、
介
護
や
障
害
者
送
迎
の
た
め
の
乗
車

の
際
は
、
乗
車
可
能
な
場
所
ま
で
移
動
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
市
長

の
見
解
を
問
う
。

　
　
　除
雪
者
の
確
保
は
原
則
、
利
用
者

ご
自
身
で
見
付
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

市
で
除
雪
者
の
募
集
は
行
っ
て
い
な
い
。

ご
自
身
で
見
付
け
ら
れ
な
い
場
合
に
つ
い

て
は
、
当
該
事
業
の
除
雪
援
助
を
実
施
し

て
い
る
業
者
の
名
簿
に
よ
り
相
談
を
承
っ

て
い
る
が
、
現
状
を
確
認
し
て
、
必
要
に

応
じ
て
対
応
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　道
路
除
雪
時
に
残
っ
た
路
肩
の
除

雪
や
門
払
い
除
雪
の
多
様
化
し
た
考
え
な

ど
で
、
軽
度
生
活
支
援
事
業
の
制
度
の
見

直
し
の
検
討
が
さ
れ
る
時
期
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　利
用
者
が
何
処
に
連
絡
を
し
た

ら
、
困
り
ご
と
の
対
応
が
取
れ
る
か
検
討

す
る
。
ま
た
、
業
者
に
対
し
て
も
実
態
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
対
応
を
進
め
た
い
。

若
年
層
へ
の
薬
物
流
出
問
題
に
つ
い
て

　
　
　社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
若
年
層

の
薬
物
乱
用
問
題
に
対
し
、
県
警
で
は
危

機
感
を
感
じ
て
県
内
教
育
委
員
会
に
対

し
、
学
校
で
指
導
の
強
化
を
求
め
、
要
請

が
あ
れ
ば
県
警
の
専
門
員
が
出
向
い
て
講

師
を
務
め
る
と
し
た
。
児
童
・
生
徒
そ
し

て
保
護
者
へ
薬
物
乱
用
の
怖
さ
を
知
っ
て

頂
く
よ
う
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
　前
向
き
に
検
討
し
、
学
校
に
お
け

る
薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る
指
導
の
一
層

の
充
実
に
努
め
る
。

答 答

問問

問

答

　
　
　超
高
齢
化
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
に

と
っ
て
配
慮
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
次
の

こ
と
を
質
問
し
ま
す
。

　各
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
一
日
の

平
均
利
用
人
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　各
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
平

均
利
用
人
数
に
つ
い
て
、
堀
之
内
が
平
均

６
人
、
湯
之
谷
と
広
神
が
平
均
３
人
程
度

で
あ
る
。

　
　
　高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
本
庁
担

当
課
へ
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
方
を
対
象

に
、
書
類
等
を
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
預

か
り
、
担
当
課
へ
届
け
る
シ
ス
テ
ム
を
行

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
知
ら
な
い
方
が
多

い
。
改
善
策
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　周
知
の
方
法
が
適
切
か
研
究
し
、

ど
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
も
対
応
で
き

る
よ
う
、
徹
底
を
図
り
た
い
。

多
胎
児
支
援
に
つ
い
て

　
　
　多
胎
児
家
庭
の
問
題
を
認
知
し
子

育
て
し
や
す
い
魚
沼
市
に
な
る
よ
う
次
の

こ
と
を
質
問
し
ま
す
。

　外
出
補
助
と
し
て
検
診
や
予
防
接
種
時

の
送
迎
サ
ポ
ー
タ
ー
や
タ
ク
シ
ー
利
用
の

補
助
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　養
育
支
援
訪
問
事
業
に
お
い
て
、

育
児
不
安
の
解
消
や
、
養
育
技
術
の
提
供

等
の
た
め
の
相
談
・
支
援
を
通
じ
て
実
態

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
多
胎
児
を
持
つ

保
護
者
か
ら
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、

支
援
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　多
胎
児
と
兄
弟
姉
妹
が
同
一
保
育

園
へ
入
園
で
き
る
よ
う
優
先
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　多
胎
児
を
含
む
兄
弟
姉
妹
が
、
同

一
施
設
に
既
に
入
園
し
て
い
る
場
合
や
、

同
時
に
同
一
施
設
を
希
望
す
る
場
合
に

は
、
優
先
利
用
と
し
加
点
し
て
お
り
、
同

一
保
育
園
の
利
用
と
な
る
よ
う
調
整
に
努

め
い
て
い
る
。

答答

問問

問問

答答 　
　
　「公
契
約
条
例
」
は
安
さ
だ
け
を

求
め
る
入
札
か
ら
、
従
事
す
る
建
設
労
働

者
や
委
託
労
働
者
の
賃
金
の
「
最
低
額
」

を
入
札
や
落
札
の
条
件
と
し
て
、
自
治
体

の
入
札
や
契
約
の
中
で
定
め
る
も
の
で
あ

る
。
　国
は
平
成
25
年
に
「
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
」
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
平

成
２
年
３
月
に
新
潟
県
で
は
「
普
通
作
業

員
」
は
1
8
，8
9
5
円
に
な
っ
て
い
る
。

　事
業
者
に
は
、
過
当
競
争
、
不
当
な
ダ

ン
ピ
ン
グ
な
ど
が
排
除
で
き
、
労
働
者
に

は
、
賃
金
切
り
下
げ
の
歯
止
め
に
な
り
、

市
に
と
っ
て
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

確
保
な
ど
と
税
収
の
確
保
が
図
ら
れ
る
。

３
者
に
対
し
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
「
公
契

約
条
例
」
を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

　
　
　国
に
お
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
る

公
共
工
事
の
品
質
確
保
と
そ
の
中
長
期
的

な
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
基
本
理
念
と

し
た
法
整
備
を
実
施
し
、
週
休
２
日
へ
の

取
組
、
適
切
な
履
行
期
間
の
設
定
等
を
実

施
し
、
建
設
労
働
者
の
確
保
及
び
離
職
防

止
に
努
め
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

こ
の
よ
う
な
施
策
に
準
じ
対
応
し
て
い
る

た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
公
契
約
条
例
の

制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

放
射
能
汚
染
汚
泥
の
処
分
に
つ
い
て

　
　
　福
島
第
一
原
発
事
故
で
発
生
し
た

高
濃
度
の
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
汚
泥

が
、
旧
大
沢
下
水
道
処
理
場
に
保
管
さ
れ

て
い
る
。
処
分
が
遅
れ
て
い
る
要
因
は
な

に
か
。

　
　
　国
の
指
針
で
は
基
準
値
１
㎏
当
た

り
8
，0
0
0
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
も
の
は
、

一
般
廃
棄
物
と
し
て
処
理
し
て
よ
い
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
県
内
の
処
理
業
者
か

ら
は
基
準
値
以
下
で
あ
っ
て
も
放
射
能
汚

染
さ
れ
た
汚
泥
の
処
理
を
拒
ま
れ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
県
外
の
処
理
業
者
に
つ
い

て
も
、
処
理
可
能
と
す
る
業
者
が
見
当
た

ら
な
い
状
況
が
続
い
た
こ
と
が
、
処
分
が

遅
れ
て
い
る
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
ダ
ム
建
設
に
よ
る
雪
資

源
の
活
用
と
観
光
振
興
﹂
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

答

問

問

答

高
齢
者
の
門
払
い
除
雪
対

応
に
つ
い
て

大桃　俊彦

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

の
利
用
に
つ
い
て
問
う

星野みゆき

※QRコードにて「魚沼市議会YouTubeチャンネル」をご覧になれます。
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　県
全
体
の
人
的
被
害
は
３
４
９
人

で
、
市
内
で
も
20
人
と
な
っ
て
い
る
。
克

雪
す
ま
い
づ
く
り
や
除
雪
安
全
対
策
な
ど

の
事
業
の
補
助
拡
充
、
要
件
緩
和
な
ど
使

い
勝
手
の
良
い
運
用
に
し
な
い
か
。

　
　
　現
在
市
で
行
っ
て
い
る
事
業
は
、

国
、
県
の
制
度
に
上
乗
せ
し
て
い
る
事
業

の
た
め
、
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
国
、
県
へ
制
度
の
改
正
に
対
し
て
要

望
し
て
い
く
。

監
査
委
員
に
つ
い
て

　
　
　監
査
委
員
が
自
ら
辞
任
し
な
い
場

合
、
罷
免
の
手
続
き
を
と
る
か
。

　
　
　罷
免
す
る
考
え
は
な
い
。

物
品
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　
　
　返
却
を
含
め
検
討
す
る
と
し
た

が
、
そ
の
後
ど
う
し
た
か
。

　
　
　下
折
立
自
治
会
に
譲
与
し
た
小
型

除
雪
車
等
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の
進
展
は

な
い
。

斎
場
建
設
瑕
疵
担
保
請
求
に
つ
い
て

　
　
　予
算
に
計
上
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　さ
ら
な
る
精
査
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
、
行
政

の
継
続
性
を
考
慮
し
て
計
上
し
た
。

　
　
　こ
の
弁
償
金
を
回
収
で
き
る
と
思

っ
て
い
る
か
。

　
　
　精
査
中
で
あ
り
、
今
の
段
階
で
は

判
断
で
き
な
い
。

違
法
な
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　
　
　小
中
学
生
へ
の
マ
ス
ク
支
給
は
、

補
正
予
算
も
組
ま
な
い
、
議
会
に
提
案
も

説
明
も
な
い
ま
ま
、
予
備
費
を
勝
手
に
充

用
し
て
行
わ
れ
た
。
２
月
10
日
の
全
員
協

議
会
で
お
詫
び
は
し
た
が
、
違
法
と
の
認

識
は
な
い
と
答
弁
し
た
。
現
在
の
認
識
を

伺
う
。

　
　
　小
中
学
生
へ
の
マ
ス
ク
支
給
に
つ

い
て
は
、違
法
な
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

答答答

問問問

問 問問

答答答 　
　
　円
滑
な
公
立
保
育
園
の
民
営
化
の

た
め
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
保
育
士

等
へ
の
説
明
は
充
分
に
な
さ
れ
た
か
。

　
　
　１
月
21
日
に
職
員
組
合
保
育
部
会

へ
再
編
案
を
示
し
、
各
保
育
園
に
お
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
周
知
し
て
も
ら

う
よ
う
お
願
い
し
た
の
が
最
初
で
あ
り
、

今
後
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

　
　
　民
営
化
の
公
募
条
件
に
、
職
員
の

待
遇
は
、
魚
沼
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
以
上

の
待
遇
を
求
め
る
条
件
を
つ
け
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　移
管
先
法
人
に
お
い
て
、
会
計
年

度
任
用
職
員
が
正
規
雇
用
さ
れ
る
よ
う
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
移
管
先
法
人
選
定

委
員
会
を
設
置
し
、
選
定
基
準
を
策
定
す

る
う
え
で
、
雇
用
条
件
等
も
含
め
て
検
討

す
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　
　核
家
族
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
、

一
人
親
家
庭
、Ｄ
Ｖ
や
子
ど
も
の
虐
待
な

ど
、
経
済
的
な
支
援
だ
け
で
は
、
子
育
て

世
代
の
様
々
な
精
神
的
な
負
担
に
対
応
で

き
な
い
場
面
が
多
く
存
在
す
る
。
そ
こ
で

相
談
機
能
を
中
心
と
し
た
支
援
拠
点
で
あ

る
市
区
町
村
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

の
早
期
設
置
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

　
　
　専
門
的
人
材
の
確
保
を
図
り
な
が

ら
、
国
の
目
標
で
あ
る
令
和
４
年
度
末
ま

で
に
拠
点
整
備
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

物
品
の
無
償
譲
渡
の
考
え
方
に
つ
い
て

　
　
　自
治
会
に
無
償
譲
渡
し
た
物
品

は
、
現
在
係
争
中
で
、
違
法
と
の
判
決
が

出
て
い
な
い
中
で
、
前
定
例
会
で
の
「
一

旦
返
却
し
て
も
ら
う
こ
と
も
含
め
検
討
す

る
」
と
の
答
弁
は
不
適
切
で
あ
る
と
考
え

る
。
魚
沼
市
の
条
例
に
則
し
て
除
雪
車
等

を
自
治
会
に
無
償
譲
渡
し
た
市
の
行
為
は

違
法
で
あ
っ
た
と
の
認
識
な
の
か
。

　
　
　市
の
行
為
に
つ
い
て
、
法
令
、
条

例
に
基
づ
い
て
適
切
に
行
わ
れ
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　
　前
回
の
「
一
旦
返
却
」
と
の
発
言

を
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　私
の
勉
強
不
足
で
言
い
間
違
い
を

訂
正
し
、
お
詫
び
す
る
。

答答答

問問問

問問

答答

　
　
　所
信
表
明
で
、「
力
強
い
地
域
経

済
の
構
築
」
に
つ
い
て
、「
若
い
人
か
ら

魅
力
的
に
映
る
産
業
を
育
て
た
い
」
と
い

う
思
い
を
述
べ
ら
れ
た
が
、
現
在
の
魚
沼

市
が
力
強
い
経
済
に
な
っ
て
い
な
い
原
因

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　私
は
、
本
市
の
経
済
が
力
強
く
な

い
と
は
感
じ
て
い
な
い
が
、
よ
り
一
層
強

い
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
将
来
を
担
う

若
者
に
魅
力
的
に
映
る
産
業
を
多
く
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
　「安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」
に
つ
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
基
盤
の
強
化
、
介
護
、
福
祉
及
び
保

育
分
野
の
人
材
確
保
の
支
援
な
ど
は
、
行

政
と
し
て
今
ま
で
も
支
援
し
て
き
た
と
思

う
が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず

自
治
会
の
継
続
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。今
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
支
援
で
は「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

は
難
し
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　今
ま
で
行
っ
て
き
た
支
援
で
足
り

な
い
と
感
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

な
る
支
援
を
考
え
て
い
く
。

　
　
　市
長
の
信
念
に
つ
い
て
、「
ど
う

す
れ
ば
課
題
解
決
が
で
き
る
か
、
で
き
な

い
理
由
で
は
な
く
、
や
る
た
め
の
手
法
を

考
え
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
行
政
上

の
縛
り
や
今
ま
で
の
習
慣
・
国
県
の
動
向

な
ど
が
壁
と
な
っ
て
、
地
方
自
治
体
で
で

き
な
い
事
案
も
あ
る
と
思
う
。
こ
の
壁
を

突
破
し
て
い
く
信
念
が
あ
る
か
問
う
。

　
　
　風
通
し
の
よ
い
自
由
な
発
想
が
で

き
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
、
課
や
係
の
枠

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
市
民
の
こ
と

を
思
っ
て
企
画
を
考
え
ら
れ
る
職
員
を
多

く
育
て
た
い
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
、

個
々
の
職
員
の
話
し
を
聞
く
場
面
を
多
く

持
ち
な
が
ら
、
職
員
と
一
緒
に
考
え
、
課

題
解
決
に
あ
た
っ
て
い
く
。

答 答

問問

問

答 　
　
　農
業
体
験
な
ど
の
都
内
自
治
体
交

流
事
業
は
、
来
年
度
は
受
入
れ
る
の
か
。

ま
た
、
感
染
者
や
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
へ

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か
。

　
　
　感
染
症
対
策
を
万
全
に
行
い
な
が

ら
、来
年
度
の
受
入
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
を

参
考
に
、
市
独
自
の
感
染
症
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
が
発
生
し

た
場
合
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
作
成
し
、

関
係
機
関
と
共
有
し
て
い
る
。

　
　
　県
内
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し

て
い
る
。
高
齢
者
施
設
に
集
中
的
に
検
査

を
行
う
体
制
を
整
え
な
い
か
。
ま
た
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
も
入
所
者
や
従
事
者
に
優
先

的
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　施
設
入
居
者
の
検
査
は
市
の
高
齢

者
向
け
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
よ
り
対
応
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
従
業
員
の
検
査
に
つ
い
て

は
、
市
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
事
業
者
負
担

軽
減
助
成
金
の
利
用
を
考
え
て
い
る
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
接
種
順
位
に
沿
っ
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。

灯
油
の
助
成
に
つ
い
て

　
　
　今
冬
の
大
雪
で
雪
消
え
が
遅
く
、

寒
さ
が
長
く
続
く
と
思
わ
れ
る
。
経
済
的

に
苦
し
い
高
齢
者
世
帯
や
低
所
得
世
帯
な

ど
に
灯
油
助
成
行
わ
な
い
か
。

　
　
　今
冬
は
、
灯
油
価
格
が
昨
年
度
と

比
べ
下
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
送
る

が
、
今
後
は
灯
油
価
格
の
推
移
の
状
況
、

降
雪
の
状
況
等
を
総
合
的
に
検
討
し
な
が

ら
判
断
す
る
。

就
学
援
助
に
つ
い
て

　
　
　援
助
基
準
が
生
活
保
護
基
準
の

１
・
１
倍
は
低
す
ぎ
る
。
せ
め
て
１
・
３

倍
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
県

内
多
く
の
自
治
体
の
基
準
と
な
っ
て
い
る

も
の
だ
。

　
　
　昨
年
度
実
施
要
綱
を
制
定
し
、１
・

３
倍
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
、
今
年
度

申
請
分
か
ら
す
で
に
適
用
し
て
い
る
。

答答

問問

問問

答 答

交
流
事
業
受
入
れ
の
感
染
症

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
か

大平　恭児

公
立
保
育
園
等
再
編
計
画

に
つ
い
て

渡辺　一美

所
信
表
明
で
述
べ
た
政
治

姿
勢
・
信
念
に
つ
い
て
問
う

大屋　角政

大桃　　聰

今
冬
の
雪
に
よ
る
被
害
状

況
に
つ
い
て
問
う
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　県
全
体
の
人
的
被
害
は
３
４
９
人

で
、
市
内
で
も
20
人
と
な
っ
て
い
る
。
克

雪
す
ま
い
づ
く
り
や
除
雪
安
全
対
策
な
ど

の
事
業
の
補
助
拡
充
、
要
件
緩
和
な
ど
使

い
勝
手
の
良
い
運
用
に
し
な
い
か
。

　
　
　現
在
市
で
行
っ
て
い
る
事
業
は
、

国
、
県
の
制
度
に
上
乗
せ
し
て
い
る
事
業

の
た
め
、
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
国
、
県
へ
制
度
の
改
正
に
対
し
て
要

望
し
て
い
く
。

監
査
委
員
に
つ
い
て

　
　
　監
査
委
員
が
自
ら
辞
任
し
な
い
場

合
、
罷
免
の
手
続
き
を
と
る
か
。

　
　
　罷
免
す
る
考
え
は
な
い
。

物
品
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　
　
　返
却
を
含
め
検
討
す
る
と
し
た

が
、
そ
の
後
ど
う
し
た
か
。

　
　
　下
折
立
自
治
会
に
譲
与
し
た
小
型

除
雪
車
等
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の
進
展
は

な
い
。

斎
場
建
設
瑕
疵
担
保
請
求
に
つ
い
て

　
　
　予
算
に
計
上
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　さ
ら
な
る
精
査
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
、
行
政

の
継
続
性
を
考
慮
し
て
計
上
し
た
。

　
　
　こ
の
弁
償
金
を
回
収
で
き
る
と
思

っ
て
い
る
か
。

　
　
　精
査
中
で
あ
り
、
今
の
段
階
で
は

判
断
で
き
な
い
。

違
法
な
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　
　
　小
中
学
生
へ
の
マ
ス
ク
支
給
は
、

補
正
予
算
も
組
ま
な
い
、
議
会
に
提
案
も

説
明
も
な
い
ま
ま
、
予
備
費
を
勝
手
に
充

用
し
て
行
わ
れ
た
。
２
月
10
日
の
全
員
協

議
会
で
お
詫
び
は
し
た
が
、
違
法
と
の
認

識
は
な
い
と
答
弁
し
た
。
現
在
の
認
識
を

伺
う
。

　
　
　小
中
学
生
へ
の
マ
ス
ク
支
給
に
つ

い
て
は
、違
法
な
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

答答答

問問問

問 問問

答答答 　
　
　円
滑
な
公
立
保
育
園
の
民
営
化
の

た
め
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
保
育
士

等
へ
の
説
明
は
充
分
に
な
さ
れ
た
か
。

　
　
　１
月
21
日
に
職
員
組
合
保
育
部
会

へ
再
編
案
を
示
し
、
各
保
育
園
に
お
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
周
知
し
て
も
ら

う
よ
う
お
願
い
し
た
の
が
最
初
で
あ
り
、

今
後
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

　
　
　民
営
化
の
公
募
条
件
に
、
職
員
の

待
遇
は
、
魚
沼
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
以
上

の
待
遇
を
求
め
る
条
件
を
つ
け
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　移
管
先
法
人
に
お
い
て
、
会
計
年

度
任
用
職
員
が
正
規
雇
用
さ
れ
る
よ
う
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
移
管
先
法
人
選
定

委
員
会
を
設
置
し
、
選
定
基
準
を
策
定
す

る
う
え
で
、
雇
用
条
件
等
も
含
め
て
検
討

す
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　
　核
家
族
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
、

一
人
親
家
庭
、Ｄ
Ｖ
や
子
ど
も
の
虐
待
な

ど
、
経
済
的
な
支
援
だ
け
で
は
、
子
育
て

世
代
の
様
々
な
精
神
的
な
負
担
に
対
応
で

き
な
い
場
面
が
多
く
存
在
す
る
。
そ
こ
で

相
談
機
能
を
中
心
と
し
た
支
援
拠
点
で
あ

る
市
区
町
村
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

の
早
期
設
置
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

　
　
　専
門
的
人
材
の
確
保
を
図
り
な
が

ら
、
国
の
目
標
で
あ
る
令
和
４
年
度
末
ま

で
に
拠
点
整
備
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

物
品
の
無
償
譲
渡
の
考
え
方
に
つ
い
て

　
　
　自
治
会
に
無
償
譲
渡
し
た
物
品

は
、
現
在
係
争
中
で
、
違
法
と
の
判
決
が

出
て
い
な
い
中
で
、
前
定
例
会
で
の
「
一

旦
返
却
し
て
も
ら
う
こ
と
も
含
め
検
討
す

る
」
と
の
答
弁
は
不
適
切
で
あ
る
と
考
え

る
。
魚
沼
市
の
条
例
に
則
し
て
除
雪
車
等

を
自
治
会
に
無
償
譲
渡
し
た
市
の
行
為
は

違
法
で
あ
っ
た
と
の
認
識
な
の
か
。

　
　
　市
の
行
為
に
つ
い
て
、
法
令
、
条

例
に
基
づ
い
て
適
切
に
行
わ
れ
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　
　前
回
の
「
一
旦
返
却
」
と
の
発
言

を
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　私
の
勉
強
不
足
で
言
い
間
違
い
を

訂
正
し
、
お
詫
び
す
る
。

答答答

問問問

問問

答答

　
　
　所
信
表
明
で
、「
力
強
い
地
域
経

済
の
構
築
」
に
つ
い
て
、「
若
い
人
か
ら

魅
力
的
に
映
る
産
業
を
育
て
た
い
」
と
い

う
思
い
を
述
べ
ら
れ
た
が
、
現
在
の
魚
沼

市
が
力
強
い
経
済
に
な
っ
て
い
な
い
原
因

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　私
は
、
本
市
の
経
済
が
力
強
く
な

い
と
は
感
じ
て
い
な
い
が
、
よ
り
一
層
強

い
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
将
来
を
担
う

若
者
に
魅
力
的
に
映
る
産
業
を
多
く
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
　「安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」
に
つ
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
基
盤
の
強
化
、
介
護
、
福
祉
及
び
保

育
分
野
の
人
材
確
保
の
支
援
な
ど
は
、
行

政
と
し
て
今
ま
で
も
支
援
し
て
き
た
と
思

う
が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず

自
治
会
の
継
続
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。今
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
支
援
で
は「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

は
難
し
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　今
ま
で
行
っ
て
き
た
支
援
で
足
り

な
い
と
感
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

な
る
支
援
を
考
え
て
い
く
。

　
　
　市
長
の
信
念
に
つ
い
て
、「
ど
う

す
れ
ば
課
題
解
決
が
で
き
る
か
、
で
き
な

い
理
由
で
は
な
く
、
や
る
た
め
の
手
法
を

考
え
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
行
政
上

の
縛
り
や
今
ま
で
の
習
慣
・
国
県
の
動
向

な
ど
が
壁
と
な
っ
て
、
地
方
自
治
体
で
で

き
な
い
事
案
も
あ
る
と
思
う
。
こ
の
壁
を

突
破
し
て
い
く
信
念
が
あ
る
か
問
う
。

　
　
　風
通
し
の
よ
い
自
由
な
発
想
が
で

き
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
、
課
や
係
の
枠

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
市
民
の
こ
と

を
思
っ
て
企
画
を
考
え
ら
れ
る
職
員
を
多

く
育
て
た
い
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
、

個
々
の
職
員
の
話
し
を
聞
く
場
面
を
多
く

持
ち
な
が
ら
、
職
員
と
一
緒
に
考
え
、
課

題
解
決
に
あ
た
っ
て
い
く
。

答 答

問問

問

答 　
　
　農
業
体
験
な
ど
の
都
内
自
治
体
交

流
事
業
は
、
来
年
度
は
受
入
れ
る
の
か
。

ま
た
、
感
染
者
や
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
へ

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か
。

　
　
　感
染
症
対
策
を
万
全
に
行
い
な
が

ら
、来
年
度
の
受
入
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、「
宿
泊
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
を

参
考
に
、
市
独
自
の
感
染
症
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
が
発
生
し

た
場
合
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
作
成
し
、

関
係
機
関
と
共
有
し
て
い
る
。

　
　
　県
内
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し

て
い
る
。
高
齢
者
施
設
に
集
中
的
に
検
査

を
行
う
体
制
を
整
え
な
い
か
。
ま
た
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
も
入
所
者
や
従
事
者
に
優
先

的
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　施
設
入
居
者
の
検
査
は
市
の
高
齢

者
向
け
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
よ
り
対
応
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
従
業
員
の
検
査
に
つ
い
て

は
、
市
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
事
業
者
負
担

軽
減
助
成
金
の
利
用
を
考
え
て
い
る
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
接
種
順
位
に
沿
っ
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。

灯
油
の
助
成
に
つ
い
て

　
　
　今
冬
の
大
雪
で
雪
消
え
が
遅
く
、

寒
さ
が
長
く
続
く
と
思
わ
れ
る
。
経
済
的

に
苦
し
い
高
齢
者
世
帯
や
低
所
得
世
帯
な

ど
に
灯
油
助
成
行
わ
な
い
か
。

　
　
　今
冬
は
、
灯
油
価
格
が
昨
年
度
と

比
べ
下
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
送
る

が
、
今
後
は
灯
油
価
格
の
推
移
の
状
況
、

降
雪
の
状
況
等
を
総
合
的
に
検
討
し
な
が

ら
判
断
す
る
。

就
学
援
助
に
つ
い
て

　
　
　援
助
基
準
が
生
活
保
護
基
準
の

１
・
１
倍
は
低
す
ぎ
る
。
せ
め
て
１
・
３

倍
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
県

内
多
く
の
自
治
体
の
基
準
と
な
っ
て
い
る

も
の
だ
。

　
　
　昨
年
度
実
施
要
綱
を
制
定
し
、１
・

３
倍
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
、
今
年
度

申
請
分
か
ら
す
で
に
適
用
し
て
い
る
。

答答

問問

問問

答 答

交
流
事
業
受
入
れ
の
感
染
症

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
か

大平　恭児

公
立
保
育
園
等
再
編
計
画

に
つ
い
て

渡辺　一美

所
信
表
明
で
述
べ
た
政
治

姿
勢
・
信
念
に
つ
い
て
問
う

大屋　角政

大桃　　聰

今
冬
の
雪
に
よ
る
被
害
状

況
に
つ
い
て
問
う

※QRコードにて「魚沼市議会YouTubeチャンネル」をご覧になれます。
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、
観
光
産
業

と
農
業
振
興
に
つ
い
て
具
体
策
を
問
う

　
　
　観
光
産
業
へ
の
緊
急
的
な
支
援
と

し
て
は
、
県
が
実
施
し
て
い
る
宿
泊
割
引

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
と
合
わ
せ
、
市
内

宿
泊
者
へ
地
域
商
品
券
を
配
布
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
本
市
へ

の
誘
客
を
促
進
し
、
市
内
消
費
を
喚
起
す

る
こ
と
で
観
光
関
連
産
業
の
下
支
え
を
図

り
た
い
。
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業

再
生
協
議
会
を
通
じ
、
農
業
者
に
交
付
さ

れ
る
助
成
金
を
新
年
度
予
算
に
お
い
て
拡

充
し
、
農
業
者
の
支
援
を
図
り
た
い
。
ま

た
、
農
産
物
全
般
に
つ
い
て
、
自
ら
生
産

現
場
に
出
向
き
、
農
業
者
と
の
交
流
を
計

っ
て
い
る
が
、
今
後
は
全
国
の
消
費
者
に

向
け
、
本
市
の
農
産
物
等
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極

的
に
進
め
た
い
。

住
民
訴
訟
に
つ
い
て

　
　
　住
民
訴
訟
が
多
く
、
そ
の
応
訴
費

用
も
多
額
と
聞
く
が
、
そ
の
原
因
と
対
策

を
問
う
。

　
　
　住
民
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
な
い
よ

う
、
日
頃
の
業
務
・
事
務
執
行
を
遂
行
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
い
ず
れ
の
訴
訟
も
事

務
執
行
等
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
及
び

議
会
へ
の
説
明
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
誤
解
を
招
い
た
こ
と
が
原
因
と
認

識
し
て
い
る
。
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
法
令
遵
守
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
説
明
責
任
を
し
っ
か
り
と
果
た

す
こ
と
が
対
策
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

予
備
費
の
使
い
方
と
報
告
に
つ
い
て

　
　
　予
備
費
の
使
い
方
と
報
告
に
つ
い

て
、
事
後
承
認
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　予
備
費
を
充
用
し
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
議
会
へ
の
報
告
を
行
う
こ
と
を

検
討
す
る
。

答 答

問問

問

答

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
振

興
と
農
業
振
興
に
つ
い
て

　
　
　今
定
例
会
で
、
市
長
自
身
の
施
策

を
思
い
描
い
た
所
信
表
明
を
述
べ
ら
れ
た
。

　人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
我
々
大
人

が
魚
沼
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
何
を

残
せ
る
の
か
、
具
体
的
に
考
え
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　次
世
代
に
誇
れ
る
魚
沼
市
に
つ
い
て
、

所
信
の
中
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い

る
か
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　
　若
い
世
代
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来

も
こ
の
地
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
地
域
を
つ
く
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る

と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
所
信
表
明
で

述
べ
た
５
つ
の
基
本
方
針
及
び
第
二
次
魚

沼
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お
け

る
、
生
活
、
産
業
、
教
育
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
施
策
を
、
市
民
、
地
域
、
団
体
、

行
政
が
一
体
と
な
り
、
着
実
に
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
実
現

す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
世
代
に
誇
れ
る
魚

沼
市
へ
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
の
準
備
に
つ
い
て

　
　
　高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
世
界
的
に

介
護
施
設
の
需
要
が
大
き
く
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。
介
護
人
材
確
保
な
ど
の
課
題
も

含
め
、
将
来
を
見
据
え
、Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想

を
立
ち
上
げ
る
準
備
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　都
会
か
ら
元
気
な
高
齢
者
を
呼
び

込
む
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
の
考
え
方
は
、
本
市

の
移
住
定
住
施
策
と
大
筋
で
合
致
し
て
い

る
が
、
数
年
後
の
高
齢
化
を
見
据
え
た
と

き
、
医
療
・
介
護
費
用
の
自
治
体
負
担
の

増
加
も
考
え
ら
れ
る
。
人
口
の
社
会
減
対

策
と
し
て
は
、
大
学
卒
業
で
の
就
職
や
、

結
婚
出
産
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
で
の
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
で
あ
れ
ば
さ
ら
に
出
生
率
の
向
上

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構

想
よ
り
も
若
者
を
呼
び
込
む
こ
と
を
優
先

し
た
い
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
介
護
現
場
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
導
入
﹂
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答

問問 答

志田　　貢

次
世
代
に
誇
れ
る
魚
沼
市
を

森山　英敏

総
務
文
教
委
員
会
報
告

１

　審
査
事
件
︵
３
月
１
日
︶

請
願
第
１
号

原
発
事
故
対
策
に
関
し
て
魚
沼
市
を
Ｕ
Ｐ

Ｚ
圏
内
の
市
町
村
と
同
等
の
扱
い
と
す
る

よ
う
諸
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
請
願

　請
願
の
内
容
は
、
原
発
事
故
防
護
の
対

象
区
域
を
全
国
一
律
に
半
径
30
㎞
と
機
械

的
に
定
め
ら
れ
た
避
難
準
備
区
域
（
Ｕ
Ｐ

Ｚ
）
に
限
定
せ
ず
、
立
地
条
件
に
応
じ
た

対
策
計
画
を
立
て
る
こ
と
。
魚
沼
市
は
、

避
難
者
を
受
け
入
れ
る
市
と
な
っ
て
い
る

が
、
魚
沼
市
民
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
な
計
画
に
見
直
す
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

※

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
14
号
〜
19
号
・
30
号
・
31
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件
︵
１
月
19
日
︶

第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

︵
案
︶
に
つ
い
て

問

　そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
達
成
目
標
の
現

状
値
に
つ
い
て
、
調
査
対
象
、
調
査
期
間
、

調
査
方
法
、
回
収
率
な
ど
の
記
載
を
こ
の

計
画
に
載
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

答

　計
画
策
定
に
お
い
て
検
討
す
る
。

※

委
員
会
と
し
て
、
お
お
む
ね
内
容
に
つ

い
て
了
解
し
た
。

旧
須
原
中
学
校
寄
宿
舎
跡
地
の
土
壌
汚
染

に
係
る
経
過
に
つ
い
て

　平
成 

24 

年
度
に
解
体
さ
れ
た
旧
須
原

中
学
校
の
寄
宿
舎
跡
地
を
、
市
内
の
社
会

福
祉
法
人
に
令
和
２
年
７
月
29
日
付
で
無

償
貸
付
を
し
た
。
８
月
に
福
祉
施
設
の
建

設
を
開
始
し
た
が
、
10 

月
29
日
に
土
壌

油
汚
染
が
分
か
り
、
請
負
者
・
発
注
者
・

市
管
財
課
そ
れ
ぞ
れ
が
現
地
確
認
を
行
っ

た
。
11
月
５
日
に
県
環
境
セ
ン
タ
ー
も
現

地
確
認
を
し
た
。
工
事
は
当
初
予
定
で
３

月
末
完
了
で
あ
っ
た
が
中
断
し
て
い
る
。

問

　中
和
剤
の
対
応
で
済
む
の
で
は
な
い
か
。

答

　仮
に
中
和
剤
を
使
用
し
て
も
、
油
を

分
解
す
る
も
の
で
は
な
い
。
適
切
な
処
理

を
基
本
に
考
え
た
い
。

問

　

 

土
壌
汚
染
対
策
法
や
油
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
資
料
を
全
部
出
せ
な
い

か
。
油
分
含
有
１
％
未
満
で
処
分
す
る
理

由
が
分
か
ら
な
い
。

答

　資
料
を
示
し
た
い
。

※

油
成
分
の
調
査
が
必
要
と
い
う
意
見
も

あ
り
、引
き
続
き
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
委
員
会
と
し
て
の
結
論
を
３
月
の

工
事
再
開
ま
で
に
見
出
す
こ
と
と
し
た
。

３

　調
査
事
件
︵
２
月
８
日
︶

旧
須
原
中
学
校
寄
宿
舎
跡
地
の
土
壌
汚
染

に
係
る
経
過
に
つ
い
て

問 

　調
査
結
果
で
、
普
通
に
残
土
と
し

て
処
理
が
で
き
る
と
な
っ
た
。
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
工
事
費
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答

　

 

当
初
掘
り
出
さ
れ
た
残
土
は
、
通

常
の
残
土
と
し
て
、
工
事
内
で
処
理
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
現
場
は
再
開
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
費
等
に
つ

い
て
、
今
後
整
理
を
す
る
。

※

委
員
会
と
し
て
、
今
後
も
調
査
す
る
こ

と
と
し
た
。

小
中
学
校
児
童
生
徒
へ
の
フ
ェ
イ
ス
マ
ス

ク
配
布
に
つ
い
て

問 

　予
備
費
充
用
に
つ
い
て
は
、
議
会

議
決
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

　条
例
と
し
て
は
、
予
備
費
の
充
用

は
議
会
議
決
が
必
要
な
い
。
し
か
し
、
議

会
へ
の
相
談
の
進
め
方
は
手
落
ち
が
あ

り
、
反
省
し
て
い
る
。

４

　調
査
事
件
︵
３
月
１
日
︶

小
出
郷
図
書
館
の
改
修
に
つ
い
て

　改
修
計
画
は
、
１
、
２
階
は
、
書
架
と

閲
覧
ス
ペ
ー
ス
、
３
階
は
、
教
育
セ
ン
タ

ー
、
４
階
は
、
美
術
品
、
文
化
財
の
展
示
・

収
蔵
ス
ペ
ー
ス
と
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
い

う
計
画
で
あ
る
。

問 

　改
修
後
は
利
用
者
が
多
く
な
る
と

思
う
が
、
古
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
修
は

し
な
く
て
も
い
い
の
か
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
は
ど
う
す
る
の
か
。

答 

　エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
修
は
考
え
て

い
な
い
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
き
、
利
用
し
な
い
。

５

　調
査
事
件
︵
３
月
15
日
︶

旧
須
原
中
学
校
寄
宿
舎
跡
地
の
土
壌
汚
染

に
係
る
経
過
に
つ
い
て

　油
混
じ
り
土
の
処
理
は
、
市
が
処
理
す

べ
き
と
し
て
、
12
月
議
会
で
廃
棄
物
の
処

分
委
託
料
に
１
，
５
０
０
万
円
、
除
去
工

事
費
に
２
，
５
０
０
万
円
、
合
計
４
，
０

０
０
万
円
の
補
正
を
行
い
準
備
を
進
め
て

い
た
。
そ
の
後
、
総
務
文
教
委
員
会
の
調

査
を
経
て
、
廃
棄
物
で
は
な
く
通
常
の
土

砂
と
し
て
処
理
で
き
る
と
し
て
、
市
が
処

理
を
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
補
正
し

た
予
算
４
，
０
０
０
万
円
を
減
額
す
る
補

正
を
議
会
最
終
日
に
提
案
し
た
い
、
と
の

報
告
を
受
け
た
。

※

１

　C
C
R
C

C
o
n
t
in

u
in

g
 C

a
r
e

 R
e

t
ir

e
m

e
n
t  

C
o
m

m
u
n
it

y

の
略
。

　日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想…

﹁
東
京
圏
を

は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
が
、
自
ら
の
希
望

に
応
じ
て
地
方
に
移
り
住
み
、
地
域
社
会

に
お
い
て
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
を

送
る
と
と
も
に
、
医
療
介
護
が
必
要
な
時

に
は
継
続
的
な
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
﹂
を
目
指
す
も
の
。

※

１
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、
観
光
産
業

と
農
業
振
興
に
つ
い
て
具
体
策
を
問
う

　
　
　観
光
産
業
へ
の
緊
急
的
な
支
援
と

し
て
は
、
県
が
実
施
し
て
い
る
宿
泊
割
引

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
と
合
わ
せ
、
市
内

宿
泊
者
へ
地
域
商
品
券
を
配
布
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
本
市
へ

の
誘
客
を
促
進
し
、
市
内
消
費
を
喚
起
す

る
こ
と
で
観
光
関
連
産
業
の
下
支
え
を
図

り
た
い
。
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業

再
生
協
議
会
を
通
じ
、
農
業
者
に
交
付
さ

れ
る
助
成
金
を
新
年
度
予
算
に
お
い
て
拡

充
し
、
農
業
者
の
支
援
を
図
り
た
い
。
ま

た
、
農
産
物
全
般
に
つ
い
て
、
自
ら
生
産

現
場
に
出
向
き
、
農
業
者
と
の
交
流
を
計

っ
て
い
る
が
、
今
後
は
全
国
の
消
費
者
に

向
け
、
本
市
の
農
産
物
等
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極

的
に
進
め
た
い
。

住
民
訴
訟
に
つ
い
て

　
　
　住
民
訴
訟
が
多
く
、
そ
の
応
訴
費

用
も
多
額
と
聞
く
が
、
そ
の
原
因
と
対
策

を
問
う
。

　
　
　住
民
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
な
い
よ

う
、
日
頃
の
業
務
・
事
務
執
行
を
遂
行
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
い
ず
れ
の
訴
訟
も
事

務
執
行
等
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
及
び

議
会
へ
の
説
明
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
誤
解
を
招
い
た
こ
と
が
原
因
と
認

識
し
て
い
る
。
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
法
令
遵
守
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
説
明
責
任
を
し
っ
か
り
と
果
た

す
こ
と
が
対
策
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

予
備
費
の
使
い
方
と
報
告
に
つ
い
て

　
　
　予
備
費
の
使
い
方
と
報
告
に
つ
い

て
、
事
後
承
認
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　予
備
費
を
充
用
し
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
議
会
へ
の
報
告
を
行
う
こ
と
を

検
討
す
る
。

答 答

問問

問

答

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
振

興
と
農
業
振
興
に
つ
い
て

　
　
　今
定
例
会
で
、
市
長
自
身
の
施
策

を
思
い
描
い
た
所
信
表
明
を
述
べ
ら
れ
た
。

　人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
我
々
大
人

が
魚
沼
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
何
を

残
せ
る
の
か
、
具
体
的
に
考
え
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　次
世
代
に
誇
れ
る
魚
沼
市
に
つ
い
て
、

所
信
の
中
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い

る
か
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　
　若
い
世
代
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来

も
こ
の
地
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
地
域
を
つ
く
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る

と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
所
信
表
明
で

述
べ
た
５
つ
の
基
本
方
針
及
び
第
二
次
魚

沼
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お
け

る
、
生
活
、
産
業
、
教
育
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
施
策
を
、
市
民
、
地
域
、
団
体
、

行
政
が
一
体
と
な
り
、
着
実
に
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
実
現

す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
世
代
に
誇
れ
る
魚

沼
市
へ
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
の
準
備
に
つ
い
て

　
　
　高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
世
界
的
に

介
護
施
設
の
需
要
が
大
き
く
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。
介
護
人
材
確
保
な
ど
の
課
題
も

含
め
、
将
来
を
見
据
え
、Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想

を
立
ち
上
げ
る
準
備
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　都
会
か
ら
元
気
な
高
齢
者
を
呼
び

込
む
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
の
考
え
方
は
、
本
市

の
移
住
定
住
施
策
と
大
筋
で
合
致
し
て
い

る
が
、
数
年
後
の
高
齢
化
を
見
据
え
た
と

き
、
医
療
・
介
護
費
用
の
自
治
体
負
担
の

増
加
も
考
え
ら
れ
る
。
人
口
の
社
会
減
対

策
と
し
て
は
、
大
学
卒
業
で
の
就
職
や
、

結
婚
出
産
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
で
の
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
で
あ
れ
ば
さ
ら
に
出
生
率
の
向
上

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構

想
よ
り
も
若
者
を
呼
び
込
む
こ
と
を
優
先

し
た
い
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
介
護
現
場
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
導
入
﹂
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答

問問 答

志田　　貢

次
世
代
に
誇
れ
る
魚
沼
市
を

森山　英敏

総
務
文
教
委
員
会
報
告

１

　審
査
事
件
︵
３
月
１
日
︶

請
願
第
１
号

原
発
事
故
対
策
に
関
し
て
魚
沼
市
を
Ｕ
Ｐ

Ｚ
圏
内
の
市
町
村
と
同
等
の
扱
い
と
す
る

よ
う
諸
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
請
願

　請
願
の
内
容
は
、
原
発
事
故
防
護
の
対

象
区
域
を
全
国
一
律
に
半
径
30
㎞
と
機
械

的
に
定
め
ら
れ
た
避
難
準
備
区
域
（
Ｕ
Ｐ

Ｚ
）
に
限
定
せ
ず
、
立
地
条
件
に
応
じ
た

対
策
計
画
を
立
て
る
こ
と
。
魚
沼
市
は
、

避
難
者
を
受
け
入
れ
る
市
と
な
っ
て
い
る

が
、
魚
沼
市
民
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
な
計
画
に
見
直
す
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

※

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
14
号
〜
19
号
・
30
号
・
31
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件
︵
１
月
19
日
︶

第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

︵
案
︶
に
つ
い
て

問

　そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
達
成
目
標
の
現

状
値
に
つ
い
て
、
調
査
対
象
、
調
査
期
間
、

調
査
方
法
、
回
収
率
な
ど
の
記
載
を
こ
の

計
画
に
載
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

答

　計
画
策
定
に
お
い
て
検
討
す
る
。

※

委
員
会
と
し
て
、
お
お
む
ね
内
容
に
つ

い
て
了
解
し
た
。

旧
須
原
中
学
校
寄
宿
舎
跡
地
の
土
壌
汚
染

に
係
る
経
過
に
つ
い
て

　平
成 

24 

年
度
に
解
体
さ
れ
た
旧
須
原

中
学
校
の
寄
宿
舎
跡
地
を
、
市
内
の
社
会

福
祉
法
人
に
令
和
２
年
７
月
29
日
付
で
無

償
貸
付
を
し
た
。
８
月
に
福
祉
施
設
の
建

設
を
開
始
し
た
が
、
10 

月
29
日
に
土
壌

油
汚
染
が
分
か
り
、
請
負
者
・
発
注
者
・

市
管
財
課
そ
れ
ぞ
れ
が
現
地
確
認
を
行
っ

た
。
11
月
５
日
に
県
環
境
セ
ン
タ
ー
も
現

地
確
認
を
し
た
。
工
事
は
当
初
予
定
で
３

月
末
完
了
で
あ
っ
た
が
中
断
し
て
い
る
。

問

　中
和
剤
の
対
応
で
済
む
の
で
は
な
い
か
。

答

　仮
に
中
和
剤
を
使
用
し
て
も
、
油
を

分
解
す
る
も
の
で
は
な
い
。
適
切
な
処
理

を
基
本
に
考
え
た
い
。

問

　

 

土
壌
汚
染
対
策
法
や
油
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
資
料
を
全
部
出
せ
な
い

か
。
油
分
含
有
１
％
未
満
で
処
分
す
る
理

由
が
分
か
ら
な
い
。

答

　資
料
を
示
し
た
い
。

※

油
成
分
の
調
査
が
必
要
と
い
う
意
見
も

あ
り
、引
き
続
き
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
委
員
会
と
し
て
の
結
論
を
３
月
の

工
事
再
開
ま
で
に
見
出
す
こ
と
と
し
た
。

３

　調
査
事
件
︵
２
月
８
日
︶

旧
須
原
中
学
校
寄
宿
舎
跡
地
の
土
壌
汚
染

に
係
る
経
過
に
つ
い
て

問 

　調
査
結
果
で
、
普
通
に
残
土
と
し

て
処
理
が
で
き
る
と
な
っ
た
。
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
工
事
費
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答

　

 

当
初
掘
り
出
さ
れ
た
残
土
は
、
通

常
の
残
土
と
し
て
、
工
事
内
で
処
理
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
現
場
は
再
開
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
費
等
に
つ

い
て
、
今
後
整
理
を
す
る
。

※

委
員
会
と
し
て
、
今
後
も
調
査
す
る
こ

と
と
し
た
。

小
中
学
校
児
童
生
徒
へ
の
フ
ェ
イ
ス
マ
ス

ク
配
布
に
つ
い
て

問 

　予
備
費
充
用
に
つ
い
て
は
、
議
会

議
決
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

　条
例
と
し
て
は
、
予
備
費
の
充
用

は
議
会
議
決
が
必
要
な
い
。
し
か
し
、
議

会
へ
の
相
談
の
進
め
方
は
手
落
ち
が
あ

り
、
反
省
し
て
い
る
。

４

　調
査
事
件
︵
３
月
１
日
︶

小
出
郷
図
書
館
の
改
修
に
つ
い
て

　改
修
計
画
は
、
１
、
２
階
は
、
書
架
と

閲
覧
ス
ペ
ー
ス
、
３
階
は
、
教
育
セ
ン
タ

ー
、
４
階
は
、
美
術
品
、
文
化
財
の
展
示
・

収
蔵
ス
ペ
ー
ス
と
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
い

う
計
画
で
あ
る
。

問 

　改
修
後
は
利
用
者
が
多
く
な
る
と

思
う
が
、
古
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
修
は

し
な
く
て
も
い
い
の
か
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
は
ど
う
す
る
の
か
。

答 

　エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
修
は
考
え
て

い
な
い
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
き
、
利
用
し
な
い
。

５

　調
査
事
件
︵
３
月
15
日
︶

旧
須
原
中
学
校
寄
宿
舎
跡
地
の
土
壌
汚
染

に
係
る
経
過
に
つ
い
て

　油
混
じ
り
土
の
処
理
は
、
市
が
処
理
す

べ
き
と
し
て
、
12
月
議
会
で
廃
棄
物
の
処

分
委
託
料
に
１
，
５
０
０
万
円
、
除
去
工

事
費
に
２
，
５
０
０
万
円
、
合
計
４
，
０

０
０
万
円
の
補
正
を
行
い
準
備
を
進
め
て

い
た
。
そ
の
後
、
総
務
文
教
委
員
会
の
調

査
を
経
て
、
廃
棄
物
で
は
な
く
通
常
の
土

砂
と
し
て
処
理
で
き
る
と
し
て
、
市
が
処

理
を
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
補
正
し

た
予
算
４
，
０
０
０
万
円
を
減
額
す
る
補

正
を
議
会
最
終
日
に
提
案
し
た
い
、
と
の

報
告
を
受
け
た
。

※

１

　C
C
R
C

C
o
n
t
in

u
in

g
 C

a
r
e

 R
e

t
ir

e
m

e
n
t  

C
o
m

m
u
n
it

y

の
略
。

　日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想…

﹁
東
京
圏
を

は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
が
、
自
ら
の
希
望

に
応
じ
て
地
方
に
移
り
住
み
、
地
域
社
会

に
お
い
て
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
を

送
る
と
と
も
に
、
医
療
介
護
が
必
要
な
時

に
は
継
続
的
な
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
﹂
を
目
指
す
も
の
。

※

１
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で
き
る
の
か
。

答

　審
議
会
は
景
観
計
画
の
変
更
等
に
対

す
る
意
見
聴
取
で
、
最
低
年
１
回
と
考
え

て
い
る
が
、
案
件
が
多
数
あ
れ
ば
必
要
に

応
じ
て
開
催
す
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
26
号
〜
29
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
32
号
〜
34
号

市
有
財
産
の
貸
し
付
け
に
つ
い
て
︵
小
出
・

薬
師
・
須
原
ス
キ
ー
場
︶

問

　今
ま
で
の
契
約
と
今
回
の
契
約
の
違

い
は
ど
う
か
。
民
営
化
に
向
け
て
２
年
の

契
約
で
あ
る
が
．
再
延
長
は
あ
る
か
。

答

　現
在
有
効
な
契
約
は
、
賃
貸
契
約
の

ほ
か
に
運
営
費
用
の
負
担
な
ど
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
新
た
な
提
案
は
、
純
然
と
し

て
普
通
財
産
の
無
償
貸
付
に
特
化
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
２
年
間
で
持
続

可
能
な
運
営
に
向
け
対
応
す
る
。

問

　今
回
の
契
約
に
は
、
具
体
的
な
整
備

や
支
援
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
が
ど
う

い
う
こ
と
か
。

答

　必
要
な
整
備
は
行
う
。
新
し
い
形
の

支
援
を
こ
の
２
年
間
で
模
索
す
る
。

問

　ス
キ
ー
場
を
存
続
さ
せ
る
に
は
ス
キ

ー
人
口
を
増
や
す
施
策
が
必
要
で
あ
り
、

学
校
教
育
で
の
ス
キ
ー
授
業
の
拡
充
・
充

実
、
市
外
・
県
外
の
ス
キ
ー
客
の
誘
致
な

ど
ソ
フ
ト
的
な
新
し
い
支
援
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

答

　ハ
ー
ド
的
な
面
と
ソ
フ
ト
的
な
支
援

の
両
面
か
ら
考
え
て
い
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
42
号
〜
55
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

問

　机
上
審
査
だ
け
な
の
か
、
必
要
に
応

じ
た
現
地
確
認
、
現
地
調
査
は
し
て
い
る
か
。

答

　指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
の
審
査
は

例
年
は
現
地
調
査
を
行
い
、
そ
の
後
に
書

類
審
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
現
地

調
査
は
実
施
し
て
い
な
い
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

３

　調
査
事
件
︵
２
月
４
日
︶

　主
食
用
米
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
、

執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、
重
要
事
項
と

し
て
、
今
後
も
さ
ら
に
調
査
を
す
る
こ
と

と
し
た
。

４

　調
査
事
件
︵
３
月
５
日
︶

　魚
沼
市
ガ
ス
事
業
経
営
戦
略
（
案
）
に

つ
い
て
執
行
部
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

１

　調
査
事
件
︵
１
月
25
日
︶

①

　魚
沼
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
つ
い
て

「
魚
沼
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
一

部
改
訂
）」
及
び
「
魚
沼
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画（
一
部
改
訂
）別
冊（
案
）」

に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

②

　第
２
期
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画
に

つ
い
て

　「魚
沼
市
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画【
第

２
期
：
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
】

（
案
）」
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行

っ
た
。

問

　「こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
行
く

た
め
に
、
公
共
施
設
の
実
態
に
関
す
る
情

報
を
積
極
的
に
開
示
し
、
市
民
と
意
見
交

換
し
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
、
計
画

を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と

あ
る
が
、
住
民
と
一
緒
に
協
議
す
る
場
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
各
旧
町
村
に
つ
く

る
考
え
は
あ
る
か
。

答

　今
後
の
施
設
の
あ
り
方
、
個
別
の
施

設
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う

案
を
市
の
ほ
う
で
示
す
必
要
が
あ
る
の

で
、地
区
ご
と
に
説
明
で
き
る
と
し
て
も
、

正
案
が
で
き
て
か
ら
に
な
る
。

２

　調
査
事
件
︵
２
月
12
日
︶

第
２
期
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画
に
つ
い
て

　１
月
25
日
の
資
料
に
対
す
る
委
員
か
ら

質
疑
に
対
し
て
、
執
行
部
か
ら
回
答
を
得

た
後
、
計
画
案
へ
の
委
員
か
ら
の
意
見
を

ま
と
め
た
。

　委
員
か
ら
の
意
見
に
対
す
る
回
答
は
、

現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
中
で

あ
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対

す
る
回
答
と
同
様
に
報
告
を
求
め
る
こ
と

と
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会
報
告

公
共
施
設
再
編
整
備

　特
別
委
員
会
報
告

１

　審
査
事
件
︵
３
月
４
日
︶

議
案
第
20
号

公
益
的
法
人
等
へ
の
魚
沼
市
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　ど
の
よ
う
な
職
種
の
要
請
が
あ
り
、

派
遣
期
間
は
ど
う
か
。

答

　保
健
師
の
要
請
が
あ
り
、
期
間
は
１

年
の
予
定
で
あ
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
23
号

魚
沼
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　虐
待
の
防
止
等
の
対
策
と
研
修
の
実

施
体
制
は
ど
う
か
。

答

　市
で
は
、
高
齢
者
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
し
て
い
る
の
で
、
事
業
所
に

対
し
て
十
分
に
周
知
し
、
指
導
ま
た
、
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
56
号

魚
沼
市
医
師
等
修
学
基
金
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

問

　年
度
毎
に
基
金
不
足
分
を
積
み
増
し

す
る
の
は
不
合
理
で
は
な
い
か
。

答

　令
和
４
年
度
以
降
も
不
足
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
内
部
で
検
討
し
た

結
果
、
今
回
の
改
正
は
令
和
３
年
度
の
不

足
分
の
み
を
積
み
増
し
す
る
こ
と
と
し
た
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
21
号
・
22
号
・
24
号
、
35
号
〜
41
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件
︵
２
月
19
日
︶

臭
気
対
策
指
導
・
臭
気
測
定
結
果
に
つ
い
て

　臭
気
対
策
に
つ
い
て
は
、
以
前
よ
り
問

題
視
さ
れ
て
お
り
、
未
だ
根
本
的
な
解
決

に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
現
在
ど

の
よ
う
な
取
組
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
行
政
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か
、

執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
調
査

す
る
こ
と
と
し
た
。

第
２
次
魚
沼
市
環
境
基
本
計
画
︵
中
間
見

直
し
︶
に
つ
い
て

問

　市
民
へ
の
啓
発
を
行
い
、
ご
み
の
減

量
化
の
計
画
を
し
っ
か
り
打
ち
出
す
べ
き
だ
。

答

　ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
に
よ
り
、
ご
み
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
に
つ
い
て
啓
発
を
図
り
た
い
。

　そ
の
ほ
か
、「
魚
沼
市
人
権
教
育
・
啓

発
推
進
計
画
（
中
間
見
直
し
）」「
魚
沼
市

地
域
公
共
交
通
計
画
」「
第
５
期
魚
沼
市

障
害
者
計
画
・
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
・

第
２
期
魚
沼
市
障
害
児
福
祉
計
画
」「
魚

沼
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

３

　調
査
事
件
︵
３
月
４
日
︶

魚
沼
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
改
定

︵
案
︶
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
地
方
税

改
正
に
つ
い
て
、
魚
沼
市
の
自
殺
者
数
と

自
殺
死
亡
率
の
推
移
に
つ
い
て

執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、質
疑
を
行
っ
た
。

１

　審
査
事
件
︵
２
月
４
日
︶

請
願
第
４
号

﹁
須
原
ス
キ
ー
場
及
び
市
内
ス
キ
ー
場
の

持
続
可
能
な
運
営
に
つ
い
て
市
長
へ
の
提

言
を
求
め
る
請
願
﹂

※

一
部
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

　地
方
自
治
法
第
1
2
5
条
に
基
づ
き
、

市
へ
請
願
の
送
付
を
行
う
こ
と
と
し
、
提

言
書
に
つ
い
て
は
当
初
予
算
等
の
内
容
を

確
認
し
た
う
え
で
、
次
回
委
員
会
で
協
議

す
る
こ
と
と
し
た
。

２

　審
査
事
件
︵
３
月
５
日
︶

請
願
第
２
号

﹁
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
拡

充
を
求
め
る
﹂
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

請
願

※

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
25
号

　魚
沼
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　
　市
報
に
景
観
計
画
審
議
委
員
の
募

集
が
掲
載
さ
れ
、
年
１
回
程
度
の
会
議
と

な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
十
分
な
審
議
が

市
民
福
祉
委
員
会
報
告
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で
き
る
の
か
。

答

　審
議
会
は
景
観
計
画
の
変
更
等
に
対

す
る
意
見
聴
取
で
、
最
低
年
１
回
と
考
え

て
い
る
が
、
案
件
が
多
数
あ
れ
ば
必
要
に

応
じ
て
開
催
す
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
26
号
〜
29
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
32
号
〜
34
号

市
有
財
産
の
貸
し
付
け
に
つ
い
て
︵
小
出
・

薬
師
・
須
原
ス
キ
ー
場
︶

問

　今
ま
で
の
契
約
と
今
回
の
契
約
の
違

い
は
ど
う
か
。
民
営
化
に
向
け
て
２
年
の

契
約
で
あ
る
が
．
再
延
長
は
あ
る
か
。

答

　現
在
有
効
な
契
約
は
、
賃
貸
契
約
の

ほ
か
に
運
営
費
用
の
負
担
な
ど
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
新
た
な
提
案
は
、
純
然
と
し

て
普
通
財
産
の
無
償
貸
付
に
特
化
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
２
年
間
で
持
続

可
能
な
運
営
に
向
け
対
応
す
る
。

問

　今
回
の
契
約
に
は
、
具
体
的
な
整
備

や
支
援
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
が
ど
う

い
う
こ
と
か
。

答

　必
要
な
整
備
は
行
う
。
新
し
い
形
の

支
援
を
こ
の
２
年
間
で
模
索
す
る
。

問

　ス
キ
ー
場
を
存
続
さ
せ
る
に
は
ス
キ

ー
人
口
を
増
や
す
施
策
が
必
要
で
あ
り
、

学
校
教
育
で
の
ス
キ
ー
授
業
の
拡
充
・
充

実
、
市
外
・
県
外
の
ス
キ
ー
客
の
誘
致
な

ど
ソ
フ
ト
的
な
新
し
い
支
援
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

答

　ハ
ー
ド
的
な
面
と
ソ
フ
ト
的
な
支
援

の
両
面
か
ら
考
え
て
い
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
42
号
〜
55
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

問

　机
上
審
査
だ
け
な
の
か
、
必
要
に
応

じ
た
現
地
確
認
、
現
地
調
査
は
し
て
い
る
か
。

答

　指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
の
審
査
は

例
年
は
現
地
調
査
を
行
い
、
そ
の
後
に
書

類
審
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
現
地

調
査
は
実
施
し
て
い
な
い
。
※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

３

　調
査
事
件
︵
２
月
４
日
︶

　主
食
用
米
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
、

執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、
重
要
事
項
と

し
て
、
今
後
も
さ
ら
に
調
査
を
す
る
こ
と

と
し
た
。

４

　調
査
事
件
︵
３
月
５
日
︶

　魚
沼
市
ガ
ス
事
業
経
営
戦
略
（
案
）
に

つ
い
て
執
行
部
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

１

　調
査
事
件
︵
１
月
25
日
︶

①

　魚
沼
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
つ
い
て

「
魚
沼
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
一

部
改
訂
）」
及
び
「
魚
沼
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画（
一
部
改
訂
）別
冊（
案
）」

に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

②

　第
２
期
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画
に

つ
い
て

　「魚
沼
市
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画【
第

２
期
：
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
】

（
案
）」
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行

っ
た
。

問

　「こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
行
く

た
め
に
、
公
共
施
設
の
実
態
に
関
す
る
情

報
を
積
極
的
に
開
示
し
、
市
民
と
意
見
交

換
し
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
、
計
画

を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と

あ
る
が
、
住
民
と
一
緒
に
協
議
す
る
場
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
各
旧
町
村
に
つ
く

る
考
え
は
あ
る
か
。

答

　今
後
の
施
設
の
あ
り
方
、
個
別
の
施

設
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う

案
を
市
の
ほ
う
で
示
す
必
要
が
あ
る
の

で
、地
区
ご
と
に
説
明
で
き
る
と
し
て
も
、

正
案
が
で
き
て
か
ら
に
な
る
。

２

　調
査
事
件
︵
２
月
12
日
︶

第
２
期
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画
に
つ
い
て

　１
月
25
日
の
資
料
に
対
す
る
委
員
か
ら

質
疑
に
対
し
て
、
執
行
部
か
ら
回
答
を
得

た
後
、
計
画
案
へ
の
委
員
か
ら
の
意
見
を

ま
と
め
た
。

　委
員
か
ら
の
意
見
に
対
す
る
回
答
は
、

現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
中
で

あ
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対

す
る
回
答
と
同
様
に
報
告
を
求
め
る
こ
と

と
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会
報
告

公
共
施
設
再
編
整
備

　特
別
委
員
会
報
告

１

　審
査
事
件
︵
３
月
４
日
︶

議
案
第
20
号

公
益
的
法
人
等
へ
の
魚
沼
市
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　ど
の
よ
う
な
職
種
の
要
請
が
あ
り
、

派
遣
期
間
は
ど
う
か
。

答

　保
健
師
の
要
請
が
あ
り
、
期
間
は
１

年
の
予
定
で
あ
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
23
号

魚
沼
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　虐
待
の
防
止
等
の
対
策
と
研
修
の
実

施
体
制
は
ど
う
か
。

答

　市
で
は
、
高
齢
者
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
し
て
い
る
の
で
、
事
業
所
に

対
し
て
十
分
に
周
知
し
、
指
導
ま
た
、
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
56
号

魚
沼
市
医
師
等
修
学
基
金
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

問

　年
度
毎
に
基
金
不
足
分
を
積
み
増
し

す
る
の
は
不
合
理
で
は
な
い
か
。

答

　令
和
４
年
度
以
降
も
不
足
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
内
部
で
検
討
し
た

結
果
、
今
回
の
改
正
は
令
和
３
年
度
の
不

足
分
の
み
を
積
み
増
し
す
る
こ
と
と
し
た
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
21
号
・
22
号
・
24
号
、
35
号
〜
41
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件
︵
２
月
19
日
︶

臭
気
対
策
指
導
・
臭
気
測
定
結
果
に
つ
い
て

　臭
気
対
策
に
つ
い
て
は
、
以
前
よ
り
問

題
視
さ
れ
て
お
り
、
未
だ
根
本
的
な
解
決

に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
現
在
ど

の
よ
う
な
取
組
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
行
政
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か
、

執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
調
査

す
る
こ
と
と
し
た
。

第
２
次
魚
沼
市
環
境
基
本
計
画
︵
中
間
見

直
し
︶
に
つ
い
て

問

　市
民
へ
の
啓
発
を
行
い
、
ご
み
の
減

量
化
の
計
画
を
し
っ
か
り
打
ち
出
す
べ
き
だ
。

答

　ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
に
よ
り
、
ご
み
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
に
つ
い
て
啓
発
を
図
り
た
い
。

　そ
の
ほ
か
、「
魚
沼
市
人
権
教
育
・
啓

発
推
進
計
画
（
中
間
見
直
し
）」「
魚
沼
市

地
域
公
共
交
通
計
画
」「
第
５
期
魚
沼
市

障
害
者
計
画
・
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
・

第
２
期
魚
沼
市
障
害
児
福
祉
計
画
」「
魚

沼
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

３

　調
査
事
件
︵
３
月
４
日
︶

魚
沼
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
改
定

︵
案
︶
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
地
方
税

改
正
に
つ
い
て
、
魚
沼
市
の
自
殺
者
数
と

自
殺
死
亡
率
の
推
移
に
つ
い
て

執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、質
疑
を
行
っ
た
。

１

　審
査
事
件
︵
２
月
４
日
︶

請
願
第
４
号

﹁
須
原
ス
キ
ー
場
及
び
市
内
ス
キ
ー
場
の

持
続
可
能
な
運
営
に
つ
い
て
市
長
へ
の
提

言
を
求
め
る
請
願
﹂

※

一
部
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

　地
方
自
治
法
第
1
2
5
条
に
基
づ
き
、

市
へ
請
願
の
送
付
を
行
う
こ
と
と
し
、
提

言
書
に
つ
い
て
は
当
初
予
算
等
の
内
容
を

確
認
し
た
う
え
で
、
次
回
委
員
会
で
協
議

す
る
こ
と
と
し
た
。

２

　審
査
事
件
︵
３
月
５
日
︶

請
願
第
２
号

﹁
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
拡

充
を
求
め
る
﹂
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

請
願

※

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
25
号

　魚
沼
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　
　市
報
に
景
観
計
画
審
議
委
員
の
募

集
が
掲
載
さ
れ
、
年
１
回
程
度
の
会
議
と

な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
十
分
な
審
議
が

市
民
福
祉
委
員
会
報
告
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　私
の
家
の
前
に
は
小
学
校
が
あ
り
、
毎

日
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
挨
拶
を
し
て

く
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
日
々
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
報
道
で
鬱
々
と
し

て
い
る
私
の
気
持
ち
を
晴
れ
や
か
に
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　日
々
の
仕
事
に
お
い
て
も
、
お
い
し
い

お
菓
子
を
お
客
様
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
々
の
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
や
つ
ら

い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
方
々
に
癒
し
や

笑
顔
を
お
届
け
で
き
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら
作
っ
て
お
り
ま
す
。

　魚
沼
の
人
々
は
ひ
か
え
め
な
が
ら
も
、

一
度
親
し
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
親
し
く
な

れ
る
良
さ
と
、
雪
国
な
ら
で
は
の
粘
り
強

さ
と
我
慢
強
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
、
そ
の
底

力
で
、
笑
顔
と
人
々
の
温
か
さ
で
希
望
を

持
っ
て
、
感
染
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
た
暁
に

は
、
未
来
の
子
ど
も
が
住
み
た
い
と
思
え

る
魚
沼
市
に
、
高
齢
の
方
々
、
市
民
が
安

心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
魚
沼
市
に
な

る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　魚
沼
市
は
健
康
な
人
が
多
く
、
医
療
費

の
低
さ
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
聞

き
ま
す
。

　そ
の
根
っ
こ
は
、
市
民
が
健
康
に
関
心

を
も
ち
、
積
極
的
に
運
動
し
て
い
る
か
ら

で
し
ょ
う
。「
歩
け
歩
け
運
動
」
実
践
者

も
多
く
、「
若
返
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」

も
定
員
オ
ー
バ
ー
と
か
。
そ
の
ほ
か
に
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
各
種
球
技
も
盛
ん
で

す
。と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
の
で
、

財
政
面
で
も
さ
ら
な
る
充
実
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　冬
場
の
雪
を
生
か
し
た
ス
キ
ー
場
や
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、「
若

ト
レ
」
の
拡
充
、
各
地
区
公
民
館
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
卓
球
や
各
種
運
動

具
の
貸
与
等
地
域
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら

や
っ
て
も
ら
え
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
現
在
の
積
極
的
な
運
動
を
さ

ら
に
後
押
し
し
て
も
ら
え
る
な
ら
、
さ
ら

に
健
康
的
な
市
に
な
り
、
医
療
費
が
グ
ン

と
少
な
く
な
り
、
建
設
的
な
財
政
運
営
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　近
年
の
異
常
な
気
象
現
象

に
よ
る
様
々
な
分
野
で
の
影

響
に
加
え
、
昨
年
か
ら
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
る
影
響
が
大
き

く
、
経
済
活
動
や
市
民
生
活

が
制
限
さ
れ
、
先
行
き
が
大

変
心
配
さ
れ
ま
す
。

　市
議
会
は
こ
れ
ら
の
問
題

に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　６
月
に
実
施
さ
れ
る
市
民

生
活
に
直
結
す
る
重
要
な
選

挙
に
は
一
人
で
も
多
く
の
皆

様
か
ら
投
票
所
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
改
選
後
は
２
名
削
減
の

18
名
の
構
成
で
新
た
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

　こ
の
冬
の
大
雪
も
い
つ
し

か
消
え
、
早
い
春
と
な
り
ま

し
た
。
進
学
就
職
の
新
し
い

門
出
と
市
民
生
活
が
明
る
い

も
の
と
な
る
よ
う
に
願
う
ば

か
り
で
す
。（

富
永
三
千
敏
）

あ
と
が
き

市
民
の
声

健
康
で
元
気
な
市
を
目
指
し
て

親
柄

　椛
澤
い
づ
み
さ
ん

須
原

横
山
治
隆
さ
ん

今
の
状
況
に
お
い
て
思
う
こ
と

魚沼市議会
こんにちは

です
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市民の声を市議会へ！
「市民の声を聞く会」を開催します

　魚沼市議会では、新型コロナウイルス感染症対
策に十分留意したうえ、「市民の声を聞く会」を開
催いたします。
　市民の皆様から率直なご意見をお聴きし、今後
の議会活動に反映いたします。予約不要ですので、
直接会場にお越しください。

※マスクの着用をお願いします。
※手指の消毒をお願いします。（会場入口に消毒を設置します）
※体調不良の方はご無理なさらずに来場をお控えください。

日時：４月27日㈫ 午後７時〜午後８時40分
会場：魚沼市中央公民館
　　 （堀之内公民館）大ホール 
※当日はこの議会だよりが資料となりま
　すので、お持ちください。
　市内の感染状況によっては中止します。

感染症対策への協力のお願い

　魚
沼
北
中
の
教
育
活

動
は
、
地
域
の
方
か
ら

学
ぶ
。
生
徒
同
士
が
協

力
し
合
っ
て
学
び
を
深
め
る
。
そ
れ
を
発
表
し
、
多

く
の
賞
賛
を
受
け
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
が
基
本
と
な

っ
て
生
徒
の
自
己
肯
定
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
地

域
ぐ
る
み
で
生
徒
を
育
ん
で
い
ま
す
。

※制作時は２年生


